
資料紹介

児島虎次郎日記　1919年（大正8年）
An Introduction to Kojima Torajiro’s Diary for 1919 (Taisho 8)

𠮷川あゆみ（公益財団法人大原芸術財団特命上席研究員）
YOSHIKAWA Ayumi (Senior Fellow, Senior Curator, Ohara Art Foundation)

要旨

明治末から昭和初頭、即ち、1900年代の終わりから1920年代にかけて活躍した洋画家児島虎次郎
（1881–1929）は、フランスの国民美術協会展を主な発表の舞台とし、評価を得た人物である。同時に、
実業家・社会事業家である大原孫三郎（1880–1943）の賛同と出資を得て、ヨーロッパ近代絵画やオリ
エント古美術を収集し、日本に招来したことでも知られる。「日本の芸術界のために」という公益を目的
に掲げて収集された美術品は、日本に到着して間もなく一般公開され、1930年の大原美術館開館以降
は同館で常設展示されることとなる。児島は画家としての業績とともに、日本におけるヨーロッパ近代およ
びオリエント美術の受容という点でも重要な業績を残したのである。
本稿は、児島虎次郎の日記を翻刻・紹介するものである。児島は大原孫三郎とともに大原美術館の
礎を築いた人物であり、その足あとを物語る日記の解読は当館の長年の念願であった。日記に記され
た情報それ自体の重要性はもちろん、今後、児島に関連する諸資料が持つ情報をつなげ、編み上げて
いくにあたって、核としての役割が期待されるという点でも、重要性の高い資料である。しかし、私的な覚
えとして速筆で記された児島日記は難読であり、引用や参照、部分的な翻刻の紹介はたびたびなされ
てきたものの、日記自体をまとまった形で紹介した例はこれまでなかった。本稿では、手始めとして児島の
第二次滞欧の初年となる1919年の日記を取り上げる。渡欧に先立ち開催された初個展、第一次世界
大戦終結後間もないヨーロッパでの暮らしや学び、制作、旧知の人 と々の交流の様子が記されている。
翻刻は、現時点では残念ながら十分な精度に達しているとはいえない。児島日記の解読には多くの
情報を参照することが必要である。現時点での成果を公開することが新たな情報につながる契機とな
り、今後の解読に寄与することを期待するものである。

	

The yoga (Western-style painting) artist Kojima Torajiro (1881–1929), who was active from the end of the Meiji 
era to the beginning of the Showa era, i.e., from the end of the 1900s to the 1920s, presented his works mainly at 
the Salon de la Société Nationale des Beaux-Arts in France and earned a reputation there. At the same time, having 
received approval and funds from the businessman and entrepreneur Ohara Magosaburo (1880–1943), he col-
lected modern European paintings and Middle Eastern antiquities, and brought them back to Japan. These 
artworks collected in the interests of the public, “for the Japanese art world,” were put on public view soon after 
they arrived in Japan. Once the Ohara Museum of Art was opened in 1930, they were put on permanent view 
there. Together with his achievements as a painter, Kojima’s accomplishments from the point of view of the recep-
tion of modern European art and Middle Eastern art in Japan were significant too.

This article is a transcription and introduction of Kojima Torajiro’s diary. Kojima was a man who laid the foun-
dation of Ohara Museum of Art alongside Ohara Magosaburo, and the deciphering of his diary narrating the 
course he had come along was a longtime wish at our museum. Needless to say, the information written in the 
diary is important. In addition, in order to hereafter connect and compile the various pieces of information in the 
diverse reference materials related to Kojima, his diary is expected to play a pivotal role as a principal document. 
Nevertheless, as it was written rapidly as a personal recollection, Kojima’s diary is difficult to decipher. Although 
it has occasionally been quoted, referred to, or reprinted in part, the diary itself has never been introduced as a 
whole so far. In this article, as a start, Kojima’s diary of 1919, the first year of his second stay in Europe, is taken up. 
It describes his first solo exhibition, which was held prior to his departure to Europe, and his life, studies, work on 
his paintings, and mingling with old friends in Europe soon after the end of World War I.

At present, the transcription is unfortunately not yet fully accurate. The deciphering of Kojima’s diary requires 
cross-references to a vast amount of information. By publicizing our findings to date, we hope that it might lead 
to new information and contribute to further deciphering in the future.
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本
稿
は
、
洋
画
家
で
あ
り
、
大
原
美
術
館
の
礎
と
な
る
美
術
品
の
収
集
に
あ
た
っ
た
児

島
虎
次
郎
（
一
八
八
一

－

一
九
二
九
）
の
日
記
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
原

美
術
館
は
、
児
島
が
没
し
た
翌
年
の
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
、
彼
の
業
績
を
記
念
す

る
美
術
館
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
当
館
に
と
っ
て
児
島
虎
次
郎
は
、
創
立
者
大
原
孫
三
郎

（
一
八
八
〇

－

一
九
四
三
）
と
並
ぶ
生
み
の
親
で
あ
り
、
そ
の
足
あ
と
を
物
語
る
日
記
の
翻

刻
は
長
年
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。

児
島
虎
次
郎
と
関
連
資
料

一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
、
岡
山
県
中
西
部
の
川
上
郡
下
原
村
（
現
高
梁
市
成
羽
町
）

に
生
ま
れ
た
児
島
虎
次
郎
は
、
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
選
科
お
よ
び
同
研
究
科
に
学
ん

だ
後
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
か
ら
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
ま
で
大
原
孫

三
郎
の
支
援
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
。
主
に
ベ
ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
に
滞
在
し
、
同
地

の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。
こ
の
留
学
中
、
同
時
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美

術
潮
流
、
特
に
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ミ
ニ
ス
ム
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
島
の
絵
画
は
筆

触
の
存
在
感
と
鮮
や
か
な
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
獲
得
。
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
、

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
美
術
協
会
展
へ
初
出
品
・
初
入
選
を
果
た
し
、
留
学
の
成
果
を
証
明
す

る
こ
と
と
な
る
。
帰
国
後
は
倉
敷
郊
外
の
酒
津
（
現
岡
山
県
倉
敷
市
酒
津
）
に
ア
ト
リ
エ

を
構
え
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
ア
ジ
ア
を
巡
っ
て
は
、
各
地
の
文
化
を

自
作
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
。
帰
国
後
も
引
き
続
き
国
民
美
術
協
会
の
展
覧
会
を
主
な
発

表
の
舞
台
と
し
て
お
り
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
同
会
準
会
員
に
、
翌
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
に
は
出
品
作
《
秋
》
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
買
い
上
げ
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
同
会

正
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
帝
展
審
査
員
を
つ
と
め
て
お
り
、
日
仏
両
国

で
一
定
の
評
価
を
得
た
画
家
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

同
時
に
児
島
は
、
大
原
の
賛
同
と
出
資
を
得
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
や
オ
リ
エ
ン
ト
古

美
術
を
収
集
し
、
日
本
に
招
来
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
収
集
は
、
当

初
よ
り
「
日
本
の
芸
術
界
の
た
め
に
」1

と
い
う
公
益
を
目
的
に
掲
げ
た
も
の
で
、
実
際
、

収
集
品
は
日
本
招
来
後
間
も
な
く
一
般
公
開
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
の
大
原
美
術
館
開
館
以

降
は
同
館
に
て
常
設
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
児
島
は
画
家
と
し
て
の
業
績
と
と
も

に
、
日
本
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
美
術
お
よ
び
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
の
受
容
と
い
う
面

に
お
い
て
も
重
要
な
業
績
を
残
し
た
の
だ
っ
た
。

児
島
の
作
品
、
収
集
品
は
、
現
在
、
大
原
美
術
館
（
大
原
芸
術
財
団
、
以
下
同
）
と
高

梁
市
成
羽
美
術
館
が
そ
の
多
く
を
収
蔵
・
保
管
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
原
美
術
館
は
児
島

旧
蔵
書
籍
の
う
ち
洋
書
を
「
児
島
文
庫
」
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。
本
誌
で
別
に
紹
介
さ

れ
る
が
、
児
島
の
活
動
を
大
原
孫
三
郎
が
支
援
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
有
隣
会
が
管
理
す

る
大
原
家
関
連
資
料
に
は
書
簡
を
は
じ
め
と
す
る
児
島
の
関
係
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
児
島
の
元
に
あ
っ
た
作
画
資
料
や
書
簡
、
写
真
な
ど
、
多
種
多
様
な

関
連
資
料
（
以
下
「
児
島
家
資
料
」
と
す
る
）
は
、
遺
族
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に
、
か
つ

豊
富
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。

児
島
虎
次
郎
日
記

児
島
家
資
料
の
中
で
も
最
も
重
要
な
資
料
の
ひ
と
つ
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
児
島
虎

次
郎
の
日
記
（
以
下
「
児
島
日
記
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
日
記
に
記
さ
れ
た
情
報
そ
れ
自

体
の
重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
、
作
品
や
各
種
関
連
資
料
が
持
つ
多
様
な
情
報

を
つ
な
げ
、
編
み
上
げ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
核
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う

点
で
も
、
重
要
性
の
高
い
資
料
で
あ
る
。

児
島
日
記
は
、
児
島
が
最
初
の
渡
欧
を
果
た
し
た
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
か
ら
、

没
年
の
前
年
に
あ
た
る
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
ま
で
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
の
間
の
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
日
記
は

現
時
点
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
の
日
記
は
手

帳
様
の
三
冊
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
別
の
時
期
に
使
用
さ
れ
た
同
様
の
手
帳
も
存
在
す

る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
日
記
と
は
別
の
備
忘
録
的
な
手
帳
と
考
え
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
手
帳
の
調
査
の
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
検
討
・
判
断
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

現
在
、
現
存
す
る
日
記
全
て
を
対
象
に
翻
刻
作
業
を
進
め
て
お
り
、
順
次
紹
介
し
て
い
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く
予
定
で
あ
る
が
、
手
は
じ
め
と
な
る
本
稿
で
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
日
記
を
取

り
上
げ
る
。
年
を
追
っ
て
順
に
紹
介
す
る
こ
と
が
最
良
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
年
に
は
じ

ま
る
第
二
次
滞
欧
期
の
児
島
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
大
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

形
成
過
程
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
関
心
か
ら
こ
の
期
間
の
翻
刻
作
業
が

先
行
し
て
進
ん
で
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
の
児
島
虎
次
郎

博
文
館
発
行
の
『
当
用
日
記
』（
中
長
形
、
縦
一
七
・
五
×
横
一
一
・
二
㎝
、
総
頁
数
五

〇
二
頁
）
を
用
い
て
記
さ
れ
た
一
九
一
九
年
の
日
記
は
、「
本
年
渡
欧
の
事　

本
日
（
年
）

四
月
上
旬
東
京
と
大
阪
に
て
作
品
展
覧
會
を
開
く　

右
昨
年
末
決
定
の
事
」2

と
い
う
一
文

で
は
じ
ま
る
。「
昨
年
」
即
ち
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
児
島
は
、
春
・
夏
に
約
三
ヶ
月

か
け
て
中
国
・
朝
鮮
を
旅
し
、
そ
こ
で
得
た
刺
激
を
も
と
に
ア
ト
リ
エ
で
制
作
に
励
ん
で

い
た
。
そ
ん
な
中
、
十
一
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
が
報
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
受
け

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
再
留
学
と
、
出
発
に
先
立
っ
て
自
身
初
と
な
る
個
展
を
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

年
が
明
け
る
と
、
個
展
開
催
に
向
け
て
倉
敷
と
東
京
・
大
阪
を
行
き
来
し
な
が
ら
忙
し

く
過
ご
し
、
個
展
終
了
か
ら
わ
ず
か
ひ
と
月
半
ほ
ど
で
児
島
は
フ
ラ
ン
ス
を
目
指
し
て
旅

立
っ
た
。
機
雷
の
残
る
地
中
海
は
航
路
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
の
寄

港
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
で
下
船
し
、
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
経
由
で
パ
リ
に

向
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
調
印
の
報
に
接
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
入
り
を
控
え
た

ロ
ン
ド
ン
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、
西
園
寺
公
望
ら
日
本
の
政
府
要
人
が
滞
在
中

の
英
仏
に
、
児
島
は
到
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

パ
ン
テ
オ
ン
の
そ
ば
の
オ
テ
ル
・
デ
・
グ
ラ
ン
・
ゾ
ム
に
当
面
の
宿
を
得
た
児
島
は
、

落
ち
着
き
先
と
な
る
ア
ト
リ
エ
を
探
し
な
が
ら
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
た
め
に
グ
ラ
ン
ド
・
シ

ョ
ー
ミ
エ
ー
ル
な
ど
の
美
術
学
校
に
足
を
運
び
、
ま
た
、
エ
ド
モ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア

マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
（Edm

ond -François A
m

an -Jean, 

一
八
五
八

－

一
九
三
六
）
ら
旧
知

の
人
々
を
訪
ね
て
い
る
。
よ
う
や
く
再
開
し
は
じ
め
た
美
術
館
や
画
廊
、
骨
董
店
に
も
足

繁
く
通
っ
て
い
る
。
美
術
館
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
ロ
ー
マ
、
ペ
ル
シ
ア
な
ど
の
古
美
術
ば

か
り
を
模
写
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
対
す
る
児
島
の
関
心
の
高
ま
り
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

八
月
末
に
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ク
レ
ッ
ソ
ン
通
り
の
ア
ト
リ
エ
に
転
居
す
る
ま
で
は
、
集
中

的
に
パ
ン
テ
オ
ン
を
描
き
、
転
居
後
は
サ
ロ
ン
出
品
の
た
め
に
日
本
か
ら
持
参
し
た
作
品

の
修
正
に
取
り
か
か
っ
た
。
パ
リ
在
住
の
日
本
人
画
家
と
の
行
き
来
も
増
え
て
い
っ
た
。

特
に
青
山
熊
治
（
一
八
八
六

－

一
九
三
二
）
と
は
多
く
の
時
間
を
共
に
し
て
お
り
、
青
山

と
と
も
に
実
業
家
中
沢
彦
吉
に
よ
る
ル
ノ
ワ
ー
ル
作
品
の
購
入
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
確
認

で
き
る
。

第
一
次
滞
欧
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
都
会
暮
ら
し
に
心
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
児
島
は
、
た
び
た
び
郊
外
へ
遠
出
を
試
み
、
年
末
に
は
ス
ペ
イ
ン
旅
行
に
出
発
。
翌
一

九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
元
旦
を
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
空
の
下
で
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
詳

細
な
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
児
島
は
遅
く
と
も
一
九
一
九
年
の
秋
頃
ま
で
に
、
大
原

に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
本
格
的
な
収
集
を
提
案
し
た
と
考
え
ら
れ
る3
。
こ
の
提
案
は

一
九
二
〇
年
の
夏
に
よ
う
や
く
受
け
容
れ
ら
れ
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
《
睡
蓮
》
を
は
じ

め
と
す
る
大
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
が
始
動
す
る
の
で
あ
っ
た
。

児
島
日
記
　
現
状
と
課
題

児
島
研
究
の
基
本
文
献
で
あ
る
『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』4

は
、
児
島
の
甥
で
新
聞
記
者
で

あ
っ
た
児
島
直
平
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
、
生
前
の
児
島
を
知
る
人
物
な
ら
で
は
の

情
報
、
新
聞
記
者
な
ら
で
は
の
取
材
成
果
と
と
も
に
、
児
島
日
記
か
ら
の
引
用
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
児
島
の
没
後
七
十
年
に
際
し
て
出
版
さ
れ
た
松
岡
智
子
・
時
任
英
人
『
児

島
虎
次
郎
』5

で
は
、『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
児
島
日
記
を
は
じ
め
と

す
る
児
島
家
資
料
に
あ
ら
た
め
て
照
ら
し
て
、『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』
の
修
正
と
新
知
見
の

追
加
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
松
岡
智
子
『
児
島
虎
次
郎
研
究
』6

は
、
児
島
日
記
ほ
か
児
島

家
資
料
を
多
く
参
照
し
つ
つ
、
児
島
の
画
業
と
と
も
に
文
化
交
流
に
お
け
る
功
績
を
明
ら

か
に
し
た
。
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そ
の
他
に
も
展
覧
会
図
録
や
各
種
文
献
に
お
い
て
、
児
島
日
記
の
部
分
的
な
翻
刻
、
引

用
お
よ
び
参
照
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
日
記
自
体
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と

は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
児
島
日
記
が
非
常
に
難
読
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
。
私
的
な
日
記
で
あ
る
か
ら
、
他
者
に
読
ま
せ
る
つ
も
り
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
児
島
に
と
っ
て
日
記
は
、
記
さ
れ
た
出
来
事
を
知
る
児
島
本
人
が
、
そ
の
出
来
事
を

振
り
返
る
手
が
か
り
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に

欧
文
の
ス
ペ
ル
ミ
ス
か
ら
は
っ
き
り
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
確
に
綴
ろ
う
と
い
う

意
思
は
ほ
ぼ
な
く
、
も
は
や
「
ミ
ス
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
い
も
の
も
多
い
。
大
体
の

音
が
わ
か
り
さ
え
す
れ
ば
、
書
い
た
本
人
で
あ
れ
ば
何
の
こ
と
か
は
わ
か
る
、
と
い
う
考

え
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日
本
語
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
難
題
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
残
念
な
が
ら
、
十
分

な
精
査
を
経
た
信
頼
の
お
け
る
翻
刻
に
至
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
作
業
の
多
く
は
「
文

字
を
読
む
」
と
い
う
よ
り
も
、
多
種
多
様
な
資
料
か
ら
、
い
わ
ば
〝
状
況
証
拠
〞
を
拾
い

集
め
、
そ
れ
ら
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
文
字
を
特
定
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
翻
刻
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
〝
状
況
証
拠
〞
も
示
す
べ
き
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た
、
原
文
校
正
に
よ
っ
て
翻
刻
の
妥
当
性
を
客
観
的
に
検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
資
料
の
難
読
さ
は
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
ま
で
も
高
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
不
完
全
な
が
ら
現
時
点
の
成
果
を
公
開
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
多

く
の
〝
状
況
証
拠
〞
が
寄
せ
ら
れ
れ
ば
、
管
見
で
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
も
か
な
え
得
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
稿
を
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る
児
島
家
資
料
の
調
査
成
果
も
児
島
日
記
の
解
読
に
大
い
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
る
。
今
回
は
ご
く
一
部
を
活
用
す
る
に
留
ま
っ
た
が
、
今
後
そ
の
デ
ー

タ
整
理
が
進
め
ば
、
決
定
的
な
〝
状
況
証
拠
〞
も
多
く
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
を
反
映
し
、
遠
く
な
い
将
来
、
あ
ら
た
め
て
信
頼
で
き
る
精
度
で
、
か
つ
、
ま
と
ま
っ

た
形
で
児
島
虎
次
郎
日
記
を
広
く
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

1　

 

児
島
虎
次
郎
・
満
谷
国
四
郎
、
大
原
孫
三
郎
宛
書
簡
、
一
九
一
二
年
五
月
三
十
日
付
、
大
原
芸
術
財
団
所
蔵

　
　

 

こ
の
書
簡
は
、
児
島
が
第
一
次
滞
欧
時
中
の
一
九
一
二
年
、
児
島
と
同
じ
く
大
原
孫
三
郎
の
支
援
に
よ
り
滞
欧
中
で
あ
っ
た

洋
画
家
満
谷
国
四
郎
と
連
名
で
送
っ
た
も
の
で
、
エ
ド
モ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
作
《
髪
》（
現
大
原
芸
術
財

団
所
蔵
）
の
購
入
を
依
頼
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
同
作
品
の
購
入
・
招
来
は
、
の
ち
の
一
九
二
〇
年
か
ら
始
ま
る
児
島

と
大
原
に
よ
る
本
格
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
収
集
の
端
緒
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
書
簡
中
で
児
島
は
「
こ
れ
は

個
人
と
し
て
の
お
願
に
て
は
候
は
ず　

日
本
の
芸
術
界
の
た
め
に
最
も
有
益
な
る
次
第
に
候
へ
ば　

突
然
な
が
ら
切
に
懇
願

申
上
候
次
第
」
と
記
し
て
い
る
。

2　

 

原
文
は
「
本
日
四
月
上
旬
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
本
年
四
月
上
旬
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
本
誌
六
四
頁
上
段
を
参
照
の
こ
と
。

3　

 

児
島
直
平
『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』
児
島
虎
次
郎
伝
記
編
纂
室
、
一
九
六
七
年
、
一
一
八
頁

　
　

 

一
九
一
九
年
十
二
月
五
日
発
信
の
三
橋
玉
見
宛
児
島
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
大
原
孫
三
郎
に
対
し
て
現
代
フ

ラ
ン
ス
絵
画
の
収
集
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

4　

前
掲
書

5　

松
岡
智
子
・
時
任
英
人
『
児
島
虎
次
郎
』
山
陽
新
聞
社
、
一
九
九
九
年

6　

松
岡
智
子
『
児
島
虎
次
郎
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年

児島虎次郎日記（1919年）
表紙



（61）61

5月6日、7日欄

扉

12月15日、16日欄
挿図：いずれも筆者撮影
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一
　
収
録
内
容
に
つ
い
て

　
　
・�

本
稿
は
、
児
島
虎
次
郎
日
記
の
う
ち
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
日
記

を
翻
刻
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
・�

児
島
が
使
用
し
た
日
記
帳
『
当
用
日
記
（
大
正
八
年
版
）』（
博
文
館
発

行
）
に
は
、
一
九
一
九
年
分
の
日
記
以
外
に
、
補
遺
欄
に
翌
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
一
月
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
日
記
、
金
銭
出
納
記
録

欄
に
一
九
一
九
年
一
月
か
ら
一
九
二
〇
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
の
出
納

記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
対
象
と
し
な
い
。

二
　
記
入
欄
に
つ
い
て

　
　
・�
日
記
帳
は
、
一
頁
に
一
日
分
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
各
頁
上
段
に
は
「
天

気
」「
寒
暖
」「
予
記
」
欄
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
下
の
縦
罫
に
日
記
本
文

を
記
入
す
る
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
記
入

欄
を
【
　
】
内
に
示
し
、
こ
れ
に
続
け
て
当
該
欄
に
記
入
さ
れ
た
本
文

を
掲
載
し
た
。
所
定
の
欄
以
外
に
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、「【
欄
外

右
側
】」
の
よ
う
に
、
記
入
さ
れ
て
い
る
場
所
を
示
し
た
。

　
　
・�

欄
を
ま
た
い
で
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、「【
予
記
欄
・
本
文
欄
】」
の

よ
う
に
、
記
入
さ
れ
て
い
る
欄
を
「
・
」
で
つ
な
い
で
示
し
た
。
ま
た
、

異
な
る
欄
に
文
が
続
く
場
合
は
、「【
本
文
欄
～
予
記
欄
】」
の
よ
う
に
、

「
～
」
を
用
い
て
記
入
順
を
示
し
た
。

三
　
書
式
等
に
つ
い
て

　
　
・�

一
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
日
記
は
、
日
記
帳
所
定
の
縦
書

き
で
、
十
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
記
は
、
日
記
帳

を
反
時
計
回
り
に
九
十
度
回
転
さ
せ
て
横
書
き
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
十
月
二
十
九
日
分
ま
で
を
縦
書
き
、

十
月
三
十
日
分
以
降
を
横
書
き
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
示
し
た
。
た
だ
し
、

ご
く
一
部
の
み
縦
書
き
／
横
書
き
が
変
わ
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

そ
の
旨
を
脚
注
に
示
し
た
。

　
　
・�

改
行
は
原
則
と
し
て
原
文
に
従
っ
た
。
本
誌
誌
面
の
都
合
上
、
原
文
に

な
い
改
行
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
を
「
↖
」
で
示
し
た
。

　
　
・�

原
文
に
お
い
て
、
内
容
を
区
切
る
意
図
や
空
白
を
残
す
意
図
を
も
っ
て

行
間
や
文
字
間
を
空
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
れ
を
反

映
し
た
。

　
　
・
原
文
の
字
下
げ
は
原
則
的
に
反
映
し
て
い
な
い
。

四
　
文
字
、
文
字
列
に
つ
い
て

　
　
・�

文
字
、
文
字
列
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
翻
刻
の
精
査
を
進
め
る
こ
と

を
前
提
に
、
そ
の
便
を
考
慮
し
て
次
の
よ
う
に
扱
っ
た
。

　
　
　
①�

旧
字
、
異
体
字
等
は
、
可
能
な
限
り
原
文
の
と
お
り
掲
載
し
、
新
字

体
へ
の
置
き
換
え
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
文
字
コ
ー

ド
の
制
約
等
に
よ
り
P
C
で
の
使
用
が
難
し
い
文
字
は
、
同
意
の
近

似
す
る
文
字
で
代
替
し
た
。

　
　
　
②
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
示
し
た
。

　
　
　
③�

児
島
本
人
に
よ
っ
て
、
取
り
消
し
や
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
文
字
は
、

「
赤
青
」
の
よ
う
に
二
重
取
り
消
し
線
で
示
し
た
。

　
　
　
④�

引
出
線
な
ど
を
用
い
て
追
加
さ
れ
た
文
字
は
、
指
示
さ
れ
た
箇
所
に

追
加
し
た
。

　
　
　
⑤�

児
島
以
外
の
筆
跡
に
よ
る
書
き
込
み
は
本
文
と
し
て
扱
わ
ず
、
注
に

そ
の
内
容
を
示
し
た
。

五
　
翻
刻
者
に
よ
る
補
足
情
報
に
つ
い
て

　
　
・
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
次
の
と
お
り
情
報
を
補
っ
た
。

　
　
　
①�

明
ら
か
な
誤
字
に
つ
い
て
は
、
適
宜
（
　
）
内
に
正
し
い
文
字
を
示

し
た
。

　
　
　
②�

明
ら
か
な
誤
字
で
あ
る
が
、
正
し
い
文
字
を
補
わ
な
い
場
合
は
、「
マ

マ
」
を
付
し
た
。

　
　
　
③�

本
文
で
示
さ
れ
た
名
称
等
が
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今

日
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
名
称
・
呼
称
な
ど
を
適
宜
〔
　
〕
内
に
示

し
た
。

　
　
　
④�

翻
刻
に
疑
い
の
残
る
文
字
に
つ
い
て
は
、「
？
」
を
付
し
た
。

　
　
・�

外
国
語
の
カ
ナ
表
記
の
誤
り
や
揺
れ
は
、
言
語
に
よ
る
発
音
の
違
い
、

時
代
に
よ
る
一
般
的
外
来
語
表
記
や
呼
称
の
違
い
、
ま
た
、
児
島
に
よ

る
外
国
語
の
文
法
・
つ
づ
り
・
発
音
の
誤
り
、
さ
ら
に
は
単
純
な
カ
ナ

【
凡
例
】
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の
誤
り
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
混
在
・
複
合
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
⑤�

欧
文
の
単
純
な
ス
ペ
ル
ミ
ス
や
文
法
の
誤
り
、
カ
ナ
の
誤
り
に
つ
い

て
は
、
正
し
い
文
字
・
つ
づ
り
等
を
適
宜
（
　
）
内
に
示
し
た
。

　
　
　
⑥�

カ
ナ
表
記
の
元
と
な
る
欧
文
や
、
そ
の
日
本
語
訳
、
今
日
の
一
般
的

呼
称
な
ど
の
補
足
情
報
を
適
宜
〔
　
〕
内
に
示
し
た
。

　
　
・��

児
島
に
特
有
の
用
字
・
用
語
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
情
報
を
補
っ

た
。

　
　
　
⑦�

原
文
で
は
、
仮
名
の
濁
点
は
殆
ど
の
場
合
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
原

文
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
濁
点
の
省
略
は
誤
字
と
し
て
扱

わ
ず
、
濁
点
の
省
略
に
よ
っ
て
理
解
が
損
な
わ
れ
る
と
判
断
し
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、「〔
エ
ジ
プ
ト
〕」
の
よ
う
に
、〔
　
〕
内
に
濁
点
を

補
っ
た
単
語
、
ま
た
は
一
般
的
名
称
・
呼
称
を
示
し
た
。

　
　
　
⑧�「
額
椽
（
額
縁
）」「
自
働
車
（
自
動
車
）」
な
ど
、
当
時
比
較
的
一
般

的
で
あ
っ
た
用
字
、「
カ
ン
パ
ス
（
カ
ン
ヴ
ァ
ス
）」
な
ど
、
児
島
が

日
常
的
に
用
い
て
い
た
用
語
は
誤
字
・
誤
記
と
し
て
扱
わ
な
い
。
た

だ
し
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
適
宜
〔
　
〕
内
に
一
般
的
用
字
・

呼
称
な
ど
を
示
し
た
。

　
　
　
⑨�

児
島
は
「
寝
」「
憩
」
を
常
に
独
自
の
文
字
（
誤
字
）
で
表
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
文
字
に
置
き
換
え
、
そ
の
傍
に
「
＊
」
を

付
し
た
。

　
　
　
⑩�

児
島
は
、
い
わ
ゆ
る
「
く
の
字
点
」（
二
字
以
上
の
文
字
列
の
繰
り
返

し
を
表
す
記
号
）
を
横
書
き
で
も
用
い
て
お
り
、
縦
書
き
の
場
合
と

同
様
に
縦
位
置
で
配
置
し
て
い
る
。
縦
書
き
の
く
の
字
点
は
「
〳
〵
」

で
表
し
た
が
、
横
書
き
に
つ
い
て
は
実
際
の
字
形
に
近
い
「
～
」
に

置
き
換
え
、
そ
の
傍
に
「
＊
」
を
付
し
た
。

　
　
・�

以
上
①
～
⑩
の
補
足
情
報
お
よ
び
記
号
は
、
縦
書
き
の
場
合
は
本
文
当

該
箇
所
の
右
横
に
、
横
書
き
の
場
合
は
上
に
配
置
し
た
。

　
　
・�（
　
）
お
よ
び
〔
　
〕
内
に
示
し
た
補
足
情
報
自
体
に
疑
い
が
残
る
場
合

は
、（
　
）
ま
た
は
〔
　
〕
内
に
補
足
情
報
に
続
け
て
「
？
」
を
付
し
た
。

　
　
・
そ
の
他
の
補
足
情
報
を
脚
注
に
示
し
た
。

　
　
・�

人
名
に
つ
い
て
は
、
初
出
の
み
極
簡
単
な
人
物
情
報
を
脚
注
に
示
し
た
。

初
出
以
外
に
つ
い
て
は
、
一
六
一
～
一
六
九
頁
の
人
名
索
引
を
参
照
さ

れ
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
前
後
の
日
記
や
関
係
資
料
な
ど
か
ら
現
時

点
で
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
人
物
の
特
定
・
推
定
を
試
み
た
も
の
で

あ
り
、
更
な
る
精
査
を
要
す
る
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
頂

き
た
い
。
脚
注
中
、
人
物
の
特
定
・
推
定
に
用
い
た
資
料
と
し
て
、「
児

島
の
住
所
録
」
が
た
び
た
び
出
て
く
る
。
児
島
が
使
用
し
た
住
所
録
と

し
て
は
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ア
ド
レ
ス
帳
が
五
冊
、
他
に
日
記
巻
末

の
住
所
録
（
い
ず
れ
も
児
島
家
資
料
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
現
時
点
で
人
名
等
の
デ
ー
タ
化
が
終
了
し
て
い
る

住
所
録
（
一
九
二
〇
年
前
後
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ア
ド
レ
ス
帳

一
冊
、
一
九
二
二
年
お
よ
び
一
九
二
三
年
の
日
記
巻
末
の
住
所
録
）
を

参
照
し
た
。

六
　
そ
の
他

　
　
・�

空
欄
と
な
っ
て
い
る
に
日
に
つ
い
て
は
、
日
付
・
曜
日
の
あ
と
に
「（
記

入
な
し
）」
と
記
し
た
。

　
　
・�

一
部
、
現
代
の
社
会
通
念
や
人
権
意
識
に
お
い
て
は
不
適
切
と
思
わ
れ

る
用
語
・
表
現
、
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
内
容
を
含
む
が
、

当
時
の
社
会
的
背
景
や
本
資
料
の
学
術
的
意
義
を
鑑
み
、
原
文
の
ま
ま

掲
載
し
た
。
本
稿
を
活
用
さ
れ
る
場
合
は
、
多
様
性
の
尊
重
、
個
人
の

権
利
へ
の
配
慮
を
も
っ
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
児
島
虎
次
郎
の
孫
で
あ
る
児
島
塊
太
郎
氏
に
格

別
な
る
ご
高
配
と
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
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児
島
虎
次
郎
日
記
　
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）

�

一
月
一
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

本
年

渡
欧
の
事

本
日（

年
）四

月
上
旬

東
京
と
大
阪

に
て
作
品
展

覧
會
を
開

く1右
昨
年
末

決
定
の
事

【
本
文
欄
】

元
旦
早
起

早
朝
よ
り
倉
敷
に
廻
礼
に
出
つ

午
後
二
時
帰
宅

三
橋
氏2

来
宅

昨
年
暮
よ
り
描
き
つ
ゝ
あ
る
林
氏3

母
堂

の
肖
像4

尚
未
成
な
る
た
め
午
後

林
夫
人5

の
来
室？

を
乞
ひ
批
評
を

受
く

�

一
月
二
日
　
木
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

殆
と

終
日
新
年
ハ
カ
キ
を
書
く

武
内
君6

来
訪

�

一
月
三
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

終
日
新
年
ハ
ガ
キ
を
書

吉
田
君7

来
訪

�

一
月
四
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

林
氏
母
堂
の
肖
像
、

西
湖
の
復（

複
）写

を
な
す
、

�
一
月
五
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

毎
年
の
新
年
旅
行
を
青
野8

の
健
康
を

按
し
当
年
は
余
の
宅
に
て
行
ふ
事

と
す
柳
井
君9

昨
夜
出
産
に
て
来
席
延

期
の
旨
電
報
し
来
る

青
野
、
小
林１０

、
吉
田
君
滞
在
、

�

一
月
六
日
　
月
曜

【
欄
外
右
側
〜
寒
暖
欄
〜
本
文
欄
】

昨
日
よ
り

1　

 「
児
島
虎
次
郎
習
作
展
覧
会
」
東
京
展
（
東
京
美

術
学
校
、
一
九
一
九
年
四
月
一
日
〜
三
日
）、
大

阪
展
（
大
阪
中
央
公
会
堂
、
一
九
一
九
年
四
月

十
四
日
〜
十
六
日
）
の
こ
と
。
児
島
に
と
っ
て

初
め
て
の
個
展
と
な
っ
た
。

2　

  

三
橋
玉
見
（
み
は
し
・
た
ま
み
、
一
八
八
二

－

一
九
三
九
）
で
あ
ろ
う
。
大
原
家
の
主
治
医
で
、

大
原
孫
三
郎
の
文
化
面
で
の
ブ
レ
ー
ン
で
も
あ

っ
た
。

3　

 

林
源
十
郎
〔
十
一
代
源
十
郎
、
甫
蔵
〕（
は
や

し
・
げ
ん
じ
ゅ
う
ろ
う
〔
ほ
ぞ
う
〕、
一
八
六
五

－

一
九
三
五
）。
薬
種
商
を
営
む
倉
敷
の
実
業

家
、
社
会
事
業
家
。
大
原
孫
三
郎
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。

4　

 

十
一
代
林
源
十
郎
の
母
清
（
せ
い
）
の
肖
像
画

《
林
源
十
郎
の
母
》（
大
原
芸
術
財
団
所
蔵
、
所

蔵
品
登
録N

o.04 -010

）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。
清
は
前
年
十
一
月
に
死
去
し
て
い
る
。

5　

 

十
一
代
林
源
十
郎
の
妻
浦（
う
ら
）。
社
会
運
動

家
山
川
均
の
姉
に
あ
た
る
。

6　

 

武
内
潔
真
（
た
け
う
ち
・
き
よ
み
、
一
八
八
八

－

一
九
八
一
）
で
あ
ろ
う
。
倉
敷
紡
績
で
電
気

技
師
な
ど
を
務
め
、
の
ち
に
大
原
美
術
館
初
代

館
長
と
な
っ
た
。

7　

 

吉
田
苞
（
よ
し
だ
・
し
げ
る
、
一
八
八
三

－

一

九
五
三
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
現
岡
山
市
出

身
。

8　

 

青
野
俊
一
郎
で
あ
ろ
う
。
児
島
と
同
郷
の
親
友

で
、
倉
敷
紡
績
に
勤
め
て
い
た
。

9　

 

柳
井
新
太
郎
で
あ
ろ
う
。
児
島
と
同
郷
の
友
人

で
、
郷
里
成
羽
で
呉
服
商
を
営
ん
で
い
た
。

10　

 

小
林
寿
美
太
（
こ
ば
や
し
・
す
み
た
）。
児
島
と

同
郷
の
友
人
で
大
阪
で
商
店
を
営
ん
で
い
た
。
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11　

 

岡
山
洋
画
研
究
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
楽
園

（
岡
山
市
）
で
例
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。

12　

 

奇
術
団
の
松
旭
斎
天
勝
一
座
、
ま
た
は
奇
術
を

指
す
か
。

13　

 

デ
ュ
ト
ゥ
神
父
（Jean B

aptiste Laurent 
D

uthu, 

一
八
六
五

－

一
九
三
二
）
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
と
し
て
来

日
し
、
岡
山
ほ
か
西
日
本
で
活
動
し
た
。
児
島

は
彼
の
も
と
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
る
。

14　

 

エ
ド
モ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン

（Edm
ond -François A

m
an -Jean. 

一
八
五

八

－

一
九
三
六
）。
フ
ラ
ン
ス
の
洋
画
家
。
児

島
と
親
交
が
深
く
、
児
島
に
制
作
上
の
助
言
を

与
え
た
ほ
か
、
児
島
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
絵
画
収

集
に
協
力
し
た
。

15　

 

ラ
モ
レ
ル（A

. Lam
orelle

）。
パ
リ
の
画
材
商
。

16　

 

ポ
ー
ル
＝
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ル
ト
ロ
メ
（Paul -

A
lbert Bartholom

é, 

一
八
四
八

－

一
九
二
八
）。

フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
彫
刻
家
。
児
島
が
出
品
し

て
い
た
国
民
美
術
協
会
（Société N

ationale 
des Beaux -A

rts

）の
会
長
を
つ
と
め
て
い
た
。

小
林　

柳
井
君
、
吉
田
君
滞
在

吉
田
君
帰
宅
さ
る

�

一
月
七
日
　
火
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

午
後
、

柳
井
君
と
岡
山
に
出
で
後
楽
園
の

研
究
會１１

新
年
茶
話
會
に
列
す

天
勝１2

を
観
て
夜
九
時
の
列
車
に
て
帰
る

柳
井
君
泊
す
、

小
林
君
帰
阪
、

�

一
月
八
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

柳
井
君
泊
す

�

一
月
九
日
　
木
曜
　（
記
入
な
し
）

�

一
月
十
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

午
後
岡
山
に
出
て
久
振
り
に
て
天
主

教
の
先
生１3

に
学
ふ

午
後
七
時
の
列
車
に
て
帰
宅
、

�

一
月
十
一
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

展
覧
會
出
品
作
品
を
一
通
り

準
備
の
た
め
検
へ
置
く
必
要
あ
り

尚
加
筆
す
べ
き
も
の
な
と
あ
れ
は

こ
れ
よ
り
少
時
多？

忙
な
る
日
を
送？

る
事

と
な
る
、

�

一
月
十
二
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

A
m

an -Jean

１4

Lam
orelle

１5 
Barthorom

é

１6

�
一
月
十
三
日
　
月
曜
　（
記
入
な
し
）

�

一
月
十
四
日
　
火
曜
　（
記
入
な
し
）

�

一
月
十
五
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

終
日
修
作
、

百
号
迄
の
作
品
の
手
入
を
終
り

た
り

西
湖
の
復（

複
）写

を
な
す

�

（B
a

r
th

o
lo

m
é

）
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一
月
十
六
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

終
日
旧
作
修
製

夜
大
原
氏１7

を
訪
問
黒
田
先
生１8

へ
面
會
さ
れ

た
る
様
子
を
聞
く

青
野
君
の
所
に
廻
り
夜
を
深
し

て
夜
半
帰
宅
、

林
氏
の
母
堂
の
肖
像
を
描
き
終

り
大
原
氏
の
宅
へ
届
く
、

�

一
月
十
七
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

終
日
作
品
の
修
作
、

夕
方
、
大
原
、
三
橋
、　　
　

氏
を

同
伴
来
訪
さ
る

�

一
月
十
八
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

　

発
信

斉
藤
、
矩
一１9

、

加
藤
、
柳
井
、

発
信

Claus

2０ 

D
elvin

2１

柳
井
、

斉
藤

【
本
文
欄
】

終
日
旧
作
の
修
製
に
費
す

午
前
中
温
暖
快
晴

�

一
月
十
九
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

仝
上

�

一
月
二
十
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

此
朝
は
非
常
の
寒
冷
生
し

一
日
中
氷
溶
け
す

終
日
旧
作
の
選
擇
修

製
、
カ
タ
ロ
ク
調
べ

�

一
月
二
十
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

此
日
の
寒
さ
ハ
昨
日
位
の

降
下
な
り

終
日
同
上

�

17　

 

大
原
孫
三
郎
（
お
お
は
ら
・
ま
ご
さ
ぶ
ろ
う
、

一
八
八
〇

－

一
九
四
三
）。
実
業
家
、
社
会
事

業
家
。
倉
敷
紡
績
社
長
ほ
か
。
児
島
の
制
作
活

動
を
支
援
し
、
の
ち
に
児
島
を
記
念
す
る
た
め

に
大
原
美
術
館
を
設
立
し
た
。

18　

 

黒
田
清
輝
（
く
ろ
だ
・
せ
い
き
、
一
八
六
六

－

一
九
二
四
）。
洋
画
家
。
児
島
の
東
京
美
術
学

校
時
代
の
恩
師
。

19　

 

児
島
矩
一
（
こ
じ
ま
・
く
い
ち
、
一
八
九
六

－

一
九
三
四
）。
児
島
虎
次
郎
の
甥
。
彫
刻
家
。

20　

 

エ
ミ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
（Em

ile Claus, 

一
八

四
九

－

一
九
二
四
）。
ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
。
児

島
は
第
一
次
滞
欧
時
、
ク
ラ
ウ
ス
に
制
作
の
助

言
を
受
け
て
い
た
。

21　

 

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ
ル
ヴ
ァ
ン
（Jean -

Joseph D
elvin, 

一
八
五
三

－

一
九
二
二
）。

ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
で
ゲ
ン
ト
（
ヘ
ン
ト
）
の
王

立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
校
長
を
務
め
た
。
児
島

の
恩
師
。
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22　

 

児
島
の
岳
父
石
井
十
次
（
い
し
い
・
じ
ゅ
う
じ
、

一
八
六
五

－

一
九
一
四
）
が
岡
山
市
で
設
立
し

た
児
童
養
護
施
設
。
石
井
没
後
は
大
原
孫
三
郎

が
経
営
を
引
き
継
い
だ
。

23　

 

石
井
記
念
愛
染
園
。
石
井
十
次
が
大
阪
で
開
始

し
た
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
を
、
石
井
の
没
後
大
原
孫

三
郎
が
継
承
し
財
団
化
し
た
も
の
。

24　

 

皿
井
立
三
郎
（
さ
ら
い
・
た
つ
さ
ぶ
ろ
う
、
一

八
七
〇

－

一
九
四
五
）
で
あ
ろ
う
。
岡
山
市
出

身
の
医
師
、
俳
人
。
号
は
旭
川
。
児
島
の
個
展

大
阪
会
場
の
主
催
者
の
ひ
と
り
。
児
島
虎
次
郎

の
孫
で
あ
る
児
島
塊
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
児
島

家
の
親
類
に
あ
た
る
と
の
こ
と
。

25　

 

山
内
愚
僊
（
や
ま
う
ち
・
ぐ
せ
ん
、
一
八
六
六

－

一
九
二
七
）。
洋
画
家
。 

26　

 

金
山
平
三
（
か
な
や
ま
・
へ
い
ぞ
う
、
一
八
八

三

－

一
九
六
四
）。
洋
画
家
。

27　

 

中
山
巍
（
な
か
や
ま
・
た
か
し
、
一
八
九
三

－

一
九
七
八
）
か
。 

洋
画
家
。
岡
山
市
出
身
。

28　

 『
黄
薇
之
友
』
は
東
京
で
発
行
さ
れ
た
岡
山
県
人

雑
誌
。
一
九
一
八
年
創
刊
、
黄
薇
社
発
行
。

29　

 《
小
放
牛
》（
大
原
芸
術
財
団
所
蔵
、
所
蔵
品
登

録N
o.4127

）、
ま
た
は
そ
の
関
連
作
品
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

一
月
二
十
二
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
の
列
車
に
て

大
阪
に
向
ふ
明
日
の
岡
山
孤
児
院22

の
評
議
員
會
の
愛
染
園23

に
開
催
列
席
の
た
め

午
後
四
時
大
阪
着

�

一
月
二
十
三
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
愛
染
園
に
趣
く

評
議
員
會
は
午
後
二
時

終
る

□
展
覧
会
の
事
に
つ
き
皿
井

氏24

を
訪
れ
、
小
林
君
の
所
に
立
寄

り
公
會
堂
を
一
覧
す
、

夜
山
内
愚
僊
氏25

を
訪
問
し

直
に
神
戸
迄
帰
り
一
泊

�

一
月
二
十
四
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
神
戸
に
て
金
山
君26

の
在
宅？

を
電
話
に
て
聞
く　

不
在
、

午
後
三
時
半
帰
宅

今
朝
よ
り
降
雪
、

帰
宅
の
頃
積
雪
一
寸
餘
に
て

雪
景
眺
美
し

�

一
月
二
十
五
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

昨
日
の
雪
消
残
り
尚
眺
清

け
れ
は
朝
来
写
生
の
考

へ
な
り？

し
に

中
山
君27

早
朝
よ
り
来
訪

昼
帰
途
に
つ
か
る

正
午
頃
に
は
早
や
雪
の
か
け

稀
と
な
る

�
一
月
二
十
六
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

雑
誌

黄（
黄
薇
之
友
）

微
の
友

28

　
　

来
る

【
本
文
欄
】

朝
よ
り
小
牧
牛29

の
描
写
に

費
す

夕
方
吉
田
君
来
訪

夜
倉
敷
に
大
原
氏
を
訪
る

�
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一
月
二
十
七
日
　
月
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
寒
暖
欄
】

や
ゝ
暖？

し

【
予
記
欄
】

来
信

上
田
、

石
井

【
本
文
欄
】

朝
小
牧
牛
の
描
写
を
な
す

桃
田
氏
来
訪
昼
迄

午
後
小
牧
牛
を
描
き
つ
ゝ
く

夕？

方
前
三
橋
氏
来
訪
暮
迄

�

一
月
二
十
八
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

発
信

柳
井

【
本
文
欄
】

小
牧
牛
描
写
、

�

一
月
二
十
九
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

仝
上

�

一
月
三
十
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

小
牧
牛
描
写
、

午
後
阿
藤
君3０

来
訪

夕
方
の
列
車
に
て
出
岡

石
井
紀
念
會3１

に
出
席

家
族
同
伴

�

一
月
三
十
一
日
　
金
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
一
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

こ
の
日
頃

東
京
に
出
品
す
べ
き
作
品
を

枠
よ
り
は
づ
し
準
備
を
な
す

点
数
、
百
餘
点

�

二
月
二
日
　
日
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
三
日
　
月
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
四
日
　
火
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
五
日
　
水
曜
　（
記
入
な
し
）

�

30　

 

阿
藤
秀
一
郎
（
あ
と
う
・
し
ゅ
う
い
ち
ろ
う
、

一
八
八
八

－

一
九
七
二
）
か
。
洋
画
家
。
現
岡

山
県
浅
口
市
出
身
。

31　

 

同
日
は
石
井
十
次
の
命
日
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

石
井
十
次
を
紀
年
す
る
会
が
、
岡
山
に
て
催
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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32　

 

東
京
美
術
学
校
の
こ
と
。

33　

 

額
縁
店
磯
谷
商
店
の
長
尾
建
吉
（
な
が
お
・
け

ん
き
ち
、
一
八
六
〇

－

一
九
三
八
）、
ま
た
は
そ

の
息
子
長
尾
一
平
（
な
が
お
・
い
っ
ぺ
い
、
一

八
八
六

－

一
九
七
八
）
の
こ
と
。

34　

 

児
島
と
同
郷
の
友
人
須
藤
祐
七
ま
た
は
須
藤
新

六
か
。
両
者
は
上
海
で
須
藤
洋
行
・
須
藤
通
関

所
を
営
ん
で
い
た
。
新
六
は
時
期
不
明
な
が
ら

児
島
の
住
所
録
で
兵
庫
県
武
庫
郡
西
郷
町
（
現

神
戸
市
灘
区
）
の
住
所
が
確
認
で
き
る
。

35　

 

大
阪
毎
日
新
聞
の
斎
藤
徳
太
郎
（
悳
太
郎
、
渓

舟
）
で
あ
ろ
う
。
三
月
二
十
一
日
欄
参
照
。

二
月
六
日
　
木
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
七
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

東
京
に
送
る
べ
き

カ〔
カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
の
荷
造
を
な
す

終
日
、
大
工
さ
ん
の
手
続
を

な
す
、

�

二
月
八
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

小
牧
牛
描
写

�

二
月
九
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

仝
上

�

二
月
十
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

東
京
へ
荷
物
発
送
、

学
校32

宛
三
箱
、

長
尾33

宛
一
箱
、

�

二
月
十
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
の
列
車
に
て
大
阪
に

向
ふ
、

駅
前
に
泊
す
、

午
夕
方
小
林
君
を
訪
問
、

夜
須
藤
君34

□
□
等
と
同
食

す
、

�

二
月
十
二
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
、
愛
染
園
に
趣
く

午
後
、
斉
藤35

、
林
君
を

訪
る
、

夜
六
時
よ
り
、
大
阪
ク
ラ
ブ

に
於
て
今
回
大
阪
に
て
展
覧

會
開
催
の
事
に
つ
き
、

岡
山
県
出
身
の
在
阪
紳
士

十
名
と
會
食
會
談
す

九
時
散
會

�

二
月
十
三
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

朝
八
時
半
の
列
車
に
て
小
林
君

と
大
阪
を
発
し
東
上
す

昼
て
あ
り
、
晴
て
あ
り
、
友
語

し
得
ら
る
し
な
と
に
て
、

終
日
早
春
の
旅
心
地
よ
し

午
後
八
時
過
木
挽
町
の
小
林
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君
の
宿
に
同
宿
す
、

�

二
月
十
四
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
、
木
挽
町
の
宿
を
出
て

金
沢36

を
訪
る　
　

の
事
問
合
せ
た
れ
と
も

美
術
学
校
に
荷
物
未
着

の
由
答
へ
ら
る

運
送
店
に
は
已
に
送
置
り
と
の

事
に
て
学
校
に
趣
く
に
荷
物

已
に
到？

着
致
し
居
り
た
り

�

二
月
十
五
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

午
前
、
麹
町
に
斉
藤
君37

を

訪
問
し

後
黒
田
先
生
に
面
會

目
下
学
校
□
郊
外
写
生
に
て

休
業
中
な
れ
は
来
る？

月
曜
日
、
学
校
に
て
作
品
の

撰
擇
を
乞
ふ
事
と
な
る

午
後
藤
島
先
生38

を
訪
問
す

午
後
金
沢
を
訪
問

午
後
太
平
洋
画
會
を
参
観
す

�

二
月
十
六
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

来
信

柿
原
得39

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

朝
金
沢
氏
来
訪

午
前
満
谷
氏4０

を
下
落
合
に
訪
問
す

午
後
三
時
川
合
玉
堂
氏4１

を

訪
れ
、
柿
原
君
よ
り
の
四
五
〇
〇
を

渡
す
、

�

二
月
十
七
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

柿
原

　
　
　

政42

【
本
文
欄
】

午
前
博
物
物
館
に
入
場
、

午
前
十
一
時
学
校
に
登
る
、

藤
島
先
生
、
岡
田43

、
黒
田
、
藤

島
中
村
先
生44

の
来
校
を

乞
ひ
、

持
参
し
た
る
百
余
点
の
作

品
よ
り
六
十
四
点
を

撰
擇
を
受
く
、

午
後
昼
食
を
□
諸
兄
師
と

36　

 

金
沢
巌
で
あ
ろ
う
。
児
島
と
同
郷
の
人
物
で
、

東
京
で
薬
局
を
経
営
し
て
い
た
。

37　

 

斎
藤
豊
作
（
さ
い
と
う
・
と
よ
さ
く
、
一
八
八

〇

－

一
九
五
一
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
児
島

の
東
京
美
術
学
校
時
代
の
友
人
。

38　

 

藤
島
武
二
（
ふ
じ
し
ま
・
た
け
じ
、
一
八
六
七

－

一
九
四
三
）。
洋
画
家
。
児
島
の
東
京
美
術

学
校
時
代
の
恩
師
。

39　

 

柿
原
得
一
。
倉
敷
紡
績
で
重
役
を
務
め
る
ほ
か
、

大
原
孫
三
郎
の
手
が
け
た
各
種
事
業
を
補
佐
し

た
人
物
。

40　

 

満
谷
国
四
郎
（
み
つ
た
に 

く
に
し
ろ
う
、
一
八

七
四

－

一
九
三
六
）。
洋
画
家
。
現
岡
山
県
総

社
市
出
身
。

41　

 

川
合
玉
堂
（
か
わ
い
・
ぎ
ょ
く
ど
う
、
一
八
七

三

－

一
九
五
七
）。
日
本
画
家
。

42　

 

柿
原
政
一
郎
（
か
き
は
ら
・
せ
い
い
ち
ろ
う
、

一
八
八
三

－

一
九
六
二
）。
倉
敷
紡
績
を
は
じ

め
中
国
民
報
社
な
ど
で
大
原
孫
三
郎
の
右
腕
を

務
め
た
。
の
ち
に
代
議
士
、
宮
崎
市
長
、
宮
崎

県
高
鍋
町
長
。

43　

 

岡
田
三
郎
助
（
お
か
だ
・
さ
ぶ
ろ
う
す
け
、
一

八
六
九

－

一
九
三
九
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

44　

 

中
村
勝
治
郎
（
な
か
む
ら
・
か
つ
じ
ろ
う
、
一

八
六
六

－

一
九
二
二
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
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45　

 

岩
村
悦
郎
か
。（
二
月
二
十
四
日
欄
参
照
） 

石

井
十
次
が
経
営
し
た
茶
臼
原
孤
児
院
教
育
部
で

教
師
を
務
め
た
岩
村
愛
子
の
夫
。（
菊
池
義
昭

「
大
正
期
の
岡
山
孤
児
院
の
運
営
体
制
と
大
原

理
事
時
代
（
１
）」『
共
栄
学
園
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一
八
、

一
二
七

－

一
二
八
頁
）

46　

 

磯
谷
商
店
（
額
縁
店
）。
前
掲
注
33
参
照
。

47　

 「
瓢
箪
山
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

48　

 

太
田
喜
二
郎
（
お
お
た
・
き
じ
ろ
う
、
一
八
八

三

－

一
九
五
一
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
児
島

と
共
に
ゲ
ン
ト
の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学

ん
だ
。

精
養
軒
に
共
に
す
、

夜
、
菊
坂
に
、
岩
村
氏45

を
訪
る

�

二
月
十
八
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
磯
谷46

を
伴
ひ
美
術
学
校
に

至
り
額
縁
の
注
文
を
な
す
、

□午
後
二
時
校
長
に
面
會
、

満
谷
氏
を
太
平
洋
画
會
に

訪
れ
同
伴
し
て
浅
草

に
夕
食
を
な
す
、

�

二
月
十
九
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
、
駒
込
病
院
に
岩
村
悦
郎

夫
人
を
見
舞
ふ
入
院
弐
週
間
、

チ〔
チ
フ
ス
〕

ブ
ス
の
熱
は
衰
へ
た
る
も
心
臓
不
良

に
て
危
険
な
り
と
の
事
二
三
十
分
話
す
、

昼
前
藤
島
先
生
を
訪
れ
他
外
同

食
す
、

午
後
四
時
の
急
行
に
て
退
京
、

帰
路
伊
勢
太
神
に
参
詣
の
筈
な
り

し
も
時
間
不
充
分
な
る
た
め

直
行
大
阪
下
車
の
事
と
な
す
、

�

二
月
二
十
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

午
前
六
時
大
阪
着

直
に
電
車
に
て
奈
良
に
趣
く

八
時
頃
着

市
中
を
ふ
ら
〳
〵
な
し
十
一
時
頃
三
山

亭
に
立
寄
る

午
後

山47

に
千
塚
あ
る
を
訪
ぬ

停
車
場
よ
り
里
余
、
こ
れ
神
武
皇
后

の
塚
な
ら
む
と
の
推
説
、

帰
路
、
正
行
の
墳
に
詣
ず
、

夕
方
帰
宿
一
泊
、

�

二
月
二
十
一
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
奈
良
発　

大
阪
に
小
林
君
の

所
に
三
十
分
ほ
と
話
し
十
一
時

過
の
列
車
に
て
帰
宅

咽
喉
を
痛
め
た
る
の
み
な
ら
す
少

し
感
冒
の
気
味
あ
り

�

二
月
二
十
二
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
太
田48

、

奥
原
、

来
太
田
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【
本
文
欄
】

十
時
頃
迄
朝
床
、

美
術
学
校
生
徒
の
来
訪
あ
り

吉
田
君
来
る

衣
を
重
ね
て
ス
ト
ー
ブ
の
傍
に
話
す

午
後
三
時
両
人
共
帰
宅
、

夜
少
し
気
分
よ
き
と
大
原
氏
明
朝

日
向
出
発
の
事
を
聞
き
倉
敷
に

出
づ
展
覧
会
準
備
の
様
子
を

傳
ふ

但
し
大
原
氏
の
日
向
行
は
延
期
さ
る

�

二
月
二
十
三
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

石
井
、
疋
田49

、

柿
原
河
原5０　

柿
原
、
関　

村
田

【
本
文
欄
】

後
楽
園
の
研
究
會5１

あ
る
も
、

咽
痛
を
心
配
し
て
欠
席
、

天
気
快
晴
、
暖
気
催
す

梅
花
枝
を
飾
り
て
清
香
を

放
つ
も
の
数
樹
、

夕
方
原
田
氏
朝
鮮
将（

招
）来

品
を

携
へ
来
り
示
さ
る

首
か
け
徳
利
弐
本
を
、
土
産
に
頂
く

�

二
月
二
十
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

午
前
倉
敷
に
出
て
柿
原
得
君
に

玉
堂
、
関
雪52

よ
り
の
受
領
証
を

渡
す

午
後
出
岡
、
柿
原
政
君
に
面
會
、

原
田
善
吉
氏
を
訪
問
不
在

四
時
の
列
車
に
て
帰
宅
、

夜
電
報
来
、

岩
村
愛
子
（
悦
郎
夫
人
）53

長
逝
さ
る

�
二
月
二
十
五
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
奥
原
、

出
、
柳
井
、
太
田
、

　
　

岩
村
、

　
　

長
尾

�

二
月
二
十
六
日
　
水
曜
　（
記
入
な
し
）

��

49　

 

疋
田
直
太
郎
、
ま
た
は
疋
田
家
。
直
太
郎
は
児

島
の
従
兄
で
医
師
。
岡
山
県
高
梁
市
で
眼
科
医

院
を
営
ん
だ
の
ち
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
助
教

授
。
そ
の
後
、
福
岡
市
で
開
業
。

50　

 

河
原
賀
市
で
あ
ろ
う
。
倉
敷
紡
績
で
重
役
を
務

め
た
人
物
。
児
島
の
個
展
大
阪
会
場
の
主
催
者

の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

51　

 

岡
山
洋
画
研
究
会
。
前
掲
注
11
参
照
。

52　

 

橋
本
関
雪
（
は
し
も
と
・
か
ん
せ
つ
、
一
八
八

三

－

一
九
四
五
）。
日
本
画
家
。

53　

 

前
掲
注
45
参
照
。
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54　

 

デ
ュ
ト
ゥ
神
父
の
こ
と
か
。
前
掲
注
13
参
照
。

55　

 「
酒
津
（
児
島
の
住
所
）
に
来
る
」
の
意
で
あ
ろ

う
。

56　

 

松
尾
哲
太
郎
か
。
満
谷
国
四
郎
の
友
人
で
、
第

六
高
等
学
校
教
授
を
務
め
た
。

二
月
二
十
七
日
　
木
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
二
十
八
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

出
岡
、
佛
先
生54

を
訪
問
す

原
田
善
吉
氏
を
訪
問
す
、

午
後
二
時
帰
宅

�

三
月
一
日
　
土
曜
　（
記
入
な
し
）

�

三
月
二
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

吉
田
君
の
来
宅
を
乞
ひ

東
京
よ
り
持
帰
り
し
、

カ〔
カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
を
各
枠
に
張
直

す
手
傳
を
乞
ふ

終
日
、

羽
織
の
手
裏
を
描
く

�

三
月
三
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

出
岡
、

吉
田
君
と
午
後
同
道
し
て

出
岡
、
夕
方
帰
宅

�

三
月
四
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

吉
田
君
夫
妻
、
三
木
令
嬢

と
他
に

（
の
？
）一

名
の
令
嬢
を
伴
ひ

来
酒55

、

小
放
牛
の
手
指
を
描
き
改
む
る

た
め
モ〔

モ
デ
ル
〕

テ
ル
に
乞
ひ
た
る
た
め
な
り

夕
方
迄
写
生
、

夜
、
願
書
、
及
羽
織
の
裏
地
を

描
く

�

三
月
五
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
、
旅
券
願
書
を
か
く

描
き
た
る
羽
織
を
大
原
に
持

参
、
其
席
調
印
を
乞
ふ
、

午
後
青
野
君
訪
問
、
痔
に
て

臥
床
、

□
夕
方
、
満
谷
、
松
尾
氏56

来

倉
、

�

三
月
六
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

満
谷
氏
朝
岡
山
よ
り
来
ら
れ
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午
後
玉
島
に
去
ら
る

夕
方
、
伊
藤
仙
君57

夫
婦
連
れ
に

て
来
訪
、
三
橋
氏
来
車

午
前
岡
山
に
趣
き
縣
廳
に
旅
券
下

附
願
書
を
持
参
す

�

三
月
七
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

午
後
吉
田
君
来
訪
、

夕
方
倉
敷
に
出
て
大
原
に
屏
風
を

出
し
て
東
京
出
品
□
に
就
き
如

何
せ
ん
か
と
考
ふ

�

三
月
八
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

終
日
画
室
に
在
り

満
谷
氏
滞
在

小
放
牛
を
習
描
す
、

�

三
月
九
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

林
杉
造58

、

【
本
文
欄
】

終
日
画
室
に
あ
り

琴
か
け
未
た
筆
を
と
ら
す

満
谷
氏
滞
在

�

三
月
十
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

満
谷
氏
滞
在

�

三
月
十
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

満
谷
氏
滞
在

�

三
月
十
二
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

満
谷
氏
滞
在
中
な
り
し
た
め

仕
事
、
及
準
備
不
可
能
、

午
後
大
原
宅
に
て
屏
風
の
手
入

を
な
す
、

午
後
雨
降
る

�

三
月
十
三
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

前
日
に
て
描
き
終
れ
す

今
朝
よ
り
午
後
す
き
迄
て

手
入
を
つ
ゝ
く
、

57　

 

伊
藤
仙
三
郎
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ

り
、
住
所
は
神
戸
市
夢
野
町
、
野
崎
通
お
よ
び

上
筒
井
通
と
な
っ
て
い
る
。

58　

 

林
杉
造
。
大
阪
に
て
印
刷
会
社
林
欧
文
堂
を
営

ん
で
い
た
。
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59　

 

三
月
十
九
日
欄
に
、
印
刷
さ
れ
た
日
付
を
訂
正

し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

夕
方
衝
立
に
西
湖
を
描
く

夜
半
終
る
、

�

三
月
十
四
日
　
金
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

東
上

□
早
朝
、
□
柿
原
氏
の
絹
に

日
の
出
を
描
き
青
野
君
の

ガ
ク
に
京
城
を
描
く
、

午
前
十
一
時
の
列
車
に
て
東
上

夕
方
大
阪
に
下
車
、

小
林
君
を
訪
問
し

林
君
と
、
斉
藤
氏
の
宅
を
訪
る

停
車
場
前
に
一
泊

�

三
月
十
五
日
　
土
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
右
側
】

早
朝
神
戸
に
趣
き
、

郵
便
會
社
、
静
岡
丸
の
乗
船

切
符
の
假
契
約
を
終
る

正
午
前
帰
阪
、

河
原
氏
を
訪
問
、

小
林
君
と
共
に
皿
井
、
三
越
、

銀
行
に
廻
る

午
後
三
時
過
の
列
車
に
て

京
都
に
趣
き
、
夕
方
太
田
君
を

訪
問
同
夜
十
時
限
の
急
行
に

乗
し
東
上
、

�

三
月
十
六
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

午
前
正
午
東
京
着
、

直
に
村
田
氏
を
に
来
宅
を
乞
ひ

同
道
田
井（

中
）印

刷
所
を
訪
問

カ
タ
ロ
ク
印
刷
の
件
に
つ
き
見
積

を
乞
ふ
、

夕
方
散
髪
、

�

三
月
十
七
日
　
月
曜59

【
本
文
欄
】

午
前
藤
島
先
生
を
訪
れ

午
後
三
越
に
大
原
氏
よ
り
依
頼
の

買
物
を
な
す
、

夕
方
山
本
君
を
訪
問
不
在

藤
島
先
生
、
岡
田
先
生
に
□
肖
像

画
の
依
頼
を
な
す
、

結
城
氏
へ
屏
風
の
事
を
話
す

四
月
一
ぱ
い
か
か
る
筈

吉
田
君
来
京
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�
三
月
十
八
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
磯
谷
に
趣
く
椽〔

縁
〕未

た
、
出
来
さ
る
も

午
後
五
時
迄
に
出
来
る
筈
、

正
午
、
吉
田
君
矩
一
来
訪

午
後
学
校
に
趣
き
正
木
校
長6０

に

案
内
状
兼
招
待
状
の
起

（
寄
？
）稿

を
求
む

�

三
月
十
九
日
　
水
曜6１

　

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
学
校
に
趣
き

田
中62

の
主
人
と
写
真
屋
同
道
来
校

作
品
写
真
□
□
弐
十
枚
を
撮
影
す
、

午
後
、

畜
産
博63

を
見
物

夜
に
入
り
非
常
な
る
強
風
起
る
、

吉
田
君
、
同
宿
、

家
内
よ
り
来
信

旅
行
□
状
下
附
に
つ
き
一
應
倉
敷
警
察
に

登
署
せ
ね
は
な
ら
ぬ
と
申
来
る
、

�

三
月
二
十
日
　
木
曜

【
予
記
欄
〜
欄
外
左
側
】

発
信

青
の

発
電

青
の
、

来
電

青
の

斉
藤

洗
濯
へ

シ
ャ
ツ
一
、
カ
ラ
二

　

ハ
ン
カ
チ　

六

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
金
沢
氏
来
訪
、

午
前
中
田
中
印
刷
所
に
趣
き
写
真

の
撮
影
を
一
覧
す
、

正
午
村
田
君
来
訪
、

午
後
光
風
會
に
同
伴

山
本64

、
跡
見65

、
平
井
君
に
面
會
、

□
夕
方
、
再
ひ
田
中
印
刷
所
に

趣
く
、

昨
夜
国
元
よ
り
、
来
信
「
倉
敷
警
察
署

よ
り
旅
券
の
事
に
つ
き
出
頭
せ
よ
と
の
事
」

青
野
君
に
打
電
し
て
帰
国
せ
す
に
済
む
工
夫

を
相
談
す
、

�

60　

 

正
木
直
彦
（
ま
さ
き
・
な
お
ひ
こ
、
一
八
六
二

－

一
九
四
〇
）。
官
僚
、
東
京
美
術
学
校
校
長
。

61　

 

三
月
十
七
日
欄
に
、
印
刷
さ
れ
た
日
付
を
訂
正

し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

62　

 

田
中
印
刷
所
。
三
月
二
十
日
欄
参
照
。

63　

 

第
一
回
畜
産
工
芸
博
覧
会（
中
央
畜
産
会
主
催
）。

こ
の
頃
上
野
公
園
内
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。

64　

 

山
本
森
之
助
（
や
ま
も
と
・
も
り
の
す
け
、
一

八
七
七

－

一
九
二
八
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

65　

 

跡
見
泰
（
あ
と
み
・
ゆ
た
か
、
一
八
八
四

－

一

九
五
三
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
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66　

 

斎
藤
徳
太
郎
（
悳
太
郎
、
渓
舟
）。
前
掲
注
35
参

照
。

67　

 

富
永
勝
重
（
と
み
な
が
・
か
つ
し
げ
、
一
八
八

四

－

一
九
五
八
）
か
。
洋
画
家
。

68　

 

時
事
新
報
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

69　

 

原
澄
治
（
は
ら
・
す
み
じ
、
一
八
七
八

－

一
九

六
八
）
か
。
大
原
孫
三
郎
の
右
腕
と
し
て
倉
敷

紡
績
な
ど
で
活
躍
。
の
ち
、
倉
敷
町
長
。
社
会

事
業
も
多
く
手
が
け
た
。

70　

 

三
宅
克
己
（
み
や
け
・
こ
っ
き
、
一
八
七
四

－

一
九
五
四
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

71　

 

辻
永
（
つ
じ
・
ひ
さ
し
、
一
八
八
四

－

一
九
七

四
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

72　

 

岡
野
栄
（
お
か
の
・
さ
か
え
、
一
八
八
〇

－

一

九
四
二
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
、
版
画
家
。

73　

 

田
辺
至
（
た
な
べ
・
い
た
る
、
一
八
八
六

－

一

九
六
八
）。
洋
画
家
。

74　

 

中
国
民
報
は
岡
山
の
地
方
新
聞
で
、
現
在
の
山

陽
新
聞
の
前
身
紙
の
ひ
と
つ
。
一
九
一
三
年
よ

り
大
原
孫
三
郎
が
経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。

75　

 

小
林
萬
吾
（
こ
ば
や
し
・
ま
ん
ご
、
一
八
七
〇

－

一
九
四
七
）。
洋
画
家
。

三
月
二
十
一
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

来
信

　

青
の

　

小
林

【
本
文
欄
】

午
前
田
中
へ
趣
く

午
後
、
斉
藤
渓
舟66

、
富
永67

、
磯
谷
、

時（
時
事
）々68の

写
真
員
来
訪

午
後
會
場
に
趣
き
面
積
を
見
る

大
阪
の
會
場
中
央
公
會
堂
借
入

不
可
能
と
な
り

府
立
商
品
陳
列
場
の
弐
階
を
借

入
れ
る
事
と
な
る

�

三
月
二
十
二
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信

原69

、
青
の

発
信

青
の

小
林
、

自
宅

【
本
文
欄
】

午
前
□
汐
留
、
高
瀬
組
運
送
店
に

趣
き
出
荷
の
事
を
依
頼
す

貨
車
借
切
、
倍
賃
、
護
送
者
附

に
て
八
日
五
日
夜
東
京
発
送

八
日
午
後
二
時
迄
に
ハ
大
阪
着
の
予
定

右
約
束
を
終
る

正
午
、
斉
藤
氏
来
訪
村
田
氏
来
訪

午
後
、
光
風
會
に
て
三
宅7０

、
辻
氏7１

に
面

會
、
□
博
物
館
に
趣
く

夜
美
術
旬
報
の
松
原
氏
来
訪

�

三
月
二
十
三
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
美
術
学
校
、
昼
黒
田
先
生
訪
問

不
在
、
午
後
村
田
氏
宅
に
至
り
招
待

状
発
送
の
事
に
つ
き
相
談
を
な
す

午
夕
方
光
風
會
に
趣
き
、
岡
野72

田
辺
至
氏73

に
中
国
民
報
社74

洋
画
展

覧
會
の
出
品
を
乞
ふ
、

�

三
月
二
十
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
美
術
学
校
卒
業
式
に
参
列

諸
先
生
に
會
遇
、

藤
島
先
生
よ
り
先
日
依
頼
せ
し

肖
像
ハ
揮
毫
不
可
能
な
る
由

申
出
ら
れ
小
林
萬
吾
氏75

に
依
頼
の

事
と
決
す
、
交
渉
済　

□
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午
後
、
日
日76

の
記
者
来
る
、
写
真
班

村
田
氏
来
訪

今
朝
写
真
版
の
校
正
来
る
、

吉
田
君
牛
込
行

宿
分
ず

�

三
月
二
十
五
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

発
、

来
電

小
林

【
本
文
欄
】

午
前
下
谷
警
察
に
趣
き
指
紋
を

な
す
、

黒
田
先
生
訪
問
不
在

今
関
氏77

訪
問
不
在

午
後
村
田
氏
宅
に
至
り
午
後

七
時
頃
迄
招
待
状
案
内
の

準
備
を
な
す

�

三
月
二
十
六
日
　
水
曜

【
予
記
欄
〜
欄
外
左
側
】

来
信

大
原
夫
人78

妻79

、

発大
原
夫
人

妻青
の

小
林

発
電
小
林

【
本
文
欄
】

朝
よ
り
村
田
氏
宅？

に
て
招
待

状
発
送
の
準
備
を
な
す

午
後
五
時
帰
宿

夜
、
黄（

黄
薇
之
友
）

微
の
友
の
田
中
氏

来
訪

�

三
月
二
十
七
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
日
□
寒
気
加
り
帰
り
て
風
邪
の

氣
味
あ
り
て
氣
の
面
白
か
ら
す
、

午
前
砂
田
君8０

来
訪
、

午
後
、
坂
田8１

、
□
□
、

富
永
金
山
、
氏
来
訪
、

午
後
五
時
よ
り
山
本
氏
に
招
か
れ
て

有
楽
座
に
出
か
く

十
時
半
帰
宿
、

�

76　

 

東
京
日
日
新
聞
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

77　

 

今
関
天
彭
（
い
ま
ぜ
き
・
て
ん
ぽ
う
、
一
八
八

二

－

一
九
七
〇
）か
。
漢
詩
人
、
中
国
研
究
家
。

児
島
の
住
所
録
に
本
名
（
今
関
壽
磨
）
が
見
え

る
。

78　

 

大
原
壽
惠
子
（
お
お
は
ら
・
す
え
こ
、
一
八
八

三

－

一
九
三
〇
）。
大
原
孫
三
郎
の
妻
、
歌
人
。

79　

 

児
島
友
（
こ
じ
ま
・
と
も
、
一
八
九
〇

－

一
九

七
一
）。
岡
山
孤
児
院
の
創
立
者
石
井
十
次
の

娘
。
一
九
一
三
年
、
大
原
孫
三
郎
の
仲
立
ち
に

よ
り
児
島
虎
次
郎
と
結
婚
。

80　

 

砂
田
正
二
か
。
洋
画
家
。
児
島
の
住
所
録
に
名

前
が
あ
り
、
住
所
は
岡
山
市
桶
屋
町
と
な
っ
て

い
る
。

81　

 

坂
田
一
男
（
さ
か
た
・
か
ず
お
、
一
八
八
九

－

一
九
五
六
）
か
。
洋
画
家
、
岡
山
市
出
身
。
児

島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、
住
所
は
東
京
麹

町
と
な
っ
て
い
る
。
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82　

 

佃
武
昭
（
つ
く
だ
・
た
け
あ
き
、
一
八
九
一

－

一
九
六
八
）、
洋
画
家
。
佃
政
道
（
つ
く
だ
・
ま

さ
み
ち
、
一
九
〇
一

－

一
九
九
二
）、
洋
画
家
、

版
画
家
。
岡
山
市
出
身
。

83　

 

柚
木
久
太
（
ゆ
の
き
・
ひ
さ
た
、
一
八
八
五

－

一
九
七
〇
）で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
、　

現
倉
敷
市

出
身
。

84　

 

有
島
生
馬
（
あ
り
し
ま
・
い
く
ま
、
一
八
八
二

－

一
九
七
四
）。
洋
画
家
。

85　

 

山
下
新
太
郎
（
や
ま
し
た
・
し
ん
た
ろ
う
、
一

八
八
一

－

一
九
六
六
）。
洋
画
家
。
児
島
と
は
、

東
京
美
術
学
校
の
同
期
卒
業
。

86　

 

藤
島
武
二
が
二
科
会
発
足
（
一
九
一
四
年
）
に

参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
を
め
ぐ
り
、
有
島
生
馬
・

山
下
新
太
郎
ら
二
科
会
創
立
会
員
で
あ
る
教
え

子
た
ち
と
の
間
に
生
じ
た
不
和
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
月
二
十
八
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
藤
島
先
生
の
宅
を
訪
問
、

午
後
同
伴
学
校
に
趣
く
、

諸
教
授
試
験
成
□
の
審
査
に

登
校
、

夕
方
屏
風
荷
を
と
く
、

夜
佃
兄
弟82

来
訪
、
村
田
氏
来
訪

山
谷
氏
来
訪

�

三
月
二
十
九
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
電

斉
藤
、

発
信

自
宅
、

来
信

小
林
、

青
の
、

自
宅
、

来
電
斉
藤

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
学
校
に
趣
き
作
品
の

枠
張
を
な
す
、

午
後
四
時
頃
終
る

高
島
屋
に
洋
画
家
の
邦
画
展

覧
會
を
見
る

夜
、
柚
木83

、
藤
島
先
生
来
訪

学
校
に
て
佃
、
砂
田
、
矩
一
吉
田
君

な
と
手
傳
さ
れ
た
る
た
め
案
外

早
く
か
た
つ
く

�

三
月
三
十
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
藤
島
先
生
来
訪
「
有
島84

山
下

君85

な
と
と
交
情
堪（

絶
）た

る
を
復
活
さ
せ

た
し
と
の
事
」
物
語
ら
る86

朝
九
時
学
校
に
額
の
陳
列
準
備
を
磯
谷

に
約
し
た
る
も
先
生
の
た
め
早
朝

自
働
車
に
て
山
下
君
を
訪
問
会
談
一

時
間
要
領
を
不
得
帰
途
有
島
君

を
訪
問
不
在
、

十
一
時
学
校
□
に
到
る
、
夕
方
迄
陳
列

準
備
、

�

三
月
三
十
一
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

午
前
八
時
半
学
校
に
到
り
昨
日
の

陳
列
を
整
ふ

十
時
頃
よ
り
□
招
待
し
た
る
記
者
達

ほ
つ
〳
〵
来
観
□
さ
る
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夕
方
迄
、
数
多
来
観

夕
方

�

四
月
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
八
時
登
校

早
朝
よ
り
来
観
の
人
多
し

終
日
會
場
に
て
招
待
の
労
を
と
る

此
日
會
場
者
約
四
百
位
、

観
者
は？

非
常
な
る
熱
心
の
度
を
以
て

観
覧
さ
る
、

総
て
専
門
家
、
學
生
な
と
多
し

来
援
の
人
々
、

金
沢
、
村
田
、
新
支
局87

の
人
三
人
、
矩
一
、
藤88

、

佃
、
中
山
、
坂
田
、
小
野
片
岡
の
諸
氏

�

四
月
二
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

今
朝
も
早
く
よ
り
登
校

終
日
展
覧
會
場
に
こ
も
る
、

入
場
會

（
者
？
）約

、
七
百
位

�

四
月
三
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

早
朝
よ
り
登
校

終
日
在
場
、

説
明
を
要
し
望
ま
る
し

（
も
？
）人

な
か
〳
〵

尠
か
ら
す
、

午
夕
方
五
時
閉
會
直
に
磯
谷

は
荷
造
に
従
事
其
夜
総
て
を

芝
の
磯
谷
の
所
に
持
運
ふ

夕
夜
食
を
手
傳
れ
た
る
学
校
諸
氏
な
と？

？ゝ

會
食
す
、

�

四
月
四
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
電

筒
井
氏
に

旅
券
の
事

を
依
頼
す

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
國
民
美
術89

に
趣
く

午
後
、
学
校
に
趣
き
屋（

矢
代
？
）代氏9０

に

面
會
小
使
へ
の
心
付
な
と
相
談
す
、

夕
方
村
田
氏
来
訪
カ
タ
ロ
グ
の

計
算
を
持
参
せ
ら
る

87　

 

中
国
民
報
社
の
支
局
の
意
か
。

88　

 

藤
彦
衛
（
ふ
じ
・
ひ
こ
え
、
一
八
九
七

－

一
九

六
八
）
か
。
洋
画
家
、
岡
山
県
出
身
。
児
島
の

住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、
住
所
は
東
京
府
下
和

田
堀
町
と
な
っ
て
い
る
。

89　

 

国
民
美
術
協
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

90　

 

矢
代
幸
雄
（
や
し
ろ
・
ゆ
き
お
、
一
八
九
〇

－

一
九
七
五
）
か
。
美
術
史
家
。
横
に
鉛
筆
に
て

「
矢
代
幸
雄
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
児

島
の
筆
跡
で
は
な
い
。
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91　

 

借
用
料
の
意
。

92　

 

中
国
民
報
社
の
支
局
の
意
か
。

七
時
よ
り
、
赤
坂
三
河
屋
に
参
会

此
夜
、
藤
島
先
生
、
斉
藤
、
山
下
、
有
島

富
永
の
諸
氏
余
の
た
め
別
宴
を
□
ら
る
、

「
今
朝
、
村
田
氏
に
依
頼
し
て
外
務
省
に

青
木
君
を
訪
問
し
旅
券
の
事
を

尋
ね
て
貰
ふ

事
に
し
た

�

四
月
五
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
電
、

筒
井
、

【
本
文
欄
】

午
前
学
校
に
至
り

小
使
、
門
衛
な
と
に
心
付
を
な
す
、

幕
な
と
損
料9１

支
拂
、

磯
谷
に
趣
き
額〔

額
縁
〕椽

代
支
拂

豫
想
よ
り
は
非
常
に
安
價
に
て？

済
み
た
り
、

帰
途
村
田
氏
の
局
へ
尋
ね
、

此
所
へ
も
少
し
の
心
付
を
な
す
、

�

四
月
六
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
正
本（

木
）校

長
を
牛
込
にマ

マ

の
宅
に
訪
問

半
時
後
退
出
、

麹
町
に
黒
田
先
生
を
訪
問
、
一
時
間

會
談
、

帰
途
、
中
国
支
局92

に
村
田
氏
を
訪

ね
旅
券
未
着
の
事
を
謀
る

今
夕
迄
に
着
な
ら
む
と
語
ら
る

岡
崎
君
、
夜
来
訪

女
子
大
学
□
の
先
生
来
ら
る
、

�

四
月
七
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信

青
の

発
電

筒
井

仝来
□
電

筒
井

【
本
文
】

午
前
金
沢
氏
来
訪

正
午
過
中
西
屋
へ
錦
絵
の
複

製
を
買
求
め
に
趣
く
欧
州
へ
の
土
産

と
せ
ん
た
め
な
り

二
時
過
富
永
君
来
訪

藤
島
先
生
を
訪
問
不
在

夕
方
待
詫
た
る
旅
行
券
到
着
、

明
日
は
退
京
横
濱
に
趣
く
予
定
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�
四
月
八
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
八
時
都
田
屋
を
辞
し
九
時
頃
発

横
濱
下
車
、

英
国
領
事
館
に
至
る
写
真
二
葉
必
要

な
る
由
早？

速？

大
庭
氏93

に
依
頼
し
て
復
写

を
附
近
の
写
真
師
に
乞
ひ
昼
前

領
事
館
に
出
頭
手
続
を
な
す
、

午
後
大
庭
夫
人
に
誘
れ
て
大（

本
牧
？
）牧原

氏
の
三
溪
園
を
観
る

午
後
五？

時
頃
の
急
行
に
て
大
阪
に
向
ふ

旅
券
証
明
本
日
出
来
上
ら
す

後
便
に
托
し
送
付
方
を
大
庭
氏
に
乞
ふ

�

四
月
九
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

磯
谷
□

へ
□
電

【
本
文
欄
】

午
前
六
時
半
梅
田
着

直
に
小
林
氏
を
訪
問
展
覧
会
準

備
に
つ
き
聞
合
せ
直
に
斉
藤
氏
の

宅
を
訪
れ
同
道
し
て
大
中
央
公
會

堂
に
至
る

倉
紡94

出
張
店
、
欧
文
堂95

に
至
り

夕
方
迄
小
林
君
宅
に
て
案
内
状

発
信
の
準
備
を
な
す
、

淀
屋
橋
小
路
の
越
智
旅
館
へ
泊
す

夜
松
原
氏96

来
訪

�

四
月
十
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

磯
谷
よ
り

来
電

【
本
文
欄
】

朝
是
則
倉
庫
に
至
り
荷
物
を

点
検
す
、

明
日
市
下
新
聞
記
者
を
招
き
て
一
應
展

覧
す
る
□
事
と
な
り
場
所
を
中
央

電
気
倶
楽
部
に
約
束
す
、

午
後
三
越
に
趣
き
幕
の
事
を

橋
本
氏
に
□
す

午
後
方
々
に
観
覧
券
の
配
布
に
市

中
を
廻
る
、

�

四
月
十
一
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
時
是
則
倉
庫
に
趣
き

後
中
央
電
気
倶
楽
部

に
箱
荷
を
運
ひ
階
上
に
陳
列

す
、

午
後
一
時
よ
り
招
待
し
た
る

93　

 

大
庭
猛
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、

住
所
は
横
浜
市
森
町
と
な
っ
て
い
る
。
大
庭
は

岡
山
孤
児
院
出
身
で
、
大
原
孫
三
郎
の
援
助
に

よ
り
横
浜
で
繊
維
品
貿
易
会
社
を
営
ん
だ
。
ま

た
、
一
時
期
岡
山
孤
児
院
院
長
を
務
め
た
。

94　

 

倉
敷
紡
績
。
大
原
孫
三
郎
が
経
営
す
る
紡
績
会

社
。

95　

 

林
欧
文
堂
。
大
阪
の
印
刷
会
社
。
前
掲
注
58
参

照
。

96　

 

松
原
三
五
郎
（
ま
つ
ば
ら
・
さ
ん
ご
ろ
う
、
一

八
六
四

－

一
九
四
六
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
、

岡
山
市
出
身
。
松
原
は
児
島
の
個
展
大
阪
会
場

の
主
催
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
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97　

 

偏
は
「
客
」、
旁
は
「
彖
」
か
ら
成
る
漢
字
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。「
額
」
ま
た
は
「
額
椽
（
額

縁
）」
の
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
。

98　

 

松
原
三
五
郎
の
画
塾
（
天
彩
画
塾
）
の
塾
生
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
掲
注
96
参
照
。

99　

 「
林
源
十
郎
商
店
の
店
員
」の
意
か
。
前
掲
注
3

参
照
。

100　

 

成
羽
（
な
り
わ
）
は
児
島
の
故
郷
。
現
岡
山
県

高
梁
市
成
羽
町
。

新
聞
記
者
数
名
来
場
、

午
後
四
時
□

（
額
？
）97を

箱
に
納
む

め
て
再
ひ
是
則
倉
庫
に
預
く

夜
発
信
の
残
務
を
な
す
、

�

四
月
十
二
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

早
朝
来
阪
を
乞
ひ
た
る
長
尾
氏

来
着
、

公
會
堂
に
至
り
會
場
設
備

の
準
備
に
つ
き
長
尾
氏
の
策
を

求
む
、

案
内
状
発
信
な
と
の
準
備
に

尚
忙
し
、

柳
井
君
来

�

四
月
十
三
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

柳
井
君
来
阪
（
手
傳
の
た
め
）

愈
々
明
日
よ
り
開
会
の
事
、

長
尾
氏
の
方
の
準
備
な
り
た
れ
ハ

明（
明
日
？
）の開

会
は
正
午
の
時
刻
を

遅
れ
る
事
な
か
ら
む

林
君
の
所
の
カ
タ
ロ
ク
等
無？

事

運
ひ
都
合
よ
し

�

四
月
十
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

六
時
公
會
堂
に
来
至
り
腰
か
け
の
取

か
た
つ
け
を
な
す
一
方
に
額
箱
の

荷
と
き
す
る
人
々
、
□
多
く？

松
原
□

の
学
生98

其
店
、
小
林
、
三
原　

林
の

店
員99

な
と
、
長
尾
氏
の
枠
組

幕
張
、
井
上
？
額〔

額
縁
〕椽

店
の
主
人

人
夫
な
と
の
助？

に
よ
り
、
正
午

僅
過
き
て
全
部
陳
列
済
と

な
り
午
後
一
時
開
場
す

夕
方
迄
の
人（

入
）場

者
八
百
人
余
、

�
四
月
十
五
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

朝
よ
り
小
雨
降
り
正
午
前
後
は

非
常
の
暴
風
雨
と
な
る
、

も
人（

入
）場

□
者
多
数
に
し
て

比
較
的
静
粛
な
る
観
賞
家

の
満
つ
、

人（
入
）場

者
八
百
人
余
、

此
夜
成
羽100

出
身
者
の
會
食
あ
り
、

小
林
、
柳
井
、
林
、
横
見
、
三
原
、

林
弟
、
須
藤
、
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吉
田
君
来
阪

�

四
月
十
六
日
　
水
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

空
霽
れ
て
心
地
よ
し
、

朝
来
人（

入
）場

者
の
数
巨
多
午
後

に
入
り
て
一
層
の
数
に
て
殆
と
雑

騒
と
し
て
静
観
に
的（

適
）せ

す
、

入
場
数
四
千
を
越
る
事
三

百内
藤
博
士101

、
小
山
健
三102

松
方
幸（

幸
次
郎
？
）

太
郎

氏103

来
場
松
方
氏
羊
の
絵
を

希
望
さ
る
、

午
後
六
時
閉
場
直
に
と
り
か
た
つ
け

を
な
し
午
後
十
時
全
て
荷
造
な
と
を

終
へ
て
印
刷
倶
楽
部
に
慰
労
會
を
開
く

�

四
月
十
七
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

午
前
中
支
拂
な
と
の
雑
用

あ
り

午
後
淀
に
余
の
た
め
京
阪
在
住
の

画
家
双
鳩
會
を
開
か
る
、

會
す
る
も
の
二
十
名

深
夜
大
阪
に
帰
る
、

長
尾
氏
、
柳
井
、
小
林
金
沢
氏

等
し
く
趣
く

�

四
月
十
八
日
　
金
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

朝長
尾
氏
□
三
原
、
柳
井
氏
と

共
に
奈
良
に
趣
く
、

昼
食
後
、
大
佛
、
三
八
幡
春
日

を
廻
り
て
三
山
亭
に
帰
り
夕
食
後

大
阪
に
帰
る
、

長
尾
氏
夜
行
に
て
帰
東
す
、

�

四
月
十
九
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

午
前
八
時
発
午
後
三
時
帰
倉
、

家
越
、
留
守
中
の
取
か
た
つ
け
、
渡

欧
準
備
な
と
に
つ
き
ほ
ゞ
考

按
も
定
ま
る

�

四
月
二
十
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
来
□
大
原
氏
先
代
の
肖
像
画104

を
描
き
始
む
、
十
二
号
、

�

101　

 

内
藤
湖
南
（
な
い
と
う
・
こ
な
ん
、
一
八
六
六

－

一
九
三
四
）
か
。
東
洋
史
学
者
。
児
島
は
前

年
中
国
旅
行
に
先
立
っ
て
内
藤
を
訪
問
し
て
い

る
こ
と
が
、
同
年
の
児
島
日
記
か
ら
確
認
で
き

る
。

102　

 

小
山
健
三
（
こ
や
ま
・
け
ん
ぞ
う
、
一
八
五
八

－

一
九
二
三
）。
実
業
家
、
教
育
家
、
官
僚
。

103　

 

松
方
幸
次
郎
（
ま
つ
か
た
・
こ
う
じ
ろ
う
、
一

八
六
六

－

一
九
五
〇
）
か
。
実
業
家
、
政
治
家
、

川
崎
造
船
所
社
長
。

104　

 《
大
原
孝
四
郎
像
》（
倉
敷
紡
績
所
蔵
）
で
あ
ろ

う
。
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105　

 

前
掲
注
90
参
照
。

106　

 

林
杉
造
の
こ
と
。
前
掲
注
58
参
照
。

107　

 「
酒
津
（
児
島
の
住
所
）
に
泊
ま
る
」
の
意
。

四
月
二
十
一
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信　

屋（
矢
代
？
）代105

正
木
、
黒
田
、

林
杉106

、
山
内

松
原
、
斉
藤
、

山
下
、
有
島

斉
藤
豊

【
本
文
欄
】

肖
像
描
き（

き
つ
ゞ
く
？
）

、
く

吉
田
、
小
林
君
来
宅
、

�

四
月
二
十
二
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

大
阪
よ
り
荷
物
到
着
、
小
林
吉

田
両
君
の
手
傳
に
て
開
箱
、

倉
に
夕
方
迄
に
て
全
部
の

か
た
つ
け
を
終
る
、

肖
像
を
描
き
終
る
、

�

四
月
二
十
三
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

発
信

太
田
、
上
田
尚？

山
本
□

【
本
文
欄
】

屏
風
一
双
を
描
く
べ
く
大
原
氏

よ
り
依
頼
さ
れ
、

屏
風
来
り
、
春
秋
を
描
く
べ
く

構
図
を
謀
る
、

屏
風
に

夕
夜
デ
ッ
サ
ン
を
描
く

小
林
君
帰
阪

�

四
月
二
十
四
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

終
日
屏
風
を
描
く
吉
田
君
は

泊
酒107

さ
れ
て
取
か
た
つ
け
の
手
傳

を
尽
さ
る

�
四
月
二
十
五
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

屏
風
殆
と
な
る
、

画
室
中
の
も
の
は
画
室
に
数
個
の

木
箱
に
収
蔵
し
置
く
事
と

な
す
、
画
室
の
額
は
す
べ
て？

倉
に
蔵
す
る
事
と
な
す
数
日？

□
来
来マ

マ

毎
日
出
し
つ
ゝ
の
取
か
た
つ
け

の
た
め
画
室
の
整
理
殆
と
つ
く

�
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四
月
二
十
六
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

屏
風
全
く
な
る
、

琴
か
け
の
図
按
を
考
ふ

一？

？方
の
渡
欧
準
備
を
な
す
、

�

四
月
二
十
七
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

午
後
七
時
岡
山
に
趣
く

九
時
よ
り
岡
山
中
学
に
於
け
る

余
の
た
め
に
催
さ
る
ゝ
研
究
会

の
送
別
會
に
望
む

正
午
過
き
會
を
辞
し
、
□
天
主（

守
）

閣108

の
洋
画
陳
列
を
観
る

午
後
二
時
半
の
列
車
に
て
列
帰
酒109

琴
か
け
を
描
く

夜
都？

志
氏110

の
宅
に
て
迎
□
の
諸
氏
の

會
食
に
招
せ
ら
る
、

�

四
月
二
十
八
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

午
前
七
時
車
に
て
堪（

湛
）井111

に
趣
く
十
時

発
自
働
車
十
一
時
半
成
羽
着
、

午
後
学
校
を
訪
問
し
、
本
光
寺
に

墓
参
す
、

夜
深
く
迄
語
合
ふ
、

夜
、
井
上
、
柳
井
、
庄
、
遠
藤
諸？

氏

よ
り
饗
應
を
受
く

�

四
月
二
十
九
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

早
朝
柳
井
君
と
八
幡
宮
に
詣
づ

八
幡
社
前
の
丘
の
中
、
成
羽
川
に
向
て

傾
斜
せ
る
地
面
の
眺
め
よ
く
金
か
出

来
た
れ
は
此
の
辺
に
住
家
を
建
て
ゝ

暮
し
て
も
よ
し
な
と
ゝ
地
域
の

撰
定
な
と
試
む
夢
の
如
き
話
し

な
り
、

正
午
中
村
井
上
、
柳
井
諸
氏
と
會

合
午
後
一
時
の
自
働
車
に
て

午
後
四
時
酒
津
着
、

描
き
か
け
の
琴
か
け
を
つ
ゝ
く

�

四
月
三
十
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
青
野
兄
の
喀？

血
烈
し
き
夢
を
見
て

醒
む
、

終
日
琴
懸
の
を
描
く
弐
枚
に
て
各
天
女

の
楽
を
奏
す
る
所
な
り
、

午
後
近
家
に
配
布
す
べ
き
色
紙
な
と

描
く
、
夜
荷
物
の
と
り
か
た
つ
け

な
と
す
、

108　

 

岡
山
城
天
守
閣
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

109　

 「
酒
津
（
児
島
の
住
所
）
に
帰
る
」
の
意
。

110　

 

都
志
太
郎
、
ま
た
は
都
志
家
。
都
志
太
郎
は
、

大
原
孫
三
郎
が
経
営
す
る
倉
敷
銀
行
で
取
締
役

を
つ
と
め
た
人
物
で
、
児
島
の
近
所
に
住
ん
で
い

た
。
児
島
の
孫
で
あ
る
児
島
塊
太
郎
氏
に
よ
る

と
、
両
家
は
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。

111　

 

湛
井
（
た
た
い
）
は
現
総
社
市
の
西
部
、
高
梁

川
河
畔
の
地
名
。
児
島
の
住
む
酒
津
か
ら
故
郷

成
羽
に
向
か
う
途
中
に
位
置
す
る
。
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112　

 

三
橋
玉
見
（
医
師
）
宅
に
て
看
護
す
る
と
い
う

意
で
あ
ろ
う
。
前
掲
注
2
参
照
。

113　

 

筧
繁
（
か
け
い
・
し
げ
る
、
一
八
八
二

－

？
）

で
あ
ろ
う
。
医
師
、
岡
山
医
学
専
門
学
校
教

授
。

�

五
月
一
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
深
く
青
野
兄
の
室
重
患
な
る

を
傳
へ
ら
る
六
時
過
き
同
兄
の
宅
を

訪
問
一
時
危
篤
を
宣
せ
ら
れ
た
る
も

其
後
少
し
平
安
を
得
た
由
を
報
せ

ら
る
、

心
臓
の
不
良
な
る
事
の
特
に
心
痛

さ
れ
る
も
、
□
腹
、
よ
り
腹
膜
に
移

り
た
る
本
症
は
や
ゝ
軽
快
熱
度
降

下
せ
る
も
と
に
か
く
重
患
な
れ
は
と

三
橋
兄
宅
と
な
す112

、
午
後
岡
山
□
□
筧
博

士113

の
来
る
あ
り
、
等
し
く
重
患
な
る
と

傳
へ
ら
る
、

�

五
月
二
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
は
通
夜
し
て
看
護
の
手
傳
を

な
す
、

朝
小
林
兄
の
来
る
あ
り
、
青
野
兄

の
近
親
、
諸
友
に
報
す
る
事
を

好
ま
す
、
只
危
篤
な
る
旨
を
強？

に

親
族
の
人
々
に
通
知
す
、

終
日
病
状
に
差
し
た
る
変
化
な
し

此
の
一
両
日
最
も
危
険
ら
し
く

兎
に
角
くマ

マ

再
起
の
望
み
な
し
と
の
事

な
り
し
も
余
は
徹
頭
徹
尾
快
方

の
来
る
事
を
自
信
す
、

�

五
月
三
日
　
土
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

昨
夜
九
時
、
家
に
帰
り
て
眠
る
、

午
前
三
時
、
使
来
り
て
病
者
の
死
近
き

を
報
す
、
急
き
趣
く
三
橋
兄
す
て
に
あ

り
少
時
し
て
脈
傳
や
ゝ
平
調
に
復
し

て
一
同
愁
眉
を
開
き
し
も

午
前
八
時
半
遂
に
逝
く
、

暁
の
頃
死
の
近
つ
き
た
る
病
者
は
親
近

を
枕
頭
に
寄
せ
て
明
□
な
る
遺
言

を
□
す
、

死
は
遂
に
せ
ま
り
て
心
臓
を
を
か
す
、

葬
儀
を
明
後
五
日
と
定
む
、

寄
せ
参
し
ら
れ
た
る
近
親
友
人
、
衆
多
、

青
野
兄
は
已
に
不
帰
を
覚
悟
し
た
る
も
失
望
の
色
面
に
現
れ

見
る
に

堪
へ
す

�

五
月
四
日
　
日
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

昨
夜
十
時
頃
青
野
君
の
宅
に
て
大
原
氏
よ
り

明
日
出
発
神
戸
に
て
準
備
し
た
る
方
よ
か
ら
む

と
勧
め
ら
れ
今
朝
よ
り
急
遽？

、
旅
□

行
李
の
支
度
を
調
ふ
、
正
午
酒
津
に

↖
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趣
き
大
原
氏
に
持
行
く
べ
き
画
面
四
五

を
撰
ふ
、

午
後
三
時
発
の
列
車
に
て
倉
敷
を
去
る
、

岡
山
に
下
車
、
デ
ュ
ス
先
生
に
挨
拶
に
寄
る

吉
田
君
訪
問
就
床
は
腹
膜
炎
に
て
一

時
重
患
な
り
し
由
と
聞
く
、
六
時
四
十
分

岡
山
発
十
時
過
神
戸
着
海
岸

後
藤
に
泊
す
、

�

五
月
五
日
　
月
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝八
時
過
の
列
車
に
て
大
阪
に
趣
き
三
井

銀
行
に
小
切
手
五
〇
〇
〇
を
受
取
る
、

三
越
に
て
小（

少
）許

の
買
物
を
な
す
、

正
午
帰
過
帰
神
、
二
時
白〔

ベ
ル
ギ
ー
〕

耳
義

領
事
館
に
証
明
を
乞
ふ
恰
も
ガ
ン114

の

出
生
な
る
書
記
館（

官
）あ

り
て
直
に
済？

む

午
後
、
市
中
に
買
物
を
な
す
、

夕
方
、
金
山
、
伊
藤
夫
婦
来
訪
連
立
ち

て
散
歩
す
、
途
上
柚
木
君
に
遇
ふ

十
一
時
帰
宿
、

柳
井
、
小
林
君
す
て
に
着
宿
、

柳
井
君
よ
り
青
野
兄
の
其
後
元
気
に
復
せ
し

を
聞
く

�

五
月
六
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

見
送
ら
れ
た
る
諸

友
、

小
林
、
柳
井
、
林
、

伊
藤
、
金
山
、

太
田
、
乙
骨115

、
須
藤

炭
谷116

、
小
野
田117

、

妹
尾
、
柚
木
、

来
信
数
多
、

【
本
文
欄
】

早
朝
、
多
く
の
人
々
宿
に
来
訪
、
小
林
君
と

柳
井
君
は
両
替
に
依
頼
す
十
時
ラ
ン
チ

に
て
乗
船
、
静
岡
丸
六
千
噸
比
較
的

新
造
船
な
る
も
、
日
本
製
造
に
て
粗
末

千
萬
、
一
等
は
以
前
の
欧
州
航
路
に
比
し
て

二
等
の
設
備
に
劣
る
も
の
あ
り
、

十
一
時
出
航
横
濱
よ
り
の
客
と
神
戸

に
て
の
乗
客
を
加
ふ
る
も
尚
、
門
司
よ

り
の
乗
客
多
数
あ
る
ら
し
く
賑
か
な
ら
す

午
後
四
時
屋
島
高
松
を
見
て
帯
江
の
煙
筒

突118

ら
し
き
も
の
を
右
舷
に
て
廣
島
沖
位
？
日
没
す

�

五
月
七
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

発
信　

自
宅
、

〔D
hutu 

デ
ュ
ト
ゥ
〕

114　

 

ベ
ル
ギ
ー
北
部
の
街Gent

（
ヘ
ン
ト
、
ま
た
は

ゲ
ン
ト
）
の
こ
と
。「
ガ
ン
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

の
呼
称
。
児
島
は
第
一
次
滞
欧
中
、
同
地
の
王

立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
。

115　

 

乙
骨
安
昌
で
あ
ろ
う
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前

が
あ
り
、
住
所
は
岡
山
国
富
と
な
っ
て
い
る
。

116　

 

炭
谷
小
梅
（
す
み
や
・
こ
う
め
、
一
八
五
〇

－

一
九
二
〇
）
か
。
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
師
。
石

井
十
次
に
よ
る
岡
山
孤
児
院
の
活
動
を
支
え
た

人
物
。

117　

 

小
野
田
鉄
弥
（
お
の
だ
・
て
つ
や
、
一
八
六
四

－

一
九
四
八
）
か
。
石
井
十
次
と
と
も
に
岡
山

孤
児
院
の
運
営
に
あ
た
っ
た
人
物
。

118　

 

帯
江
村
（
現
倉
敷
市
帯
江
）
に
あ
っ
た
帯
江
銅

山
の
煙
突
の
こ
と
。
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119　

 

加
治
木
常
樹
著
『
薩
南
血
涙
史
』
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
西
南
戦
争
の
記
録
。

120　

 「
揚
子
江
」
ま
た
は
「
楊
樹
浦
」
の
誤
記
で
あ
ろ

う
。

小
林
、
柳
井
、

自
宅
へ
小
包
、

【
本
文
欄
】

早
朝
門
司
着
、
七
時
半
上
陸
、

神
戸
後
藤
□
旅
館
に
帯
を
忘
れ
た
る

事
を
思
出
し
袷
衣
の
最
早
役
立

た
ら
ぬ
事
を
思
出
し
上
小
包
と
し
て
自
宅

に
発
送
す
、

九
時
の
列
車
に
て
博
多
に
向
ふ
、

正
午
前
疋
田
を
訪
る
、
市
中
に
出
て

、
僅
か
な
る
買
物
を
な
す
、

船
中
涼
風
起
き
て
暑
気
を
感
す
る

処
な
か
り
し
も
此
地
に
来
り
て
す
て
に
夏

な
る
を
知
る
、
夜
晩
く
迄
戯
書
を
な
す
、

�

五
月
八
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
一
時
発
六
時
四
十
分
？
福
岡

発
、
九
時
過
ぎ
門
司
着
、
直
に
帰
船

十
一
時
発
船
、
岸
近
き
港
と
の
様
は

長
崎
に
似
て
去？

年
の
旅
を
思
出
づ

港
外
の
波
も
静
か
に
玄
海
の
船
旅
も

さ
ほ
と
の
事
な
し
、
乗
客
一
同
の

食
事
を
欠
く
も
の
一
人
た
に
な
し

日
本
よ
り
携
へ
た
る
西〔『

薩
南
血
涙
史
』？
〕

南
血
涙
史

119

を
読
み
始
む

晴
快
に
て
心
地
よ
し

�

五
月
九
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

波
に
明
け
て
波
に
暮
れ
た
る
今
日
も

さ
れ
た
る
荒
れ
も
な
し
只
終
日
霧
に

包
ま
れ
て
快
晴
を
見
ず
、

読
書
と
デ
ッ
キ
の
遊
戯
に
消
暇
す
、

午
後
二
時
に
諏
訪
丸
乗
船
上
田
君

よ
り
無
線
電
信
来
る
、
今
朝
上
海

発
帰
国
の
途
に
あ
り
と
□
小
生
よ
り

返
電
に
會
し
尚
一
回
通
信
あ
り
小
生

よ
り
重
ね
て
返
電
す
、

意
識
快
明
を
欠
き
気
進
ま
す

�

五
月
十
日
　
土
曜

【
予
記
】

発
信

自
宅
、

大
原
、

【
欄
外
右
側
】

上
海
の
甚
三
郎
は
今
朝
彼
か
父
の
悲
報
に
接
し
帰
国
の
た
め

発
船

【
本
文
欄
】

八
時
起
床
、
外
海
す
て
に
濁
色
に
黄
は
み

て
上
海
の
近
つ
き
た
る
を
知
る
、
揚（

揚
子
江
？
）

樹
江

120を

遡
□
し
て
郵
船
埠
頭
に
投
錨
し
た
る
ハ

正
午
頃
な
り
昼
食
を
済
し
て
二
時

↖
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過
上
陸
直
に
須
藤
氏121

を
訪
門
少
時
、

附
近
の
散
策
を
試
み
た
れ
と
も
見
る

ほ
と
の
も
の
な
し

伊
藤
妹
尾
、
須
藤
兄
弟
の
月
の
家
に
案

内
さ
れ
て
夜
深
し
て
須
藤
君
の
宅
に

一
泊
す
、

上
海
の
暑
気
烈
し
く
極
暑
と
思
ふ

�

五
月
十
一
日
　
日
曜

【
予
記
欄
右
側
】

発
信
、
大
原
、

青
の
、
家
族
、

矩
一
、
柳
井
、

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
〜
予
記
欄
左
側
】

昨
日
の
蒸
暑
さ
は
夜
半
に
急
変
し

て
非
常
の
涼
気
を
催
来
る
午
前

八
時
起
床
十
時
頃
迄
故
国
の
諸
友
へ

通
信
を
書
く

十
一
時
、
原
田
瓊
生122

氏
の
宅
に
訪
門

王
、
統
一
氏
の
来
訪
中
、
支
那
人

の
対
日
思
想
な
る
も
の
及
支
那
人
の
日

本
人
の
性
格
観
察
□
日
本
人
と
支
那

人
の
思
想
、
性
格
上
に
現
れ
た
る
差
異

な
と
に
就
き
て
も
興
味
あ
る
意
見
を
聞

く
原
田
氏
の
宅
に
て
昼
食
を
す
ゝ
め
ら
れ

た
る
も
食
欲
な
し
食
事
せ
す
夕
方
よ
り
須
藤
、
妹
尾
、
伊
藤

氏
に
案
内
を
受
け
て
競
馬
場
附
近
の
支
那
料
理
店
に
至
り
△123

△十
時
過
頃

會
食
、

十
時
半

シ
マ？

パ
ン
に
て

帰
船
、

�

五
月
十
二
日
　
月
曜

【
本
文
欄
〜
予
記
欄
】

午
前
八
時
上
海
郵
船
埠
頭
を
発
船
す
、
上
海

よ
り
新
な
る
乗
客
の
増
し
た
る
も
の
あ
れ
と
上
海
に
上

陸
し
た
のマ

マ

人
と
差
引
増
客
な
し
、
揚
子
江
の

濁
流
の
波
色
減
す
る
頃
よ
り
船
波
荒
く
船
の

動
揺
烈
し
く
霧
深
く
し
て
小
雨
交
る
、

午
後
に
至
り
て
読
書
す
る
も
睡
気
を

催
す
る
の
み
遂
に
夕
方
迄
半
眠
半
醒
の

姿
に
て
煙
突
室
に
過
す
、
昨
日
よ
り
消
化

剤
の
服
薬
を
試
み
つ
ゝ
あ
る
も
空
腹
を

来
さ
す
夕
食
を
控
ゆ
、
多
く
の
乗
客
も

等
し
く
船
暈
の
気
味
？
△

△夜
に
入
り
て
波

穏
か
に
一
同
の

快
気
生
す

夜
晩
く
迄

蓄
音
器

を
聞
く

121　

 

須
藤
五
百
三
、
祐
七
、
新
六
兄
弟
の
い
ず
れ
か
。

祐
七
お
よ
び
新
六
に
つ
い
て
は
前
掲
注
34
参

照
。
須
藤
五
百
三
（
す
ど
う
・
い
お
ぞ
う
、
一

八
七
六

－

一
九
五
九
）
は
医
師
で
、
上
海
で
医

院
を
営
ん
で
お
り
、
魯
迅
の
主
治
医
と
し
て
知

ら
れ
る
人
物
。

122　

 

大
原
孫
三
郎
の
幼
な
じ
み
。
児
島
の
住
所
録
に

名
前
が
あ
り
、
高
田
商
会
の
関
係
者
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

123　

 

文
章
が
別
の
欄
に
続
く
こ
と
を
示
し
た
記
号
。

児
島
は
「
△
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
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十
時
就
床

睡
眠
充
分

�

五
月
十
三
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

昨
日
は
少
し
波
高
か
り
し
も
今
日

は
終
日
平
穏
に
て
空
晴
れ
て
風
涼

し
く
快
気
を
催
し？

食
味
あ
り

甲
板
の
遊
戯
と
読
書
に
な
か
き

終
日
を
送
る

明
後
日
は
香（

香
港
）海

着
の
予
定

上
海
に
上
陸
せ
し
時
ほ
と
の
暑

さ
に
至
ら
す
想
像
よ
り
涼
気

あ
り
、

�

五
月
十
四
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

終
日
海
上
平
穏
に
て
明
朝
は
香

港
着
の
予
定
、

午
後
ゴ
ル
フ
の
競
技
を
乗
客
一
般

に
行
ひ
夕
方
迄
時
の
過
き
を
知

ら
す
、

�

五
月
十
五
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

早
朝
香
港
入
港
九
時
半
上
陸
同
船
の

両
三
氏
と
自
働
車
に
て
一
時
間
廻
遊
し

正
午
頃
ピ
ー
ク
に
昇
る
二
時
過

迄
市
中
を
徨
い
東
京
ホ
テ
ル
に
て

食
事
を
な
し
夕
方
帰
船
、

三
度
目
に
観
る
香
港
の
風
光
、

朝
も
昼
も
夜
も
晴
れ
た
る
も
曇
り
も

山
も
水
も
建
築
も
草
も
花
も
人

美
し
と
も
鮮
し

往
年
ス
ケ
ツ
チ
に
過
せ
し
香
港
の
思
出

も
此
旅
に
は
只
賛
美
の
眺
に
時
を
過
す

の
み

�

五
月
十
六
日
　
金
曜

【
予
記
・
本
文
欄
】

今
朝
再
び
香
港
に
上
陸
し
少
し
珍
ら
し
き

物
に
て
も
目
に
つ
か
は
何
か
買
求
め
て
紀
念
の
種
に
も
せ
ん

と
考
へ
し
も
正
午
出
帆
な
れ
ハ
上
陸
し
て
も
気
忙

し
か
ら
む
と
遂
に
船
に
止
り
て
上
陸
せ
す

昨
夕
籐
行
李
を
支
那
人
よ
り
買
求
む
、

船
は
正
午
正
し
く
出
航
す
、
朝
来
風
強
か
り
し
か

は
た
し
て
港
外
風
愈
々
強
く
波
荒
し

出
航？

す？

く
よ
り
船
の
動
揺
烈
し
く
し
て
不
快

こ？

の？

上？

な
し
、

夕
に
至？

る
も
静
穏
に
復
せ
す
夕
食
を
見
合
す
、

�

五
月
十
七
日
　
土
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

昨
日
の
荒
波
何
時
の
程
よ
り
か
静
ま
り
て
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空
晴
れ
渡
り
今
日
の
航
海
の
平
穏
を
期
せ

ら
る
、
西〔『

薩
南
血
涙
史
』？
〕

南
血
涙
史
を
読
む
事
と
、

デ
ッ
キ
に
て
ゴ
ル
フ
を
す
る
事
と
時
に
煙
突
室

に
て
ト
ラ
ン
プ
を
遊
ふ
事
は
毎
度
日
同
し
日
課

の
如
し
、

香
港
以
来
暑
気
次
第
に
加
り
来
り
、
乗
客
の

白
衣
に
改
む
る
人
多
し
余
こ
の
日
白
服
に
改
む

日
没
の
頃
よ
り
熱
気
去
り
て
涼
風
起
り
夕
方
よ
り

夜
に
か
け
て？

の
心
地
よ
く
眠
に
つ
く
は
大
低
夜
半

に
入
る
、
毎
夕
九
時
或
は
十
時
入
浴
す
、

�

五
月
十
八
日
　
日
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

暑
気
は
一
日
と
増
し
来
り
て
蒸
苦
し
、
海
上
常

に
風
気
あ
る
も
な
ま
温
き
く
し
て
気
重
し
、

寝＊

室
に
丸
窓
の
小
な
る
も
の
二
つ
あ
れ
と
風
を

通
す
る
に
よ
し
な
し
、
室
内
に
一
個
の
送？

風
器

あ
る
も
小
に
し
て
し
か
も
廻
轉
力
弱
く
風
を
起
す

に
足
ら
す
終
夜
暑
に
蒸
れ
て
安
眠
す
る
事
を？

不
得
床
に
就
て
ハ
夜
半
甲
板
に
出
て
、
涼
風

に
浴
し
再
ひ
寝＊

に
就
く
、

巴
里
の
様
着
佛
後
な
と
の
事
思
浮
べ
て
予
想
を

定
め
む
と
す
る
も
不
得
、

日
本
の
出
立
後
の
出
来
事
に
知
ら
む
と？

す
る
事
と

多
々
あ
れ
と
こ
れ
も
不
可
能
な
り

�

五
月
十
九
日
　
月
曜

【
予
記
・
本
文
欄
】

朝
来
霖マ
マ

雨
暫
々
来
て
涼
風
快
爽　

数
日
来
の
暑
熱
一
時
に
去
て
終
日
殆
と

南
洋
の
旅
に
あ
る
事
を
忘
れ
し
む
、

読
書
す
る
も
遊
戯
す
る
も
快
味
尠
か
ら
す
、

西〔『
薩
南
血
涙
史
』？
〕

南
血
涙
史
は
昨
日
読
終
り
た
れ
はLa m

aison

の
続
読
を
な
す
、

午
後
に
至
り
雨
霽
れ
た
る
も
風
涼
し
く
終
に

暑
さ
を
知
る
事
な
し
、

夕
食
は
乗
船
来
始
め
て
の
日
本
食
を
供
せ
ら
る
、

酒
津
の
宅
荘
の
事
な
と
思
出
て
、

虓
一
郎124

の
事
突
然
頭
に
浮
ふ
若
し
彼
の
上
に
何
事
か

災
の
来
り
し
に
ハ
あ
ら
す
と
心
配
の
念
湧
く

�

五
月
二
十
日
　
火
曜

【
欄
外
右
】

洗
濯
靴
下
縮
シ
ャ
ツ
一
、
寝
衣
一

縮
下
シ
ャ
ツ
二　

ス
ミ125

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

海
平
穏
な
り
航
海
中
は
大
低（

抵
）無

風
と
云
ふ

事
な
く
船
の
進
行
に
つ
れ
て
何
れ
よ
り
か

涼
風
の
起
ら
さ
る
事
な
し

昼
は
殆
と
暑
気
に
苦
し
む
ほ
と
の
事

な
け
れ？

と？

も
夜
に
入
り
て
船
室
に
下
れ
は

通
風
な
く？

し
醒
眠
な
く
し
て
夜
を
通

す
事
か
た
し
、

124　

 

児
嶋
虓
一
郎
（
こ
じ
ま
・
こ
う
い
ち
ろ
う
、
一

九
一
四

－

一
九
九
二
）。
児
島
虎
次
郎
の
第
一

子
。
戦
後
、
祖
父
石
井
十
次
の
児
童
福
祉
事
業

を
再
興
し
、
児
童
福
祉
家
と
し
て
活
動
し
た
。

125　

 

洗
濯
に
出
し
た
衣
類
を
メ
モ
し
、
受
け
取
っ
た

仕
上
が
り
品
を
取
り
消
し
線
で
消
除
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。「
ス
ミ
」
は
、
全
品
の
受
け
取
り

が
済
ん
だ
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
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126　

 

児
島
の
住
所
録
に
「
山
田
毅
一
」
の
名
が
み
え

る
。
当
時
國
民
新
聞
の
記
者
で
、
の
ち
に
政
治

家
と
し
て
活
動
し
た
山
田
毅
一
（
や
ま
だ
・
き

い
ち
、
一
八
八
七

－

一
九
五
三
）
の
こ
と
。
山

田
の
著
書
『
戦
後
の
欧
米
漫
遊
記
』（
放
天
義

塾
、
一
九
二
〇
年
）
に
よ
り
、
児
島
と
同
じ
船

に
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

127　

 

小
笠
原
長
丕
（
お
が
さ
わ
ら
・
な
が
ま
さ
、
一

八
九
一

－

一
九
六
八
）。
子
爵
。
六
月
二
十
日

欄
参
照
。

128　

 

御
木
本
真
珠
の
加
藤
虎
之
助
。
六
月
二
十
日
欄

参
照
。

�

五
月
二
十
一
日
　
水
曜

【
欄
外
上
側
】

□袖
ナ
シ
一

ヅ
ボ
ン
下
一

縮
シ
ャ
ツ
白
一
？

靴
下
一

ス
ミ

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

今
日
の
一
日
の
航
海
も
静
か
に
船
は
午
後
三
時
新

嘉
坡
に
入
港
、
四
時
旅
券
の
検
を
終
へ
上
陸
、

海
岸
の
碩
田
館
に
泊
す
、
往
年
此
の
宿
に
泊？

し

た
る
事
を
思
出
す

夕
方
迄
に
サ
ラ
サ
屋
に
趣
き
サ
ロ
ン
四
五
四
枚
を
買
求
む

夜
夕
食
後
浴
衣
か
け
に
て
海
岸
に
天
幕
張
に
て

馬
来
オ
ペ
ラ
を
観
る
奏
楽
は
す
べ
て
洋
式
に
し

て
ピ
エ
ロ
も
何
か
洋
風
め
き
た
る
も
の
日
本
の
浅
草

辺
の
歌
劇
の
類
の
も
の
か

国
民
記
者
山
田
氏？

126余
等
の
室
に
来
ら
る

こ
れ
に
て
四
席
満
員
と
な
る

�

五
月
二
十
二
日
　
木
曜

【
欄
外
右
側
】

発
大
原
、
自
宅
、
青
の
、
吉
田
、
林
源
、
矩
一

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

新
嘉
坡
の
夏
も
朝
風
は
涼
し
同
宿
せ
し
小
笠
原127

□
加
藤128

の
諸
氏
と
□
サ
ラ
サ
屋
に
来
り
市
中
を
廻
て

午
後
二
時
、
帰
船
す
、

船
は
午
後
四
時
出
航
ペ
ナ
ン
に
向
ふ
、

海
波
揚
ら
す
暑
気
甚
し
か
ら
す

日
は
没
し
て
清
光
の
星
空
に
満
つ
、

明
日
一
日
の
波
の
上
明
後
日
は
又
ペ
ナ
ン
に
上
陸

を
得
む
、

海
の
上
は
気
倦
み
て
時
長
し
さ
れ
と
港
に

寄
る
の
日
を
思
へ
は
又
□
快
興
湧
き
来
て

空
想
に
耽
け
る
、

�

五
月
二
十
三
日
　
金
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

終（
終
日
？
）波静

か
な
り
し

読
書
と
ゴ
ル
フ
に
時
を
費
す
、
時
に
ト
ラ
ン
プ

将
棋
な
と
を
試
む
、

�

五
月
二
十
四
日
　
土
曜

【
欄
外
右
側
】

発
信
、
大
原
、
自
宅
、
青
の
、
林
杉
、
関
、
上
田
、
妹
尾
、

富
永
、
―
外
四
、

【
欄
外
上
】

洗
濯

縞
シ
ヤ
ツ
一

ヅ
ボ
ン
一

縮
シ
ャ
ツ
一

〃
半
袖
一

↖
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ハ
ン
カ
チ
一

ス
ミ

【
本
文
欄
〜
予
記
欄
】

早
暁
船
は
ペ
ナ
ン
港
外
に
近
く
着
港
後

警
吏
の
面
倒
な
る
旅
券
検
べ
の
後
十

時
上
陸
朝
日
館
に
憩＊

ふ
同
船
の
人
々

植
物
園
極
楽
寺
な
と
に
趣
く
余
は
車
を

雇
ひ
て
市
内
を
廻
る
何
か
紀
念
の
品
を

購
ふ
べ
く
も
何
の
珍
ら
し
き
も
の
を
発
見

せ
す
午
後
ス
ケ
ツ
チ
ブ
ッ
ク
を
携
へ
て

市
中
を
彷
徨
す
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
傍
に

籠
を
頭
に
載
せ
て
立
つ
十
三
四
才
の
小（

少
）

女
裸
足
黒
褐
の
馬〔

マ
レ
ー
〕来端

然
た
る
姿

勢
嘆
美
に
價
す
、

一
弐
枚
の
鉛
筆

写
生
を
な
し

た
る
は
日
本

出
発
以
来

始
め
て
の
写
生

な
り

昼
と
夕
を

諸
氏
と
共
に

此
の
宿
に
會
食
し

午
後
九
時

帰
船
す
、

�

五
月
二
十
五
日
　
日
曜

【
欄
外
上
側
】

下シ
ヤ
ツ
一

カ
ラ
一

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

午
前
八
時
出
帆
愈
々
印
度
洋
の
波
に
さ
か
ら
ひ
て

コ
ロ
ン
ボ
に
向
ふ
、
今
の
期
は
ム〔

モ

ン

ス

ー

ン

〕

ー
ン
ス
ー
ン

の
頃
に
て
向
風
な
か
〳
〵
に
強
き
た
め
船
の

動
揺
か
な
り
烈
し
く
風
力
強
く
し

て
□
一
時
間
や（

や
っ
と
）と十

哩
未
満
の
航
行

の
み
さ
れ
と
波
と
風
の
都
合
に
て
は
二
十
九

日
或
は
三
十
日
の
朝
迄
に
ハ
到
着
の
予
定

な
り
、

此
の
波
の
旅
を
一
週
間
も
つ
ゝ
け
る
事
の
我
身
に

堪
へ
得
る
や
如
何
に
と
、

�

五
月
二
十
六
日
　
月
曜
　
～
　
二
十
九
日
　
木
曜129

【
五
月
二
十
六
日
欄
の
欄
外
右
側
】

六
月
七
日
記

【
五
月
二
十
六
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

ペ
ナ
ン
よ
り
コ
ロ
ン
ボ
迄
は
五
日
間
の
航
程
常
に
ム〔

モ
ン
ス
ー
ン
〕

ー
ス
ン

の風
を
向
に
受
て
進
む
事
な
れ
ば
波
は
高
く
風
は
愈

暴
し
平
均
一
時
間
十
哩
位
の
速
力
に
満
足
す
る
よ
り

外
な
し

↖

129　

 

五
月
二
十
六
日
欄
か
ら
二
十
九
日
欄
ま
で
は
、

当
該
期
間
、
つ
ま
り
ペ
ナ
ン
〜
コ
ロ
ン
ボ
間
の

様
子
を
、
後
日
六
月
七
日
に
記
し
て
い
る
。
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130　

 

デ
ッ
キ
・
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
。
船
室
を
と
ら
ず

甲
板
で
寝
泊
ま
り
す
る
乗
客
の
こ
と
。

日
本
出
発
の
時
船
中
に
て
写
生
も
試
み
る
べ
き
時

も
あ
ら
む
と
カ〔

カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
写
生
箱
絵
具
等
を
第
一
の

調
度
品
と
し
て
ト
ラ
ン
ク
に
詰
込
み
た
る
も
□
其
れ

を
引
出
し
て
来
り
て
つ
い
そ
筆
と
り
写
す
べ
き
気

も
か
つ
て
起
ら
す
各？

港
に
上
陸
す
る
時
ス
ケ
ツ
チ

ブ
ッ
ク
の
み
は
携
へ
持
す
る
も
こ
れ
さ
へ
鉛
筆
を

走
ら
す
事
の
物
う
く
暑
気
の
烈
し
き
と
気

【
五
月
二
十
七
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

の
進
ま
さ
る？

と？

に？

よ
ろ？

む
写
生
欲
の
な
き
事
は

我
な
か
ら
に
不
思
議
な
る
思
ひ
そ
す
る

僅
か
四
畳
半
大
の
船
室
に
上
下
弐
安
の
寝＊

床
二
ケ

所
あ
り
ラ
バ
ト
ア
ー
ル
弐
臺
と
ベ
ツ

ド
大
の
ソ〔

ソ
フ
ァ
〕

ッ
フ
ァ
一
臺
と
あ
り
一
室
四
人

詰
満
員
に
て
殆
と
□
小
荷
物
の
カ
バ
ン

さ
へ
置
く
場
所
な
く
持
来
り
し

ト
ラ
ン
ク
弐
個
は
下
甲
板
層
の
荷
物

庫
に
入
れ
あ
り
て
そ
の
バ
ガ
ー
シ
ル
ー
ム
の

温
度
は
今
百
二
十
度
位
な
ら
む
か

一
弐
度
夏
服
の
取
出
入
れ
に
に
入
て
見
た
か

【
五
月
二
十
八
日
欄
の
予
記
・
本
文
欄
】

と
て
も
五
分
間
と
も
止
て
居
る
事
の
出
来
ぬ

位
の
暑
さ
に
て
シ
ャ
ツ
一
枚
に
て
も
出
る
時
は
汗
に
ひ
っ

し
よ
り
と
な
る
事
な
り
、
そ
ん
な
た
め
か
写
生
道
具
は

依
然
と
し
て
ト
ラ
ン
ク
の
中
に
留
む
る
ま
ゝ
と
な
し

船
中
の
写
生
は
鉛
筆
に
て
も
と
思
へ
と
も
一
等
乗

客
の
外
人
日
本
人
の
子
供
連
多
く
香
港
？
よ
り
は

都
合
十
二
才
を
頭
に
十
三
人
毎
日
方
々
で
大
騒
を

始
め
て
う
る
さ
く
と
て
も
前
回
の
如
く
甲
板
に
て

写
生
な
と
す
る
事
不
可
能
と
思
へ
ハ
始
め
ぬ
方

か
ま
し
と
そ
れ
も
そ
の
ま
ゝ
新
嘉
坡
よ
り
□
□
□

な
と
の
テ（

デ
ッ
キ
・
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）

ツ
キ
パ
セ
ン
ジ
ヤ
ー

130な
と
の
衣
色
美
し
き

【
五
月
二
十
九
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
・
欄
外
左
側
】

装
の
多
く
乗
込
む
事
と
思
ひ
し
も
積
荷
多

く
し
て
こ
れ
等
の
乗
客
を
と
ら
さ
□
□
何
と
な
く
物
た

り
な
く
折
角
船
中
写
生
の
種
を
と
思
ひ

し
も
訳
な
く
終
り
ぬ
、

波
は
絶
へ
す
高
く
荒
の
み
な
れ
と
あ
ま
り
面
倒

な
る
読
書
も
せ
す
デ
ツ
キ
の
運
動
は
何
か
と

相
手
の
あ
り
次
第
毎
日
一
弐
間
は
怠
な
ら

ぬ
事
と
し
た
れ
は
三
度
の
食
事
を
欠
す
様
の

事
な
く
荒
海
の
旅
に
か
く
食
欲
の
衰
へ
さ
る

事
は
我
な
か
ら
心
強
き
限
な
り

但
し
朝
食
は
只
カ
ツ
フ
エ
と
僅
か
の
パ
ン
と
玉
子
位

に
止
置
た
り

【
五
月
二
十
八
日
欄
の
欄
外
右
側
】

洗
、
ネ
マ
キ
一
、
縞
シ
ャ
ツ
一
、
ヅ
ボ
ン
下
一
□
シ
ヤ
ツ
一

ツ
ボ
ン
一
上
衣
一
、
〃
、
ネ
ク
タ
イ
一
フ
ラ
ン
ネ
ル
一
、
サ

ル
マ
タ
一
、

�

〔lavatoire 

洗
面
台
〕

〔baggage room
 

荷
物
室
〕

↖
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五
月
三
十
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
時
コ
ロ
ン
ボ
港
□
内
に
□
入
る

旅
券
の
検
べ
各
港
と
等
し

午
後
一
時
過
き
上
陸
、
毎
港
衆
各（

客
）

と
共
に
行
動
を
共
に
す
た
め

自
分
の
思
ふ
様
の
所
を
ぶ
ら
〳
〵

廻
て
見
る
事
不
出
来
た
め
一
人
に
て

市
中
を
ふ
ら
つ
き
く
商
店
に
入

り
て
産
物
の
珍
ら
し
き
も
の
な
き
や
と

探
す
、
前
年
此
地
に
て
色
々
土
産
物

を
買
求
め
た
る
を
思
出
す
、

六
時
船
に
帰
り
泊
す
、

�

五
月
三
十
一
日
　
土
曜

【
欄
外
右
側
】

雨
【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
九
時
再
上
陸
平
塚
氏131

と
馬
車
に？

て？

博
物

館
に
趣
く
一
時
間
ほ
と
見
物
す
、

A 〔
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
〕

nuradhapra

132と
て
セ
イ
ロ
ン
島
（
コ
ロ
ン
ボ
よ
り
百
二
十

哩
）
の
紀
元
前
四
百
三
十
七
年
よ
り
紀
元
後
七
百
六
十
九
年

の
セ
イ
ロ
ン
島
の
最
も
古
く
最
も？

偉
大
な
り
し
旧
都

の
文
明
せ
る
遺
物
の
多
く
陳
列
さ
れ
た
る
を
見
る

ポ
ン
ペ
イ
の
如
く
全
く
ハ
イ
タ
イ
し
た
る
都
ら
し
く

紀
元
前
の
印
度
藝
術
の
発
達
せ
る
事
に
驚
く
ガ
ラ
ス
類

に
て
エ
シ
プ
ト
の
如
く
美
し
き
も
の
多
く
あ
り
、

其
他P 〔

ポ
ロ
ン
ナ
ル
ワ
〕

olonnaruw
a

133（769 -1319 a.D

）
の

佛
教
藝
術
品
な
と
の
遺
物
も
尠
か
ら
ず
、
午
後
三
時
迄
市

中
を
見
物
、

船
中
午
後
四
時
出
帆
の
予
定
な
る
も

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
同
盟
罷
業
の
た
め
此
地
に
て
水
炭
積
込
の
た

め
十
時
出
帆

�

六
月
一
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

昨
日
コ
ロ
ン
ボ

に
て

赤
茶
地
布
に

刺
繍
せ
る
幕

弐
枚
を
求
む

其
他
香
箱

な
と

【
本
文
欄
】

朝
来
ウ
ネ
リ
強
く
波
高
し
、

往
年
賀
茂
丸
乗
船
の
時
に
は
此

位
の
ウ
ネ
リ
は
さ
ほ
と
船
の
動
揺
を

催
せ
さ
り
し
と
思
し
に
此
の
船
は

船
の
丈
け
短
け
れ
は
に
や
前
後
へ
の

動
揺
な
か
〳
〵
に
烈
し
、

幸
に
天
晴
れ
て
風
割
合
に
涼
し

け
れ
は
船
暈
な
と
催
す
事

な
し
船
と
波
に
慣
れ
た
る
に
や

時
々
日
本
の
事
を
思
出
し
て

↖

131　

 

山
田
『
戦
後
の
欧
米
漫
遊
記
』（
前
掲
注
126
参

照
）
一
一
頁
の
記
述
、
お
よ
び
六
月
二
十
日
欄

に
「
平
塚
農
学
博
士
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
農

学
・
蚕
糸
学
者
の
平
塚
英
吉
（
ひ
ら
つ
か
・
え

い
き
ち
、
一
八
八
八

－

一
九
八
四
）
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

132　

 

ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
。
ス
リ
ラ
ン
カ
北
部
の
古
都
。

133　

 

ポ
ロ
ン
ナ
ル
ワ
。
ス
リ
ラ
ン
カ
中
部
の
古
都
で
、

十
一
〜
十
三
世
紀
は
首
都
で
あ
っ
た
。



（97）97

色
ゝ
の
事
を
考
ふ
、

�

六
月
二
日
　
月
曜
　
～
　
五
日
　
木
曜

【
六
月
二
日
欄
の
欄
外
右
側
】

シ
ヤ
ツ
一
、
縮
白
シ
ャ
ツ
一
、
靴
下
一
、
浴
衣
、
一
ネ
ル
ヅ

ホ
ン
一
、
ツ
メ
エ
リ
一
、
サ
ル
マ
タ
一

【
六
月
二
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

コ
ロ
ン
ボ
よ
り
ホ〔

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
〕

ー
ト
サ
イ
ド
迄
は
通
常
十
三
四
日
の
航

程
な
る
も
こ
の
強
き
向
風
と
荒
波
に
て
は
十
五
日

間
て
も
と
て
も
着
け
る
か
と
う
か
疑？

ら
し
く

風
位
左
舷
の
正
側
即
ち
斜
面
西
西
南
に
し
て

船
体
常
に
右
に
か
た
む
き
左
右
の
動
揺
な
き
も

前
後
の
揺
は
波
と
共
に
か
な
り
烈
し
く
時
に

下
甲
板
に
波
の
打
か
ふ
さ
る？

事
あ
り
ゴ
ル
フ
す

る
時
も
常
に
白
泡
よ
り
起
る
シ
ブ
キ
小
雨
の

如
く
降
り
来
り
て
衣
□
□
て
塩
気
に
て
じ

ト
〳
〵
と
し
て
気
持
あ
し

波
の
形
波
の
色
も
鮮
か
に
し
て
美
し
空
は

�

【
六
月
三
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

幸
に
毎
日
晴
れ
か
ち
に
て
雲
の
形
な
と
面

白
く
眺
め
ら
る
ゝ
も
の
珍
ら
し
か
ら
す
夜
は

空
の
星
光
鮮
明
に
て
若
月
の
光
さ
へ
美

し
く
静
か
に
荒
れ
狂
くマ

マ

波
を
輝
す
夕
も

あ
り
こ
の
大
洋
に
て
は
夕
陽
の
没
景
盛

烈
な
る
光
景
を
観
る
事
あ
る
も
毎
回
は

未
た
壮
な
る
夕
曛
を
見
る
入
夕
な
し

（
く
？
）、

思
は
ん
と
し
て
黙
す
も
遂
に
夢
に
入
る
事

あ
り
読
書
せ
ん
と
し
て
欧
書
な
と
出
せ
は

頭
重
く
な
り
来
り
て
不
快
を
感
せ
ら
れ
人
と

語
ら
む
と
す
も
相
手
少
な
く
殆
ん
と
ほ
ん
や
り
と

【
六
月
四
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

不
為
に
時
を
過
す
よ
り
外
な
し

時
に
過
去
向
後
の
上
に
就
き
考
へ
浮
ふ
事

も
尠
し
せ？

す

こ
れ
か
ら
自
分
の
仕
事
―
、
自
分
は
す
て
に
人
生
の

半
途
を
過
き
た
り
と
す
れ
ハ
今
残
る
半
途
の

路
は
愈
々
進
む
に
難
く
し
て
捉
へ
ん
と
す
る

對（
対
象
）照

は
高
く
や
ゝ
も
す
れ
ハ
精
力
感
情
の

衰
弱
を
来
す
事
な
き
や
と
愁
ふ
、

今
自
ら
の
歩
み
来
り
た
る
迄
の
余
は
比
較

易
々
た
る
も
の
な
り
し
或
は
誰
れ
に
て
も

出
来
得
べ
き
容
易
な
る
業
な
り
し
か？

【
六
月
五
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

こ
れ
よ
り
進
む
べ
く
否
進
ま
ね
は
な
るマ
マ

前
途
は

と
て
も
こ
れ
迄
の
自
分
の
全
体
て
は
及
も
つ
か

ぬ
ほ
と
遠
大
な
る
業
な
る
を
思
ふ
時
自
分
の

賎
弱
な
る
事
の
何
と
も
云
へ
ぬ
心
細
さ
を
起
す

の
み
、
偉
大
な
る
偉
大
な
ら
む
と
す
今
後

の
大
業
か
は
た
し
て
此
の
こ
れ
迄
の
不
肖
な
る

自
分
の
力
に
て
な
し
遂
け
得
ら
る
ゝ
て
あ
ら
ふ

か
自
分
は
自
分
の
價
値
を
考
へ
て
あ
ま
り
に

そ
れ
か
無
謀
な
望
み
て
ハ
な
い
か
と
躊
躇
すマ

マ

す
る
の
て
あ
る

↖
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�
六
月
六
日
　
金
曜
　（
記
入
な
し
）

�

六
月
七
日
　
土
曜

【
欄
外
上
側
】

昨
日
正
午
よ
り
本
正
午
迄
百
九
十
余
哩
航

【
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
〜
欄
外
下
側
〜
欄
外
右
側
】

コ
ロ
ン
ボ
を
出
て
よ
り
波
は
一
日
一
日
と

荒
く
風
は
暴
し
く
洋
水
茫
々
終
日
一
隻
の

す
れ
□
遇？

ふ
船
の
影
た
に
な
く
同
し
様
な
る
日
を
同？

し
様
な
る
事
を
し
て
其
日
〳
〵
を
暮
す
の
み
明
て
は

暮
れ
を
待
ち
暮
れ
て
ハ
明
を
待
の
み
の
楽
し

さ
、
昨
日
よ
り
も
今
日
の
風
は
朝
来
非
常
の
烈
し

さ
下
甲
板
に
時
々
打
揚
る
大
波
は
正
午
前
よ
り

上
甲
板
迄
に
も
越
揚
て
波
の
音
風
の
音
す
さ
ま
し

と
も
す
さ
ま
し
く
覆
布
の
大
ズ
ッ
ク134

の
太
綱
か

切
れ
る
や
ら
木
材
が
打
お
ら
れ
る
や
船
か
殆
と
右
舷

の
沈
む
様
に
か
た
む
く
や
ら
朝
食
昼
食
に
は
テ〔

テ
ー
ブ
ル
〕

ブ
ル

に
態
々
枠
を
用
ひ
る
迄
の
荒
方
な
り
正
午
過
ス
マ
ト
ラ
の
島

に
近
つ
き
て
風
漸
く
静
か
に
趣
き
し
も
夕
方
迄
に
は
又
其
勢

を盛
返
し
た
り
明
日
は
少
し
ハ
波
も

穏
か
に
な
る
頃
な
ら
む
と
船
員
の
か
た
る
を
聞
く

�

六
月
八
日
　
日
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

食
堂
に
枠
を
用
ひ
た
る
只
昨
日
の
み
な
り
し
も

今
日
も
波
浪
の
高
さ
な
か
〳
〵
に
衰
へ
来
ら
す

上
甲
板
に
打
越
す
回
数
尠
か
ら
す
、

船
に
弱
き
余
も
何
と
な
く
海
の
様
に
興
味

生
し
て
少
し
も
船
暈
を
催
す
事
な
く

終
日
デ
ッ
キ
に
在
り
少
し
は
読
書
さ
へ
試
る

事
あ
り
、

船
は
両
三
日
に
し
て
紅
海
に
入
る
べ
け
れ
は

洋
域
次
第
に
狭
り
来
た
れ
は
□
航
行
の
船

に
會
す
る
事
少
な
か
ら
ず
、

�

六
月
九
日
　
月
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

此
所
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に
碇
泊
す
る
事
の
長
時

間
な
り
せ
ば
カ
イ
ロ
迄
陸
行
し
て
エ〔

エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト

遺
物
の
一
半
の
み
に
て
も
接
し
度
く
望
み
し
も

と
て
も
其
の
時
間
の
生
せ
さ
□

（
る
？
）事

船
員
の
語
ら
る

ゝ
に
余
は
明
□

（
後
？
）年

、
帰
朝
の
途
を
此
の
道
に
と
り

ポ〔
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
〕

ー
ト
サ
イ
ト
寄
港
し
て
一
月？

間？

位
此
地
に
遊
ふ

尚
印
度
に
上
陸
し
て
一
旬
或
は
半
月
を
彷

ひ
て
エ
シ
プ
ト
藝
術
と
印
度
藝
術
の
関
係

に
就
て
研
究
を
試
む？

に？

両
者
の
文
明
上
に
就
て

少
し
ハ
得
る
所
の
智
識
も
加
ら
む
□
と
思
起
し

ぬ
若
し
こ
れ
を
得
む
と
せ
ハ
幸
甚
な
る
と

亜
米
利
加
経
由
を
断
念
せ
さ
る
べ（

べ
か
ら
ず
）

か
す

↖

134　

 

帆
布
の
こ
と
。
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135　

 

ア
デ
ン
は
イ
エ
メ
ン
南
部
の
港
湾
都
市
、
あ
る

い
は
ア
デ
ン
湾
の
こ
と
。

136　

 

バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ
ブ
海
峡
。
ア
デ
ン
湾
と

紅
海
と
を
分
け
る
海
峡
。
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六
月
十
四
日
分
の
日
記
は
、
六
月
十
四
日
欄
か

ら
六
月
十
三
日
欄
の
右
2/3
に
続
け
て
記
入
さ
れ

て
い
る
。

�

六
月
十
日
　
火
曜

【
欄
外
右
側
】

六
月
十
九
日
記

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
来
少
は
波
浪
の
衰
へ
た
る
を
見
れ
と
尚
蒼
浪
の

高
き
を
見
る
、
正
午
に
近
く
過
き
船
は
ア
デ
ン135

の

沖
近
く
過
ぐ
夕
方
に
入
り
て
波
は
次
第
に
勢
失
し

来
る
、
夜
バ〔

バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ
ブ
〕

ベ
ル
マ
ン
デ
ブ
海
峡136

を
過
き
て
愈

紅
海
に
入
る
、

印
度
洋
は
今
貿
易
風
の
期
に
て
今
回
の
如
く

往
々
烈
ゲ
キ
浪
の
海
と
化
す
る
事
あ
る
も
多
く
は

普
通
只
風
に
向
て
進
む
の
み
に
て
却
て
暑
熱

烈
し
か
ら
す
こ
れ
に
反
し
て
紅
海
は
風
絶
へ
て
両
岸

沙
漠
の
熱
気
に
苦
し
ま
さ
れ
は
過
き
る
を
得
す
、

然
し
地
中
海
へ
入
る
迄
僅
か
数
日
な
る
の
み

�

六
月
十
一
日
　
水
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

暑
き
思
寒
き
思
は
旅
の
興
な
ら
む
波
の
荒
る
も

静
か
な
る
も
亦
旅
の
思
出
た
ら
む
の
み
、
此
回
の
印

度
の
ゲ
キ
浪
も
か
つ
て
な
き
荒
海
の
旅
の
味
を

覚
へ
て
思
出
深
か
ら
む
、

紅
海
の
暑
熱
は
覚
悟
の
程
な
り
し
も
印
度

洋
の
暴
風
の
□
影
響
を
受
け
て
か
紅
海

上
常
に
涼
々
た
る
向
風
に
會
し
て
ス〔

ス
エ
ズ
〕

エ
ス
通

過
迄
殆
と
毎
日
心
地
よ
き
ほ
と
の
涼
し
き

日
の
み
送
り
、
印
度
洋
の
浪
に
苦
し
め
ら
れ
し

不
快
な
る
心
地
も
紅
海
に
入
り
て
ハ
全
く
愉
快

な
る
船
旅
を
洋
上
に
楽
し
む
の
み
、

�

六
月
十
二
日
　
木
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

数
日
後
ポ〔

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
〕

ー
ト
サ
イ
ト
に
寄
港
す
れ
ハ
そ
れ
に
て
ロ
ン

ド
ン
迄
は
寄
港
の
港
も
な
く
最
終
の
物
珍
ら
し

き
上
陸
を
楽
し
む
事
尠
か
ら
す
、

少
し
は
エ
ジ
プ
□
ト
紀
念
の
珍
物
て
も
□
聞？

く
も
の

あ
り
や
な
と
考
ふ
事
時
ゝ
、

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に
投
函
す
べ
く
書
信
を
数
通

か
く
暑
熱
あ
ま
り
に
烈
し
か
ら
さ
れ
は
気
分

も
引
し
ま
り
来
り
て
読
書
す
る
の
も
興
味

多
し
、

日
本
出
発
以
来
非
常
に
時
の
経
過
き
た
る
心
地

す
、

�

六
月
十
三
日
　
金
曜
　（
記
入
な
し
）

�

六
月
十
四
日
　
土
曜137

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
・
欄
外
右
側
】

午
前
早
起
す
て
に
遥
に
右
方
両
舷
に
当
り
て
遥
に
山
影
を
見

る
両
岸
次
第
に
近
つ
き
来
り
て

山
質
土
砂
□
粘
岩
に
し
て
一
つ
の
青
草
緑
樹
を
見
す
、

茫
々
連
々
た
る
山
脈
廣
く
つ
ゝ
き
て
てマ

マ

遠
き
□
所

空
に
連（

連
な
る
）

ら
る
を
思
ふ
、

↖
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昼
す
き
ス
エ
ズ
港
を
遠
望
す
る
を
得
港
外
に

投
錨？

す
れ
は
市
街
近
く
、
碇
泊
す
る
船
数
隻
、

土
人
の
土
産
物
な
と
持
込
て
客
を
求
む
る
あ
れ
と

大
低
買
求
む
る
ほ
と
の
も
の
な
し
、

午
後
四
時
出
帆
な
り
し
の
事
、
□
荷
揚
な
と
の

都
合
に
て
、
午
後
八
時
、
満
月
の
運
河
の
水
に

影
す
頃
途（

徐
々
）々

船
は
河
口
に
進
む

【
六
月
十
三
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
欄
・
予
記
・
本
文
欄
（
右
²⁄₃
）】

船
は
夕
食
後
前
除（

徐
々
）々

と
し
ス
エ
ズ
運
河
に
入
る
河
口
市

街
の
傍
に
多
く
の
天
幕
を
張
り
た
る
野（

野
営
）衛

の
軍

隊
を
見
る
、

運
河
は
十
五
夜
の
満
月
静
く
曻
り
て
茫
々
た
る

半
砂
の
漠
野
東
空
は
月
に
光
り
りマ

マ

て
西
空

は
尚
紅
に
染
み
残
り
て
高
く
清
光
の
星
は

輝
く
、

�

六
月
十
五
日
　
日
曜138

【
六
月
十
五
日
欄
の
欄
外
右
側
】

六
月
□
十
三
日
の
欄
に
記
入

【
六
月
十
五
日
欄
の
欄
外
上
側
】

□発
信
、

青
の
、

自
宅
、

大
原
、

柳
井
、

ハ
カ
キ

二
ダ
ー
ス

【
六
月
十
三
日
欄
の
予
記
・
本
文
欄
（
左
¹⁄₃
）
〜
欄
外
左
側
】

早
起
す
れ
は
両
岸
高
く
堤
只
一
つ
の
見
る
べ
き
物
象

な
し
、
船
は
進
み
て
□
左
舷
に
見
る
停
車
場
に
近
つ
く

頃
よ
り
両
岸
限
り
な
く
廣
く？

敷
れ
た
る
野
衛
の
兵

阽（
站
）を

見
る
こ
れ
欧
乱
の
残
影
に
し
て
尚
数
多
千
の
陣
影

は
当
時
の
ま
ゝ
□
□
備
を
守
る
、マ

マ
あ
り
、

八
時
過
ぎ
□
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
の
町
か
け
眼
界
に
入
る
、

【
六
月
十
五
日
欄
の
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
九
時
余
、
ポ〔

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
〕

ー
ト
セ
ツ
ド
に
着

投
錨
、
直
に
上
陸
、
此
地
は
別？

に
訪
観

す
べ
き
地
も
な
け
れ
は
同
船
の
諸
氏
と
共

に
廣
く
も
な
き
市
中
を
往
復
し
て

各
土
産
物
な
と
を
賣
る
商
店
に
立
寄
り
種
々
の
買

物
を
試
み
ん
と
す
る
も
先
年
余
の
訪
れ
た
る
期
に
比
し

て
物
價
の
非
常
に
高
價
な
る
□
一
驚
す
、
午
後
、

六
時
出
帆
の
事
な
れ
は
、
と
て
一
同
と
五
時
過
帰
船
す
、

エ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
の
寶
玉
遺
物
な
と
の
発
掘
品
に
模
し
た
る
珍

ら
し
き
小
品
多
々
あ
り
、
布
及
金
箱
、
石
な
と
買
求

め
て
帰
る
、
カ
イ
ロ
辺
に
て
至
れ
は
何
か
面
白
き
品
も
見

出
し
得
る
な
ら
む
か

�

六
月
十
六
日
　
月
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
は
昨
夜
七
時
過
出
帆
海
上
小
波
を
見
る
の
み

の
静
か
さ
愈
々
船
は
地
中
海
に
入
り
ぬ

138　

 

六
月
十
五
日
分
の
日
記
は
、
六
月
十
三
日
欄
の

左
1/3
か
ら
六
月
十
五
日
欄
に
続
け
て
記
入
さ
れ

て
い
る
。
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四
方
茫
々
た
る
大
洋
な
れ
と
印
度
洋

な
と
に
比
し
き

（
て
？
）何

時
と
な
く
な
つ
か
し
き

心
地
し
て
海
の
色
も
空
の
色
も
夏
の
色
光
も

何
と
な
く
優
れ
て
観
ゆ
、

地
中
海
に
入
れ
は
行
□
手
遥
に
見
渡
す
事

も
得
さ
れ
と
も
、
神
話
期
の
名
残
の
所
多
く

限
り
な
き
空
の
彼
方
に
隠
れ
て
見
へ
め（

ぬ
）も

何
と

な
く
身
の
か
つ
て
黄
金
時
代
の
物
話（

語
）に

加？

り

た
る
心
地
す
、
気
温
は
昨
日
よ
り
も
一
層
下
降

暑
を
感
せ
ず

�

六
月
十
七
日
　
火
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

昨
日
は
ギ
リ
シ
ヤ
の
沖
を
航
行
す
此
船
の
マ
ル
セ

ー
ユ
に
寄
港
せ
さ
れ
は
亜〔

ア
フ
リ
カ
〕

非
利
加
の
方
岸
近
く
地
中

海
の
南
方
を
行
く
此
日
終
日
□
一
つ
の
島
か
け

一
隻
の
船
体
を
見
す　

只
坦
々
た
る
水
の
上
を
船
は

か
ろ
き
風
に
迎
へ
ら
れ
て
軽
く
行
く
の
み
、

外
気
、
冷
気
を
加
へ
来
れ
は
船
客
の
デ
ッ
キ
に

出
つ
る
人
次
第
に
少
な
く
な
り
て
殆
と
半
日
は
船

室
に
話
合
ふ
様
に
な
る

ロ
ン
ド
ン
上
陸
及
入
国
手
続
な
と
な
か
〳
〵
に
面
倒
ら
し

く
再
ひ
佛
国
へ
の
入
国
手
続
な
と
の
事
な
と
思
出
し

て
少
々
嫌
な
思
を
起
す
、

�

六
月
十
八
日
　
水
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
来
冷
風
漂
々
と
し
て
起
る
も
そ
は
只
船
航
の
速
力
に
よ
り

て生
す
る
空
気
の
抵
抗
の
み
、
海
波
一
つ
の
起
る
な
く
見
渡
す

限
り
洋
々
た
る
緑
藍
の
水
面
の
み
昨
日
以
来
気
温
は

と
み
に
下
降
し
て
七
十
余
度
と
な
る
、
白
衣
の
装
を

更
へ
て
チ〔

チ
ョ
ッ
キ
〕

ヨ
キ
さ
へ
も
着
す
る
を
要
す
、
両
三
日
前

よ
り
少
し
喉
を
痛
め
て
気
分
悪
し
か
り
し
□
□
□
も

今
日
頃
全
く
快
□
□
に
帰
す
、
上
甲
板
の
籐
椅
子
に

よ
る？

は
已
に
寒
冷
を
感
し
る
位
に
し
て
殆
と

下
甲
板
に
て
ゴ
ル
フ
を
な
す
の
外
は
船
室
に
諸
氏
と
談

笑
す
る
の
み
、
最
早
や
ロ
ン
ド
ン
迄
は
旬
日
と
せ
ま

り
来
る
上
陸
の
事
な
と
思
出
て
ゝ
面
倒
な
□
□
事
と

想
像
す
、

�

六
月
十
九
日
　
木
曜
　
～
　
二
十
一
日
　
土
曜

【
六
月
十
九
日
欄
の
欄
外
右
側
】

二
十

【
六
月
十
九
日
欄
の
外
上
側
】

二
十
二
日
記

【
六
月
十
九
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

地
中
海
の
波
は
実
に
静
雅
に
し
て
毎
日
只
船
中

に
在
る
を
忘
れ
て
全
く
陸
上
の
生
活
に
在
る
か
如
し

印
度
洋
の
旅
を
思
出
し
て
ハ
実
に
快
味
限
り
な
し

朝
に
多？

く？

床
を
起
き
出
て
、
甲
板
に
登
る
も
涼
気

を
感
す
る
位
に
て
最
早
白
服
の
用
な
き
事
と

な
り
ぬ　

船
客
の
持
合
せ
の
書
籍
な
と
借
読

み
て
時
を
過
す
、

↖



（102）102

此
頃
は
一
日
中
比
較
的
多
く
の
時
間
船
室
に

在
り
て
同
室
の
人
と
□
語
合
ふ
事
あ
り
夜
な
と

他
室
の
人
々
も
加
り
て
毎
夜
を
深
ふ
す
る
事

例
と
な
り
ぬ
、
同
室
の
人
々
は
山
田
国
民
記
者
と

【
六
月
二
十
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

東
京
御
木
本
真（

真
珠
）球

の
加
藤
虎
之
助
氏
と
コ
ロ
ン

ボ
に
て
青
野
氏
と
入
更
り
て
乗
船
さ
れ
た
る

西
村
氏
（
江
商
々
會
重
役
と
か
）139

、

各
語
合
ふ
話
題
は
各
方
面
に
渡
り
た
る

も
の
な
れ
と
多
く
時
の
過
き
る
を
悦
ふ
様
の

談
合
の
み
、

他
室
よ
り
来
る
人
に
平
塚
農
学
博
士
と

□
小
笠
原
子
爵
あ
り
各
年
若
く

ロ
ン
ド
ン
留
学
の
士
な
り
、

其
他
海
軍
主
計
の
二
村
光
三
氏140

も
あ
り

山
田
氏
を
大
低（

抵
）中

心
と
し
て
話
し
は
湧
き
出
て
ゝ

【
六
月
二
十
一
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

時
に
生
欲
上
の
問
題
に
走
る
事
尠
か
ら
ず

山
田
氏
と
し
て
ハ
多
く
政
治
を
語
ら
る
も

余
と
し
て
ハ
多
く
の
興
味
を
持
す
不
能

其
他
西
村
氏
の
珍
話
を
語
る
事
あ
る

外
総
て
残
り
の
諸
氏
は
寡
言
な
り
、

あ
ま
り
に
海
の
静
穏
に
つ
ゝ
き
け
れ
は
旅
の
日
数
の

経
重
な
る
も
意
と
す
所？

な
く
尚
一
ヶ
月
は

こ
ん
な
旅
な
れ
は
続
け
て
興
あ
あ
き
来
る

様
の
事
な
か
ら
む
と
思
ふ
し
か
し

ビ
ス
ケ
ー
の
海
を
思
出
せ
ば
想
像
せ
は
ロ（

ロ
ンン

ドド
ン
）の

着
港
を
楽
し
む
も
の
な
ら
む
と
思
ふ

�

六
月
二
十
二
日
　
日
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

正
午
後
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
頭
南
島
形

を
右
舷
遥
に
望
む
全
山
要
塞
の
完

備
□
現
る
、
地
中
海
を
出
れ
は
潮
流
加
り
て

風
な
き
も
□
波
起
る
様
の
心
地
す

風
は
地
中
海
以
来
殆
と
同
し
追
手
な
り

タ
リ
フ
ァ141

の
辺
は
岸
に
近
く
航
行
せ
る
た
め

市
街
城
砦
の
様
接
見
す
る
を
得
、

午
後
船
は
次
第
に
少
し
つ
ゝ
の
動
揺
を

加
へ
来
り
め（

ぬ
）、

ト〔
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
〕

ラ
フ
ル
ガ
ー

142を
過
き
て
、
大
西

洋
の
波
に
揺
ら
れ
て
船
は
夕
空
照
の
空
を

追
ふ
て
西
北
に
走
る
、

【
欄
外
左
側
】

此
の
日
頃
一
日
三
百
哩
の
航
程
数
度
あ
り
、

�

六
月
二
十
三
日
　
月
曜
　
～
二
十
四
日
　
火
曜

【
六
月
二
十
三
日
欄
の
欄
外
上
側
】

七
月

十
一
日
追

記
【
六
月
二
十
三
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

船
は
愈
ビ
ス
ケ
ー
湾
の
航
路
に
入
る
風
浪
の
益
し
来
り

て
再
應
印
度
洋
の
荒
し
を
偲
は
し
め
来
ら
む
と

す
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
に
入
り
て
よ
り
往
来
の
船
舶

139　

 

江
商
株
式
会
社
の
西
村
磯
右
衛
門
。
児
島
の
住

所
録
に
名
前
が
あ
り
、
山
田
『
戦
後
の
欧
米
漫

遊
記
』（
前
掲
注
126
参
照
）
五
一
頁
で
も
氏
名
が

確
認
で
き
る
。
同
書
に
は
、
江
商
の
中
尾
優
も

西
村
と
と
も
に
乗
船
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

140　

 

山
田
『
戦
後
の
欧
米
漫
遊
記
』（
前
掲
注
126
参

照
）
に
は
「
二
村
海
軍
主
計
少
監
」
と
あ
る
。

141　

 

タ
リ
フ
ァ
。
イ
ベ
リ
ア
半
島
最
南
端
部
、
ジ
ブ

ラ
ル
タ
ル
海
峡
に
面
す
る
町
。

142　

 

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
岬
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
西

端
の
岬
。
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143　

 

六
月
二
十
日
欄
参
照
。

に
會
遇
す
る
も
の
多
く
欧
州
近
き
旅
を
思
は

し
め
来
る

長
か
り
し
航
海
も
後
数
日
に
て
終
ら
む
と
す
日
本
出

発
の
時
数
多
用
意
せ
し
写
生
道
具
も
何
の

用
を
も
成
さ
す
全
く
呑
気
な
る
間
に
弐
ヶ
月
を
終

り
た
る
事
を
残
念
に
堪
へ
さ
る
も
せ
ん
方
な
し

幸
に
船
旅
の
平
安
な
り
し
事
を
思
へ
は
こ
の
二
ヶ
月

の
取
戻
し
は
着
欧
後
奮
闘
す
れ
は
□
差
引

【
六
月
二
十
四
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

の
就
さ
る
事
も
あ
ら
さ
る
べ
し

明
後
日
は
或
は
ロ
ン
ド
ン
に
着
港
す
べ
き
や
も

不
計
と
の
事
な
り
し
も　

昨
日
よ
り
向
風
の

度
加
り
来
り
た
れ
は
先
日
中
三
百
哩
も
航

せ
し
も
の
か
や
つ
と
弐
百
五
十
哩
位
よ
り
進
む
事

不
能
と
の
□
な
れ
は
と
て
も
廿
六
日
に
着
港

は
不
可
能
な
ら
む
一
通
ト
ラ
ン
ク
な
と
整
理

す
る
必
要
も
あ
れ
は
室
の
荷
物
の
か
た
づ
け

及Bagage room
e

の
ト
ラ
ン
ク
を
引
出
し
て

荷
物
の
詰
更
を
な
す

�

六
月
二
十
五
日
　
水
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

昨
日
よ
り
波
は
如
何
程
か
静
ま
り
た
る
様
な
れ
と
も

風
も
尚
衰
へ
す
船
の
進
航
例
日
の
如
し
、

船
中
常
に
無
聊
に
苦
し
む
も
如
何
と
も
な
す
事

な
く
、
読
書
せ
ん
に
も
面
倒
な
る
書
籍
を
手
に

す
る
事
不
能
、
船
中
誰
彼
れ
の
読
さ
し
の

小
説
単
本
な
と
手
に
ま
か
せ
て
読
破
す
る
の
み

コ
ロ
ン
ボ
よ
り
乗
船
の
西
村
氏
河
原
賀
市
君

の
知
人
な
り
と
云
ふ143

夕
食
に
砕
ふ
て
な
か
〳
〵

滑
稽
を
演
せ
ら
る
ゝ
事
あ
り

明
日
の
昼
頃
迄
に
は
ビ
ス
ケ
ー
湾
も
通
過
す
べ
け

れ
は
船
の
味
も
覚
ゆ
る
事
は
今
日
明

（
明
日
）の

み
□
と
な
る

�

六
月
二
十
六
日
　
木
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

愈
明
日
中
に
は
英
国
に
上
陸
出
来
得
べ
し
何
と

な
く
重
荷
の
下
り
た
る
様
の
気
持
す
、

�

六
月
二
十
七
日
　
金
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

早
朝
よ
り
右
舷
に
遥
か
佛
国
の
陸
平

の
見
ゆ
、
こ
れ
或
は
ノ〔

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
〕

ル
マ
ン
デ
ー
の
辺
な
ら
む
か
、

正
午
頃
に
入
り
て
船
の
進
む
に
従
ひ
左
方
に

英
国
の
陸
を
眺
め
て
ド
ー
バ
ー
を
過
き
て
よ

り
船
は
進
て
ド
ー
バ
ー
テ
ー
ム
ズ
に
入
り
ぬ
、

午
後
六
時
頃
サ〔

サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
〕

ウ
ザ
ン
プ
ト
ン
の
岸
に
着
此
所

に
て
旅
券
の
検
査
及
、
荷
物
の
検
査
を
終

り
上
陸
、
八
時
ロ
ン
ド
ン
に
向
ふ
べ
き
特
別

列
車
あ
り
て
こ
れ
に
乗
し
て
一
時
間
余
に
し
て
ロ〔

ロ
ンン

トド
ン
〕ン

、
サ〔

セ

ン

ト

・

パ

ン

ク

ラ

ス

〕

ン
ト
パ
ン
□
□
ク
□
ラ
ス
停
車
場
に
着
一
行
と

と
き
わ
料
理
店
に
到
り
て
夕
食
を
な
し
夜
晩
く

イ〔
ユ
ー
ス
ト
ン
・
ロ
ー
ド
〕

ウ
ス
ト
ン
ロ
ー
ド
の
オ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
に
投
宿
す
、

�

（B
a

g
g

a
g

e
 r

o
o

m

）
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六
月
二
十
八
日
　
土
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

木
村144

山
田
小（

小
笠
原
）笠の

両
三
氏
と
共
に
同
道
正
金145

に
至
る
、
日

本
よ
り
の
為
替
金
五
〇
〇
受
取
、
後
一
行
と

同
道
、
佛
国
領
事
館
に
旅
券
証
明
を

受
く
後
、
ロ
ー
ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
を
観
る
、

前
回
の
時
か
つ
て
見
を
得
さ
り
し
か
想
像
通

り
殆
と
見
る
べ
き
も
の
な
し
サ
ン
ジ
ヤ
ン
か
描

き
し
戦
士
の
図
も
何
の
價
値
な
く
ブ
ラ
ン

キ
グ
イ
ン146

の
出
品
な
き
は
非
常
に
物
足
な
き

心
地
す
、
夜
は
早
々
宿
に
帰
り
て
床
に

就
く

此
日
午
後
四
時
過
ベ
ル
サ
イ
ユ
に
て
平
和
條
約
調
印
済
と

な
れ
り
と
の
号
外
出
づ

�

六
月
二
十
九
日
　
日
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

午
前
一
人
に
て
ナ〔

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕

シ
ヨ
ナ
ル
ガ
ラ
リ
ー
に
参

観
す
、
午
後
、
セ〔

セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
〕

ン
ト
パ
ン
カ
ー
ル
停
車

場
に
来？

り
預
置
き
の
ト
ラ
ン
ク
を
宿
に
引

取
る
、

木
村
氏
と
明
日
佛
国
に
向
て
同
行
を
約
し

ウ〔
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
〕

オ
タ
ロ
ー
停
車
場
に
至
り
て
切
符
を
求

む
。
ド
ー
バ
カ
レ
ー
の
線
も
、
フ〔

フ
ォ
ー
ク
ス
ト
ー
ン
〕

オ
ク
ス
ト
ン
、
ブ〔

ブ
ー
ロ
ーロ

ンニ
ュ
〕ヌ
の
線
も
公
用
の
人
の
み
に
限
ら
れ
旅
行
し

得
る
も
一
般
は
サ〔

サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
〕

ブ
サ
ン
プ
ト
ン
、
ハ〔

ル
・
ア
ー
ヴ
ル
〕

ー
ブ
ル
の
線

を
過
る
よ
り
の
外
な
し
、

夕
食
を
と
き
わ
に
来
り
、
山
田
、
小
笠
原
、
西
村
中？

尾？
147

木
村
の
諸
氏
と
会
食
す
、

 

六
月
三
十
日
　
月
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
ピ
カ
デ
リ
ー
に
近
き
骨
董
店
に
至
り

ガ
ラ
ス
瓶
と
ペ
ル
シ
ヤ
の
皿
の
破
片
を
求
む
、

午
後
ブ〔

ブ

リ

テ

ィ

ッ

シ

ュ
・
ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

〕

リ
テ
イ
シ
ユ
、
□
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
を
参

観
す
、

午
後
七
時
ウ〔

ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
〕

オ
タ
ロ
ー
停
車
場
発
サ〔

サ
ウ
サ

ブ
サ

ンン
プ
ト
ン
〕

プ
ト
ン
に
着
し
た
る
は
九
時
過
な
り
此
所

に
て
も
旅
券
の
検
非
常
に
面
倒
な
り

十
一
時
□
発
船
佛
地
に
向
ふ

 

七
月
一
日
　
火
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

早
起
す
れ
ば
已
に
船
は
陸
地
の
近
□
て
あ
り

こ
れ
ハ〔

ル
・
ア
ー
ヴ
ル
〕

ー
ブ
ル
の
港
外
な
り

七
時
着
港
又
旅
券
の
検
査
要
し
て

九
時
発
車
、
午
後
一
時
少
し
過
き
巴
里

着
、

ブ
ル
バ
ー
ル
ク
リ
シ
ー
の
諏
訪
と
云
ふ
日
本

人
の
経
営
せ
る
ホ
テ
ル148

に
今
夜
不
取
一
泊
す
る
事

と
な
す
、
木
村
氏
同
□
木
村
氏
は
ハ〔

ル
・
ア
ー
ヴ
ル
〕

ー
ブ
ル

に
て
一
泊
、「
昼
食
を
終
へ
て
直
に
グ
ラ
ン
パ
レ
ー

に
趣
く
に
尚
サ
ロ
ン
は
昨
日
迄
に
閉
場
せ
す
し

て
来
る
日
曜
日
迄
日
延
な
り
と
云
ふ
何
た
る
至
幸
！

〔
ド
ー
バ
ー
‐
カ
レ
ー
〕

〔B
oulevard de C

licy 
ク
リ
シ
ー
大
通
〕

144　

 

木
村
半
蔵
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、

山
田
『
戦
後
の
欧
米
漫
遊
記
』（
前
掲
注
126
参

照
）
一
五
頁
で
も
氏
名
が
確
認
で
き
る
。

145　

 

横
浜
正
金
銀
行
の
こ
と
。

146　

 

フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ラ
ン
グィン
（Frank Brangw

yn, 

一
八
六
七

－

一
九
五
六
）。
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
。

147　

 

江
商
株
式
会
社
の
中
尾
優
で
あ
ろ
う
。
前
掲
注

139
参
照
。

148　

 

諏
訪
ホ
テ
ル
の
こ
と
。
諏
訪
秀
三
郎
が
ク
リ
シ

ー
大
通
で
営
ん
で
い
た
ホ
テ
ル
。
着
仏
間
も
な

い
日
本
人
客
が
多
く
利
用
し
た
。
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149　

 

第
一
次
世
界
大
戦
中
よ
り
閉
室
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。

150　

 

エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
（Edgar D

egas, 

一
八
三
四

－

一
九
一
七
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

151　

 

山
田
芳
三
郎
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ

り
、
ロ
ン
ド
ン
の
高
田
商
会
の
関
係
者
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
大
原
孫
三
郎
傳
刊
行
会
編

『
大
原
孫
三
郎
傳
』（
大
原
孫
三
郎
傳
刊
行
会
、

一
九
八
三
年
）
七
五
頁
に
も
同
じ
名
前
が
見
え
、

明
治
四
十
五
年
に
倉
敷
紡
績
に
入
社
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。

152　

 

欄
外
上
側
に
鉛
筆
に
て
「
青
山
熊
治
」
と
の
書

き
込
み
が
あ
る
が
、
児
島
の
筆
跡
で
は
な
い
。

153　

 

セ
ー
ヴ
ル
陶
磁
器
美
術
館
か
。

154　

 

青
山
熊
治
（
あ
お
や
ま
・
く
ま
じ
、
一
八
八
六

－

一
九
三
二
）。
洋
画
家
。

夕
方
パ（

パ
ン
テ
オ
ン
）

ン
テ
オ
の
傍
に
宿
を
求
見
当
る

 

七
月
二
日
　
水
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
ガ
ー
ル
サ
ナ
ザ
ル
の
荷
物
を
自
働
車
に
積

み
て Place Pantheon
のH

otel D
es Grands

H
om

m
es

に
運
ぶ
先
ず
一
ヶ
月
滞
在
の
約
を

終
ゆ
、

午
後
諏
訪
ホ
テ
ル
の
小
荷
物
を
運
ひ
て

愈
々
巴
里
の
客
と
な
り
た
る
気
持
す
、

午
二
時
過
大
使
館
に
趣
く
何
れ
へ
も
小
生
へ
の

通
信
来
り
居
ら
す
聊
か
悲
観
の
感
を
生
す
、

 

七
月
三
日
　
木
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

午
前
ル〔

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
〕

ー
ブ
ル
参
観
絵
画
の
室
は
殆
と

尚
閉
さ
れ
て149

見
る
も
の
な
し

午
後
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
こ
れ
も
同
前
只？

彫
刻
の
み
参
観
せ
ら
る
ゝ
の
み

ル〔
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
園
何
時
見
て
も
美
し

と
も
美
し

余
の
求
め
し
室
は
パ
ン
テ
オ
ン
の
右
側
に
し
て

三
階
の
前
室
な
れ
は
パ
ン
テ
オ
ン
と
前
の
廣

場
の
眺
望
よ
く
日
没
の
夕
照
堂
上
の

圓
柱
の
辨
に
輝
く
頃
日
本
て
見
ら
れ
ぬ
偉

大
な
る
感
じ
す

�

七
月
四
日
　
金
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
ベ〔

ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ネ
ヘ
イ
ム
ジ
ヤ
ン
及
、
シ〔

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ヨ
ウ
じ

ププ
テ
ィ
画
廊
〕

チ
に
趣
く　

ジ〔
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ
画
廊
〕

ョ
ー
シ
プ
チ
に
て
ド
カ150

の

デ
ッ
サ
ン
の
入
札
あ
り
高
價
な
る
に
驚
く

�

七
月
五
日
　
土
曜

【
欄
外
右
側
】

発
信　

小
林
、
青
の
、
自
宅
、
山
田
芳151

�

七
月
六
日
　
日
曜152

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
十
時
朝
の
カ
ッ
フ
ェ
を
終
へ
て
セ
ー
ブ
ル
に

趣
く
べ
く
ポ
ン
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
迄
出
か
け
た
る
も

開
戦
後
渡
止
と
な
り
た
る
や
川
蒸
気
の
停
船
場
に
は

人
影
も
な
し
乗
合
船
は
向
岸
に
撃（

繋
）か

れ
て？

古
ひ
て
観

ゆ
電
車
に
て
正
午
前
セ
ー
ブ
ル
の
桟
橋
畔
の
カ
ッ
フ
ェ
に

て
昼
食
を
済
し
陶
磁
器
の
ミ
ュ
ー

ゼ153

に
趣
く
、
此
所
に
も
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ヤ
、
ロ〔

ロ
ー
マ
〕

ー
マ
ン

の古
代
の
陶
器
多
く
列
せ
ら
る
、
ペ
ル
シ
ヤ
の
も
の
に
も
見　

る
べ
き
も
の
あ
り
、
日
曜
日
な
り
し
た
め
工
場
は
休
業

一
度
ジ
ャ
ル
ダ
ン
プ
ラ
ン
ト
迄
帰
り
た
る
も
此
所
ミ
ュ
ー
ゼ

閉
館
再
び
セ〔

セ
ー
ヌ
〕ンの

岸
リ
ユ
ー
ド
テ
ヤ
ー
ト
ル
に
青
山
君154

の
宿

を

〔Gare Saint- Lazare 

サ
ン
＝
ラ
ザ
ー
ル
駅
〕

〔Place du Panthéon 

パ
ン
テ
オ
ン
広
場
〕

↖

〔Jardin des P
lantes 

植
物
園
〕

〔Rue du T
héâtre 

テ
ア
ト
ル
通
〕

↖
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訪
ふ
同
氏
不
在
夕
食
後
滞
室

�

七
月
七
日
　
月
曜

【
天
気
欄
】

　

晴
【
本
文
欄
】

昨
日
山
田
西
村
の
一
行
、
巴
里
着
夕
方

小
生
を
訪
問
さ
れ
し
も
小
生
不
在
な
り
し

た
め
名
刺
を
残
し
て
今
朝
早
く
是
非

案
内
に
来
て
呉
れ
と
の
事
ス〔

諏
訪
ホ
テ
ル
〕

ワ
ホ
テ
ル

に
趣
き
午
後
よ
り
、
オ〔

オ
ペ
ラ
座
〕

ペ
ラ
の
附
近
を

をマ
マ

う
ろ
つ
き
夜
リ
ッ
セ
の
日
本
飯
屋

に
す
き
焼
に
趣
く
、

夜
オ〔

オ
ラ
ン
ピ
ア
劇
場
〕

リ
ピ
ヤ
を
観
る

�

七
月
八
日
　
火
曜

【
天
気
】

　

小
雨

【
本
文
欄
】

朝
ル
ー
ブ
ル
及
ル〔

ル

ー

ヴ

ル

百

貨

店

〕

ー
ブ
ル
マ
カ
ザ
ン

に
よ
る
、
午
後
ル〔

ル

ー

ヴ

ル

美

術

館

〕

ー
ブ
ル
ミ
ュ
ー
ゼ

を
観
る
、
夜
日
本
飯
屋
に
ス
キ

焼
を
會
食
す

今
日
も
案
内
し
て
方
々
を
馳

廻
る
、

�

七
月
九
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
時
半
山
田
、
西
村
、
中
尾
氏
と

共
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
に
行
く
午
前

中
庭
園
に
遊
び
午
後
大
小
の

ト〔
ト
リ
ア
ノ
ン
〕

リ
オ
ノ
を
見
、
後
宮
殿
の
各

室
を
観
る
、
平
和
調
印
の
さ
れ

た
る
鏡
の
室
を
見
る
、

夕
方
パ
リ
に
電
車
に
て
返
る
、

又
日
本
飯
屋
に
趣
く
、
今
夜
オ
ペ
ラ

に
趣
く
筈
な
り
し
も
一
行
の
労
れ

尠
な
か
ら
す
し
て
中
止
す
、

�

七
月
十
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

ラ
モ
レ
ル
に
趣
き
て
金
山
君
よ
り
依
頼

の
ト〔

画
布
〕

ワ
ル
の
件
を
傳
へ
る
、

午
後
久
し
振
り
に
て
湯
に
浴
し

夕
方
食
事
後
早
く
床
に

就
く

此
頃
日
脚
な
か
く
し
て
九
時
半
な
ら
て

は
點
燈
す
る
の
必
要
な
く
大
低（

抵
）毎？

夜
十
二
時
を
過
き
一
時
に
近
つ
く
頃

就
床
す
る
を
慣
と
す
、

朝
は
八
時
頃
起
床
朝
の
シ
ヨ
コ
ラ

大
低（

抵
）十

時
前
後
と
な
る

�
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155　

 

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
（Gustave M

oreau, 

一
八
二
六

－

一
八
九
八
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

156　

 

欄
外
右
側
に
「
リ
ユ
ー
ド
チ
ャ
ー
ト
ル
」、
欄
外

上
側
に
「
都
鳥
（
ト
ト
リ
）
英
喜　

広
瀬
勝
平
」

と
の
鉛
筆
で
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
児
島
の
筆

跡
で
は
な
い
。

157　

 

都
鳥
英
喜
（
と
と
り
・
え
い
き
、
一
八
七
三

－

一
九
四
三
）。
洋
画
家
。

158　

 

広
瀬
勝
平
（
ひ
ろ
せ
・
か
っ
ぺ
い
、
一
八
七
七

－

一
九
二
〇
）。
洋
画
家
。

159　

 

同
日
予
記
欄
の
「
青
野
」
と
引
出
線
で
つ
な
い

で
い
る
。

160　

 

カ
ロ
リ
ュ
ス
＝
デ
ュ
ラ
ン
（Carolus -D

uran, 

一
八
三
七

－

一
九
一
七
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

七
月
十
一
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

　

晴
【
予
記
欄
】

来
信

青
の
、

妻
、

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
ー

155

 

の
ミ
ュ
ゼ
に
趣

く
此
所
は
故
人
か
住
宅
の
後
に
し
て

レ
ッ
ド
シ
ョ
セ
の
両
三
室
と
二
階
三
階

の
画
室
に
使
用
せ
し
廣
き
両
室
に

全
く
空
間
な
く
直
に
多
く
の
遺
作

品
を
陳
列
し
た
り
完
製
の
も
の
も
尠

か
ら
さ
れ
と
未
完
の
も
の
多
あ
り
七
百

の
タ
ブ
ロ
ー
と
四
千
4000
近
き
デ
ッ
サ
ン

は
故
人
か
逝
き
し
時
の
侭
に
此
画
室
と

共
に
永
遠
に
保
存
さ
れ
ん
と
す
偉
と

云
ふ
べ
し

午
後
ミ
ユ
ゼ
、
ギ
ユ
メ
、
及
ミ〔

ガ
リ
エ
ラ
宮
殿
（
美
術
館
）
？
〕

ユ
ゼ
ガ
ラ
リ
レ
ア
を
観
る
、

�

七
月
十
二
日
　
土
曜156

【
予
記
欄
】

来
信

青
の
、

妻
【
本
文
欄
】

　

朝rue de T
heâtre

に
青
山
君
を
訪
問
す

昼
食
後
同
道
し
てBillancourt

都
鳥157

、
廣
瀬
氏158

を
訪
問
す
、

夜
十
時
過
迄
話
込
て
帰
宅
す
、

明
後
日
は14 Juillet

な
り
今
年

戦
捷
□
共
盛
大
な
る
事
な
ら
む
、

今
夜
あ
た
り
方
々
の
辻
々
に
て
奏

楽
し
て
し
よ
ぼ
〳
〵
雨
の
降
る
中
を

男
、
女
の
群
か
し
き
り
と
舞
愉
を

試
み
て
夜
を
深
し
て
居
る

�

七
月
十
三
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

青
の
、
自
宅
、

柳
井
、
斉
藤
、

ハ
ガ
キ

二
十
四
枚

【
欄
外
右
側
】

金
の
こ
と
を
申？

送
る
九
月
始
送
出
の
事159

【
本
文
欄
】

朝
シ
ヨ
コ
ラ
を
飲
み
に
一
寸
出
か
け

て
帰
て
正
午
迄
青
野
君
と
妻
と
に

手
紙
を
か
く
、

午
後
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
に
カ
ル
ゝ
ス
デ
ユ

ラ
ン

160

 

をマ
マ

展
覧
会
を
観
る
筆
に
於

て
壮
な
る
も
、
色
調
に
快
味
を
覚
へ
す

〔
ギ

ュ

ス

タ

ー

ヴ
・
モ

ロ

ー

美

術

館
〕

〔rez- de- chaussée 

一
階
〕

〔

ギ

メ

美

術

館

〕

〔
カ
ロ
リ
ュ
ス
＝
デ
ュ

ラ
ン
〕
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肖
像
の
表
情
何
れ
も
俗
悪
な
る
を

悲
し
む
、
午
後
ハ
ガ
キ
二
十
四
枚
手
紙

な
と
か
く
夕
方
迄
エ〔

エ
ト
ワ
ー
ル
〕

ト
ワ
ル
よ
り
コ
ン
コ
ル
ド

迄
明
日
の
支
度
を
大
観
す
る
た
め
散
歩

す

�

七
月
十
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

14 Juillet 

朝
九
時
過
コ
ン
コ
ル
ド
迄

出
か
け
た
シ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
の
凱？

セ
ン
式
は

人
群
の
遥
に
馬
上
の
兵
士
や
剣
の
先

の
旗
か
見
へ
る
位
て
あ
つ
た
人
出
は
沢
山

て
乗
物
な
と
殆
と
と〔

途
絶
え
〕絶、

夜
色
火

花
□
火
な
と
あ
つ
た

パ
ン
テ
オ
ン
の
側
て
も
五
臺
の
サ
ー

チ
ラ
イ
と（

ト
）を

発
動
さ
せ
て
パ
ン
テ

オ
ン
の
堂
上
に
にマ

マ

赤
き
色
火
を
燃
て

な
か
〳
〵
壮
観
て
あ
つ
た
十
二
時
頃
眠
に
つ

く
迄
外
は
尚
騒
然
た
る
も
の
で
あ
つ
た

�

七
月
十
五
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

　

曇
【
本
文
欄
】

午
前
近
所
を
散
歩
し
た
、

午
後
、
二
時
バ
ル
ト
ロ
メ
氏
を
訪

幸
在
宅
数
刻
話
し
て
帰
つ
た

極
親
切
そ
ふ
な
老
人
て
あ
る

日
本
か
ら
携
へ
来
た
竹
根
の
印

を
贈
た
非
常
に
悦
て
居
ら
れ

た
、
夕
方
迄
ふ
ラ
〳
〵
と
散
歩

し
た
ボ

〔
ボ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
百
貨
店
〕

ン
マ
ル
セ
に
寄
て
ア
ラ

ブ
の
布
を
買
た
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
附
近
を
歩
廻
た

夜
今
日
買
た
布
の
手
入
を
し
た

�

七
月
十
六
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
ラ
モ
レ
ル
に
行
絵
具
箱
の
小
さ
き
も
の

及
額〔

額
縁
〕椽

な
と
求
む
、

午
後
ブ
ル
ベ
ー
ト
イ
タ
リ
ア
ン
の
方

に
出
か
け
て
ベ〔

ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ン
ヘ
イ
ム
、
ジ〔

ジ
ョ
ル
ジ
ュ

ョ
ー
ジ

ププ
テ
ィ
画
廊
〕

チ
に
趣
た
る
も
何
の
展
覧
会

も
な
し
夕
方
宿
に
帰
る

�

七
月
十
七
日
　
木
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
園
を
中
心
と
し
て

其
附
近
に
借
部
屋
な
き
や
と
尋
ね

廻
る
大
き
な
画
室
の
明

（
空
き
）た

る
も
の
あ
れ

と
な
か
〳
〵
立
派
す
き
る
ら？

し
、

午
後
も
三
時
頃
迄
歩
廻
た
、

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
殿
？
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
日
光
に
輝
く

緑
葉
紅
花
の
清
香
心
地
よ
し

〔B
oulevard des Italiens 

イ
タ
リ
ア
大
通
〕
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161　

 

仏
語
のgrecque

ま
た
は
英
語
のGreek

で
あ

ろ
う
。

162　

 

鉛
筆
に
て
引
出
線
が
つ
け
ら
れ
、「
壜
」
と
書
き

加
え
ら
れ
て
い
る
。
児
島
の
筆
跡
で
は
な
い
。

163　

 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
（V

ictor H
ugo, 

一
八

〇
二

－

一
八
八
五
）。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
詩

人
、
劇
作
家
。

164　

 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
邸
（
博
物
館
）

165　

 「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
コ
ラ
ロ
ッ
シ
に
ク
ロ
ッ
キ
ー
に

赴
く
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
ア
カ
デ
ミ
ー
・
コ
ラ

ロ
ッ
シ
は
私
立
の
美
術
学
校
。

夕
方
一
時
間
ほ
と
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の

公？

園
内
に
憩＊

ふ
夕
日
の
没
せ
ん

と
す
る
頃
噴
水
の
池
水
暗？

く
な
り
行

て
パ（

パ
ン
テ
オ
ン
）

ン
テ
オ
の
堂
殿
紅
に
窓
硝
子
の
黄
金

に
輝
く
頃
さ
て
も
美
し
き
所
な
り

�

七
月
十
八
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
に
写
生
に

趣
く
殆
と
三
四
ヶ
月
振
り
に
て
油

絵
具
を
手
に
し
た

午
後
ル
ー
ブ
ル
に
エ
ジ
プ
ト
ロ
ー

マ
、
グ
リ
ー
キ

161
の
硝
子
壜162

の
写
生

に
出
か
け
、
ベ〔

ベ
ル
・
ジ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
エ
ー
ル
百
貨
店
〕

ル
ジ
ヤ
ル
デ
ニ
ユ
に
寄
る

�

七
月
十
九
日
　
土
曜

【
天
気
欄
】

　

晴
【
予
記
欄
】

暑
気
を

感
す

来
信

加
藤

【
本
文
欄
〜
予
記
欄
右
端
〜
欄
外
左
側
】

朝
ミ〔

カ
ル
ナ
ヴ
ァ
レ
博
物
館
〕

ユ
ー
ゼ
カ
ル
バ
レ
を
観
ユ
ー
ゴ
ー163

の
住
宅164

を
訪
れ
た
、

カ〔
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
レ
博
物
館
〕

ル
ナ
バ
レ
ミ
ュ
ー
セ
に
て
は
石
器
時
代

及
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
品
最
も
趣
味

深
し
、
ユ
ー
ゴ
ー
の
生
活
を
偲
ひ

て
甚
た
廣
濶
な
る
趣
味
に
驚
く

然
し
て
其
家
具
を
自
分
に
て
調

製
せ
し
も
の
な
と
或
は
デ
ツ
サ
ン
写
生

な
と
に
独
特
な
る
描
法
の
ほ
と
こ
さ
れ

た
る
に
感
す
、

午
後
コ〔

コ
ラ
ロ
ッ
シ
〕

ル
ラ
ツ
セ
ニ（

に
）、

ク〔
ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
キ
に
趣
く165

午
後
七
時
迄

夜
、
青
山
君
来
訪

�

七
月
二
十
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

　

曇
【
予
記
欄
】

冷
気
を
感
す

発
信

加
藤

自
宅

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

十
時
過
青
山
君
を
訪
問
昼
食

後
同
道
し
て
レ〔

ケ
・
ビ
ヤ
ン
ク
ー
ル
〕

ビ
ア
ン
ク
ー
ル
に

都
鳥
、
廣
瀬
氏
を
訪
問
し
同
道

し
て
セ〔

セ
ー
ヌ
川
〕

ン
川
の
中
洲
に
写
生
行
く？

夕
餐
を
共
に
し
十
時
帰
宅

セ〔
セ
ー
ヌ
川
〕

ン
川
岸
か
洪
水
に
て
土
く
づ
れ

〔grecque 

ギ
リ
シ
ア
の
〕
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た？

る
辺
ガ
ラ
ス
瓶
の
破
片
数
多
捨

ら
れ
て
各
片
表
面
に
風
化
し
た
る

美
し
き
輝
き
あ
り
何
時
頃
の
時
代
の

も
の
な
る
や
エ〔

エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
、
ロ
ー
マ
朝
の
破
片
と

殆
と
同
時
代
の
も
ゝ
の
如
し

最
も
美
し
き
一
片
を
持
帰
る

【
欄
外
左
側
】

バ（
バ
ル
ト
ロ
メ
）

ル
ト
メ
氏166

留
守
中
に
来
訪
せ
ら
る

�

七
月
二
十
一
日
　
月
曜

【
欄
外
上
側
・
予
記
欄
】

発
信
二
十
二
日
書
留
、

大
原
、
金
山

大
原
へ
九
月
十
日
迄

の
送
金
の
事
を

申
送
る
、

金
山
カ〔

カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
代
取
替

九
百
五
十
法
送
金
の

事
を
申
送
る

【
本
文
欄
】

朝
、
ベ〔

ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ネ
ハ
イ
ム
へ
ク
ー
ル
ベ167

の

展
覧
會168

を
観
る
、
マ〔

マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
〕

ド
レ
ン
の
横

の
骨
董
店
に
支
那
の
物
を
陳
列

し
て
あ
つ
た
か
別
に
ほ
し
そ
ふ
な
も
の

な
し

正
午
前
コ
ン
ト
ワ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
レ
デ
ラ

マ
ン
ト
に
て
一
〇
〇
〇
の
分
の
為
替169

を
受
取

午
後
入
浴
ラ
モ
レ
ル
に
金
山
君
の
カ〔

カ
ンン

パヴ
ァ
ス
〕ス代

九
四
八
法
を
取
替
支
拂
、

夕
方
迄
ク
ロ
ッ
キ
ー

�

七
月
二
十
二
日
　
火
曜

【
予
記
】

来
信

山
田

青
の

【
本
文
欄
】

朝
少
し
か
た
つ
け
て
居
っ
た
ら
十
一
時

頃
に
な
つ
た
朝
の
カ
ツ
フ
エ
を
抜
に
し

て
昼
食
を
済
し
て
ベ〔

ベ
ル
・
シ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
エ
ー
ル
百
貨
店
〕

ル
ジ
ヤ
ル
デ
ニ
エ

に
洋
服
の
着
合
せ
に
行
つ
た

午
後
、
ク〔

グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー
ミ
エ
ー
ル
〕

ラ
ン
シ
ョ
ミ
ヘ

170に
ク〔

ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ッ
キ

に
行
く

夕
方
よ
り
雨
降
り
外
出
せ
す
手
紙
な
と

か
く

�

七
月
二
十
三
日
　
水
曜

【
欄
外
右
側
・
天
気
・
寒
暖
・
予
記
欄
】

来
信

青
の

166　

 

鉛
筆
に
て
「
バ
ル
ト
ロ
メ
？
」
と
書
き
添
え
ら

れ
て
い
る
。
児
島
の
筆
跡
で
は
な
い
。

167　

 

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ（Gustave Courbet, 

一
八
一
九

－

一
八
七
七
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

168　

 

ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
で
開
催
さ
れ
て
い

た
ク
ー
ル
ベ
の
個
展
を
観
覧
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　

 Exposition Courbet, Galerie Bernheim
-

Jeune, Paris, Jul. 18 -31, 1919

169　

 

鉛
筆
に
て
「
為
替
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

児
島
の
筆
跡
で
は
な
い
。

170　

 

ア
カ
デ
ミ
ー
・
ド
・
ラ
・
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー

ミ
エ
ー
ル
。
私
立
の
美
術
学
校
。
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171　

 

三
宅
専
一
か
。
大
原
孫
三
郎
傳
刊
行
会
編
『
大

原
孫
三
郎
傳
』（
前
掲
注
151
参
照
）
七
五
頁
に
、

明
治
四
十
年
倉
敷
紡
績
入
社
者
と
し
て
名
前
が

見
え
る
。

172　

 「
パ
リ
（
巴
里
）
に
帰
る
」
の
意
。

173　

 

印
刷
さ
れ
た
「
寒
暖
」
の
文
字
の
う
ち
「
暖
」

に
取
り
消
し
線
を
引
き
、「
し
」
を
書
き
足
す
こ

と
で
「
寒
し
」
と
し
て
い
る
。

174　

 

児
島
の
住
所
録
に
は
「
木
村
半
蔵　

H
ôtel 

M
irabeau, rue de la Paix, Paris

」
と
あ
る
。

前
掲
注
144
参
照
。

発
信
、

武
内
、
三
橋
、

三
宅
専171

、
原
田

都
志
、

来
信
矩
一
、

【
本
文
欄
】

昨
夜
半
床
に
就
て
よ
り
急
に
腹
痛
に？

て

醒
め
二
回
便
通
（
何？

の
原
因
た
る
と
不
知
）

朝
ト〔

ト
ロ
カ
デ
ロ
〕

ロ
カ
デ
ル
迄
出
か
け
た
れ
と
気

進
ま
す
し
て
帰
る
昼
め
し
を
抜

と
し
て
午
後
ク〔

ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ー
キ
に
行
く
、

夕
方
よ
り
少
し
心
□
よ
く
な
る
、

午
後
都
鳥
、
廣
瀬
氏
来
訪
さ
れ

し
も
小
生
不
在

�

七
月
二
十
四
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、
矩
一

廣
瀬

今
日
も
午
前
中

よ
り
少
し
腹

の
痛
み
を
感？

し

昼
食
を
抜

き
に
す
、

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
十
一
時
四
十
五
分
の
列
車
に
て
シ〔

シ
ャ
ト
ー
＝

ヤ
ト
ー

チテ
ィ
エ
リ
〕

エ
リ
ー
に
向
ふ
最
急
行
に
て
一
時
間
に

て
達
す
マ〔

マ
ル
ヌ
川
〕

ル
ン
川
の
架
橋
の
切
断

さ
れ
た
る
と
ホ
テ
ル
ト
ビ
ル
の
廣
場
の
辺

な
と
最
も
無
斬
な
家
屋
の
破
壊
及
焼

燃
さ
れ
た
る
を
見
る
ア〔

ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
ヂ
ヤ
ン
氏
幸

に
在
宅
氏
の
邸
宅
も
殆
と
総
て
の
窓
硝
子

の
な
き
迄
に
破
損
し
他
に
物
置
な
と
の
塀

の
壊
れ
た
る
所
多
し
此
所
へ
来
て
見
れ
ば

始
め
て
戦
後
の
悲
惨
を
目
前
に
す
る
事

を
得
独
逸
捕
虜
の
数
多
労
役
せ
る
を
見
る
、

午
後
四
五
時
発
の
列
車
に
て
帰
巴172

、

�

七
月
二
十
五
日
　
金
曜

【
寒
暖
欄
】

　

寒
し173

【
本
文
欄
】

朝
木
村
氏
を
ホ
テ
ル
ミ
ラ
ボ
ー
に
訪
ふ174

不
在

午
後
二
時
帰
宅
、

山
田
氏
来
訪
伊
太
利
よ
り
昨
日
巴
里
に

帰
ら
れ
た
る
由
午
前
中
に
来
訪

さ
る
、

三
時
訪
問
し
共
に
ボ

〔
ボ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
百
貨
店
〕

ン
マ
ル
セ
に

同
道
す
、
夕
食
後
帰
宅

�

〔hôtel de ville 

市
庁
舎
〕
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七
月
二
十
六
日
　
土
曜

　
【
寒
暖
欄
】

□
【
予
記
欄
】

来
信

中
尾？

【
本
文
欄
】

朝
山
口
女
史
を
訪
問
し
ア
ト
リ
エ

の
明

（
空
き
）た

る
も
の
な
き
か
と
尋
ぬ

午
後
三
時
、
山
田
氏
を
訪
問
し

氏
の
ロ
ン
ド
ン
に
出
発
を
ガ
ル
サ
ナ

ザサ
ン
＝
ラ
ザ
ー
ル
駅
〕

ー
ル
に
送
る
、

ク〔
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー
ミ
エ
ー
ル
〕

ラ
ン
シ
ヨ
ー
ミ
エ
に
夕
方
趣
く
も

モ
デ
ル
面
白
か
ら
す
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル

ク
サ
ン
ブ
ー

ル公
園
〕の

写
生
を
な
す
、

�

七
月
二
十
七
日
　
日
曜

【
予
記
】

発
信

炭
谷

【
本
文
欄
】

午
前
十
一
時
ル〔

リ

ュ

ク

サ

ン

ブ

ー

ル

駅

〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
停
車
場
よ
り

Sceaux

に
向
ふ
四
十
分
に
し
て
達
す

都
の
生
活
か
ら
久
し
振
り
に
田
舎
の

空
気
に
接
し
て
矢
張
は
呑
気
な

閑
静
な
田
舎
に
限
る
何
を
苦
し

む
て
都
に
住
む
の
て
あ
ろ
う
か
と
思
ふ
た

附
近
を
大
分
散
歩
し
て
一
枚
ス
ケ
ツ
チ

を
試
み
て
午
後
四
時
帰
寓
し
た
、

昨
夜
少
し
□

（
熱
？
）か

あ
つ
た
か
よ
く
眠
ら
れ

な
か
つ
た
の
て
今
日
は
少
し
労
れ
て
居
る

様
て
あ
る
夕
方
一
寸
夕
食
に
出
て
帰
る
、

�

七
月
二
十
八
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

Janssen

発
信

来
信　

原

【
本
文
欄
】

朝
晩
く
出
か
け
て
ペ
ル
シ
ヤ
陶
器
の
破
片
と

コ〔
ゴ
ブ
ラ
ン
織
〕

ブ
ラ
ン
織
の
断
片
を
求
む

午
後
ク
ロ
ツ
キ
ー
に
趣
き
ラ
モ
レ

ル
に
て
画
室
の
明
き
た
る
も
の
あ
る

や
も
不
知
と
の
事
に
て
フ〔

フ
ァ
ル
ギ
エ
ー

ア
ギ
エ
ー

ルル
〕

の
方
面
を
散
歩
す
、
な
し

ガ
ー
ル
ノ
ー
ル
に
行
き
汽
車
の
時

間
表
を
求
む
ベ
ル
ギ
ー
行
の
た
め

夜
早
く
就
床
、

山
口
青
山
君
な
と
留
守
に

来
訪
さ
る
、

�

〔Gare Saint- Lazare

〔G
are du N

ord 

北
駅
〕
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175　

 

ル
ロ
ワ
夫
人
（M

adam
e A

rthur Leroy de 
B

orgard

）
は
児
島
が
第
一
次
渡
欧
時
に
滞
在

し
た
下
宿
の
主
人
。
ル
ロ
ア
家
の
下
宿
は
、
藤

島
武
二
は
じ
め
日
本
人
画
家
が
滞
在
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。

七
月
二
十
九
日
　
火
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
画
室
の
事
に
つ
き
て
山
口
嬢
の

所
に
趣
く
大
低（

抵
）借

入
れ
得
る
事

な
れ
と
コ
ン
シ
エ
ー
ル
ジ
ユ
の
意
中

不
明
な
る
点
あ
れ
は
直
に
借
入
る
事

を
見
合
す
、

午
後
、
ル〔

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
〕

ー
ブ
ル
に
行
きV 〔

ガ
ラ
ス
〕

erre

の
ス
ケ
ッ
チ
を
な
す
、

夕
方
帰
宅
後
ス
ケ
ッ
チ
に
彩
色
な
と

し
て
ク
ロ
ッ
キ
ー
に
行
暇
な
く

日
暮
る

早
く
床
に
就
き
新
聞
を
読
む

風
邪
の
気
あ
り
、

�

七
月
三
十
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
画
室
約
策（

束
）の

た
め

N
o18, rue Ernest Cresson

に
趣
く

十
月
よ
り
三
ヶ
月
分
三
百
法
支
拂
、

別
に
コ
ン
シ
エ
ー
ジ
ユ
百
法
世
話
料

を
呉
れ
と
の
事
こ
れ
は
先
方

よ
り
申
出
す
べ
き
も
の
な
ら
ざ
る
の
み

か
百
法
と
は
法
外
な
る
金
な
れ

と
先
づ
支
拂
置
く
事
と
な
す
、

午
後
、
久
し
振
に
浴
湯
に
行
く

ク〔
ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ー
キ
ー
□
へ
寄
り
、
夕
方

近
所
に
マ
ダ
ム
ル
ロ
ア175

を
訪
問
す
、

�

七
月
三
十
一
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
停
車
場
に

写
生
に
出
か
け
た
、
何
か
構
図
の

材
料
に
も
と
鉛
筆
ス
ケ
ツ
チ
を
な
す
、

色
は
午
前
も
美
し
け
れ
と
パ
ン
テ
オ
ン

を
望
む
方
面
は
コ
ン
ト
ル
シ
ユ
ー
ル

に
て
装
飾
風
の
も
の
に
は
不
適
当

な
ら
む
か
、

午
後
ミ〔

ギ

メ

美

術

館

〕

ユ
ゼ
ギ
ユ
メ
に
行
く
ロ〔

ロ

ー

マ

〕

ー
マ
ン

の
古
き
布
模
様
の
模
写
を
な
す
、

夕
方
再
び
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
写
生

に
趣
く

�
八
月
一
日
　
金
曜

【
欄
外
右
側
】

送
金
を
催
促
す
る
事　

青
野
兄
へ

【
予
記
欄
】

来
信

木
村
、
山
田
、

発
信

山
田
、
加
藤
、

今
日
は
腹
痛
の
た
め

に
終
日
何
も
せ
す
に

〔c
o

n
c

ie
r

g
e

 
管

理

人
〕

〔c
o

n
c

ie
rg

e 

管
理
人
〕

〔c
o

n
t

r
e
-

j
o

u
r

 

逆

光
〕
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終
た

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
□
故
コ
ラ
ン
先
生176

の
妹
さ
ん177

の
住
所
を
聞

く
た
めRue de Vaugiral

の
旧
宅
に
訪
ね

ん
と
し
て
出
か
け
た
出
か
け
か
ら
少
し
変
て

あ
つ
た
腹
部
か
非
常
に
痛
を
感
し

て
便
通
を
催
し
て
来
た
中
途
て
帰
宅
す
る

事
に
し
た
昼
食
を
見
合
し
て
一
時
間

ほ
と
眠
た
三
時
頃
西
村
中
尾
氏
来
訪

さ
れ
た
同
道
し
て
出
か
け
た
い
か
と
う
も
腹

か
安
か
て
な
い
の
て
失
敬
し
た

先
般
案
内
し
た
謝
礼
た
と
し
て
金
を
置
て

行
か
れ
た
其
の
金
て
夕
方
両
人
に
送
る
べ
き
ピ
ン

を
弐
本
買
た
、

�

八
月
二
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信

Ja

□
□
□
□178

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝Vaugirale

の
旧
コ
ラ
ン
先
生
の
ア
ト
リ
エ

に
行
き
妹
さ
ん
の
事
を
コ
ン
シ
ユ
ー
ル
シ

ユ
に
聞
く
妹
さ
ん
は
長
い
間
リ
ユ
マ
チ

か
神
経
痛
に
て
就
床
の
処
、
昨
年

終
に
永
眠
一
ヶ
年
程
経
た
る
由
妹
さ

ん
か
ら
は
手
紙
を
頂
た
事
か
あ
る
実
に

人
生
不
常
―
、

コ
ラ
ン
先
生
の
東
洋
品
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
は
リ
ヨ
ン

の
ミ
ユ
ー
ゼ
にマ

マ

買
取
た
ら
し
く
遺
作
品
は

も
共
に
妹
さ
ん
の
存
命
中
そ
れ
〳
〵
賣

渡
し
て
始
末
つ
き
た
る
由
、

午
後
ミ〔

ギ

メ

美

術

館

〕

ュ
ー
ゼ
ギ
ユ
メ
に
布
の
模
写
に
行
き
夕
食
後
、

Pigal

に
西
村
氏
を
訪
れ
ピ
ン
を
渡
す

�

八
月
三
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

　

晴
【
寒
暖
欄
】

―？

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
カ
バ
ン
の
か
た
つ
け
な
と
し
て
遅
く

な
つ
て
十
一
時
頃
よ
り
ガ
ー
ル
ド
ノ
ー
ル
に

行
き
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
行
き
の
切

符
を
求
め
十
二
時
五
分
発
ア
ン
フ
エ
ン

に
て
乗
換
総
て
三
十
分
間
に
し
て
モ
ン
モ
ラ
ン

シ
ー
に
着
町
は
丘
上
に
し
て
サ（

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・

ン
ジ
ヤ
ク

ルル
ソ
ー
）

ロ
ー

179の
住
地
た
り
と
て
其
の
住
宅
は

今
、
住
人
あ
り
て
参
観
さ
せ
す
町
役
場

に
ル〔

ル
ソ
ー
〕

ー
ソ
ー
の
遺
物
あ
れ
と
見
る
ほ
と

の
も
の
な
し
写
生
箱
を
持
行
た
る
も

写
生
す
る
所
な
し
日
曜
日
の
人
出
数
多
に
し

（
し
て
？
）

雑
騒
を
極
む
午
後
六
時
電
車
に
て
帰
巴

�

〔
ヴ
ォ
ー
ジ
ラ
ー
ル
通
〕

（V
augirard

）

（V
au

g
irard

）

〔c
o

n
c

ie
rg

e 

管
理
人
〕

（P
igalle

）

〔G
are d

u N
ord 

北
駅
〕

〔Enghien 

ア
ン
ギ
ャ
ン
？
〕

176　

 

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
（Raphaël Collin, 

一

八
五
〇

－

一
九
一
六
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

黒
田
清
輝
の
師
と
し
て
知
ら
れ
る
。

177　

 

ブ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ラ
ン
（Blanche Collin

）

178　

 

七
月
二
十
八
日
の
予
記
欄
に
対
応
す
る
人
名
で

あ
ろ
う
。

179　

 

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー（Jean -Jacques 

Rousseau, 

一
七
一
二

－

一
七
七
八
）。
フ
ラ
ン

ス
の
哲
学
者
。
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180　

 

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
（A

uguste Rodin, 

一
八
四
〇

－

一
九
一
七
）。
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
。

181　

 

ロ
ダ
ン
美
術
館
の
開
館
の
こ
と
。

182　

 

ロ
ダ
ン
美
術
館
の
こ
と
。

183　

 

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ

（M
ichelangelo Buonarroti, 

一
四
七
五

－

一

五
六
四
）。
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
家
、
画
家
。

八
月
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
の
ス
ケ
ツ
チ

に
出
か
け
た

昼
食
の
頃
か
ら
又
腹
痛
か
起
て

便
通
を
催
し
た
昼
食
を
そ
こ
〳
〵

に
よ
し
て　

午
後
ロ（

ロ
ダ
ン
）

タ
ン

180の
遺
作
品

を
ホ〔

ビ

ロ

ン

館

〕

テ
ルBiron

に
集
め
た
も
の
か

今
日
開
館
式
か
あ
つ
て181

後
一
時

よ
り
公
衆
に
観
せ
る
と
の
事
行
く

筈
て
あ
つ
た
か
勇
気
な
□

（
し
？
）

夕
方
ク
ロ
ッ
キ
ー
に
趣
き
夕
食
後

續
の
散
歩
を
し
て
帰
る
、

�

八
月
五
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

今
朝
は
醒
た
の
か
九
時
半
て
あ
つ
た
、

出
か
け
た
の
か
十
一
時
て
朝
の
シ〔

シ
ョ
コ
ラ
〕

コ
ラ
抜
き

ク〔
ク
リ
ュ
ニ
ー
〕

リ
ニ
ー
の
傍
のPri

□ F

□
□x

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

二
法
半
の
食
事
を
し
て
電
車
に
て
ミ〔

ギ

メ
ユ
セ

ギ美
術
館
〕

ユ
メ
に
行
く
又
何
た
か
腹
か
変
て

あ
る
か
ら
よ
し
て
帰
ろ
う
か
と
考
へ
た
か
今

日
始
め
て
支
那
の
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
か
見
へ
る
か
ら
と

入
館
し
た
餘
り
感
心
す
品
な
し
、

遂
に
階
上
に
昇
り
古
布
の
模
写
を

な
す
、
夕
方
帰
寓
外
出
せ
す
、

パ
ン
テ
オ
ン
の
デ
ッ
サ
ン
を
試
む
、

�

八
月
六
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

発
信　

柳
井　

岩
村
、

来
信

中
尾
氏

D
ecœ

ule

の
壷
を
求
む

辰（
辰
砂
）沙 

【
本
文
欄
】

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル
ー
に
ス〔

ス
ケ
ッ
チ
〕

ケ
ツ
に
行
昼
頃
グ〔

グ

ララ
ン
・
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
〕

ン
ブ
ル
バ
ー
ル
に
廻
た
ジ

〔
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ
画
廊
〕

ョ
シ
プ
チ
は
開
館

ベ〔
ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ネ
ヘ
イ
ム
も
共
は
同
し
く
ク
ー
ル
ベ

午
後H

otel Biron

な
る
ロ
ダ
ン
の
遺

作
品
の
ミ
ユ
ゼ182

を
観
る
ロ
ダ
ン
の

殆
と
総
て
の
作
品
及
其
初
期
後
期

の
も
の
を
比
し
て
ロ（

ロ
ダ
ン
）

タ
ン
は
全
く
の
凡
匠

て
あ
つ
た
、
只
表
面
し
か
観
察
し
得
ぬ

し
か
も
総
て
は
至
て
優
弱
な
る
技
巧
家
て

あ
る
こ
と
を
知
た
と
て
も
ミ（

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
）

ケ
ラ
ン
シ
ロ

183の

如
き
巨
匠
と
共
に
語
る
べ
き
彫
刻
家
て

は
な
い　

夕
方
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル
に
写
生
に
趣
く

�

〔
ビ

ロ

ン

館
〕

（H
ôtel

）
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八
月
七
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
信

矩
一
、
自
宅
、

来
信

コ
ン
シ
エ
ー
ル

ジ
〕ユ

【
本
文
欄
】

朝 Ernest Cresson

の
コ
ン
シ
エ
ー
ル

ジ
〕ユ

か
ら
画
室
の
事
か
出
て
呉
れ
と
の

手
紙
か
着
し
た
の
て
出
か
け
た
五
階
か

借（
貸
し
）せ

て
も
よ
い
と
の
事
な
れ
は
如
何

と
の
事
、
一
應
考
へ
る
か
ら
と
云
ふ
て

山
口
女
史
の
所
に
て
昼
過
迄
話
、

ミ〔
ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

ユ
ゼ
ク
リ
ニ
を
観
る
、

中
尾
氏
よ
り
依
頼
さ
れ
た
る
地
図
を
探
し

に
オ
ペ
ラ
の
辺
迄
出
か
け
た
、
な
し
、

夕
方
一
寸
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル
ー
に
写
生
に

出
か
け
た

�

八
月
八
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

黒
田
先
生

【
本
文
欄
】

朝
早
く
西
村
中
尾
両
氏
来
訪

地
図
と
戦
争
紀
念
写
眞
帖
買
求

め
度
き
由
に
て
昼
過
き
迄
方
々
案

内
に
同
伴
し
た

夕
方
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
ス〔

ス
ケ
ッ
チ
〕

ケ
ツ
チ
に

行
た

夕
方
後
ス〔

オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ
？
〕

ッ
ロ
ー
ホ
テ
ル
の
隣
に

滋
野
男
爵184

を
訪
問
、

夜
シ〔

シ
ャ
ト
レ
劇
場
〕

ヤ
ト
レ
劇
場
に
八
十
日
間
世
界

一
週（

周
）を

観
る
、
十
年
前
に
此
の
劇

場
に
て
見
た
る
何
日
間
世
界
一
週（

周
）と

か
と

何
の
撰
ふ
所
な
く
何
の
新
味
も
な
し

�

八
月
九
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
信

加
藤

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
画
室
の
事
に
つ
き
山
口
嬢
来
訪
、

五
階
の
画
室
の
借
主
か
画
室
に
在
る
家
具

を
買
て
呉
れ
ゝ
は
賣
渡
し
た
し
と
の
事

宿
の
主
人
に
一
通
り
價
格
を
見
積
て

貰
て
高
値
て
な
け
れ
ハ
引
取
る
事
と

せ
ん
と
主
人
同
道
、
道
具
は
さ
ほ
決
し

て
言
値
の
弐
千
法
に
て
ハ
高
か
ら
す
と
の

事
千
八
百
五
十
法
に
て
□
買
求
む
事

と
す
る
、
午
後
、
ル
ー
ブ
ル
に
趣
く
、

夕
方
帰
寓
、
硝
子
瓶？

の
写
生
に
色

彩
す
、
夜
、
原？

九
郎
氏
来
訪
夜
半

〔con
cierg

e 

管
理
人

〔con
cierg

e 
管
理
人

184　

 

滋
野
清
武
（
し
げ
の
・
き
よ
た
け
、
一
八
八
二

－

一
九
二
四
）
で
あ
ろ
う
。
男
爵
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
。
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185　

 

岡
田
毅
（
お
か
だ
・
み
の
る
）
か
。
洋
画
家
。

児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、
住
所
はR

ue 
du Som

m
erard, Paris V

と
な
っ
て
い
る
。

過
迄
語
る
、

�

八
月
十
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
輸

加
藤
、
平
塚

【
本
文
欄
】

早
朝
、
同
宿
の
ル
ロ
ア
君
とCam

pigny

に
至

る
水
流
の
岸
緑
葉
繁
り

着
佛
後
始
め
て
欧
州
の
田
舎
に

在
る
事
を
思
ふ
、

夕
方
迄
同
君
の
友
人
な
と
と
會

談
し
夕
食
頃
巴
里
に
帰
る
、

夜
、
加
藤
君
よ
り
の
国
民
新
聞

を
読
む

�

八
月
十
一
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
輸

大
原
、
青
の

送
金
の
事

│
│
│
│
│
│

黒新
聞
と

雑
□

（
誌
？
）を

郵
送

【
本
文
欄
】

朝
散
髪
髪
す
久
し
振
り
な
り
、

一
昨
日
頃
よ
り
暑
気
急
に
増
し

て
夏
心
地
と
な
る
、

午
後
ク
ロ
ッ
キ
ー
に
行
き
夕
方
迄

写
生
、
帰
り
を
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル

公
園
に
佇
む
、

夜
暑
さ
の
た
め
か
睡
気
つ
き

た
気
の
労
れ
を
感
す
、
十
時
前

就
床
、

�

八
月
十
二
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信
、

西
村
、

【
本
文
欄
】

朝
少
し
読
書
す
、

昨
日
よ
り
宿
の
カ
ツ
フ
エ
を
飲
む
事

に
し
た
れ
は
早
く
外
出
す
る
必
要

な
し
、

昼
前
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
モ〔

モ

ロ

ー

美

術

ー
ロ
ー
美
術

館館
〕

に
趣
く
一
日
よ
り
十
五
日
迄
閉
館

な
る
由
、

午
後
、
岡
田
氏185

の
所
を
訪
る
、
夕
方

久
し
振
り
に
入
浴
し
ふ
ら
〳
〵
散
歩

し
て
帰
る

三
四
日
前
よ
り
食
料
品
値
下
運
動
に
て
賑
そ
ふ

な
り
夕
方
路
上
に
て
菓（

果
）実

賣
と
弥
次
の
言
争

（cam
p

ag
n

e

？
）
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盛？

な
る
を
見
た
り
、

�

八
月
十
三
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

今
日
も
朝
か
ら
暑
そ
ふ
て
あ
る

絵
具
箱
を
携
へ
て
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル

に
行
く
霧
が
包
ん？

て
な
か
〳
〵

美
し
い
腰
を
据
へ
て
考
へ
て

居
る
間
に
正
午
か
来
た
、

昼
食
後
あ
ま
り
暑
い
の
て
室

て
憩＊

て
五
時
か
ら
ク〔

ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ッ
キ
に
出

か
け
夕
方
帰
る
、

�

八
月
十
四
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】186

発
輸

太
田

【
本
文
欄
】

今
朝
青
山
君
来
訪
ル
ノ
ア
ー
ル187

の
所
へ
作
品
購
入
の
話
に
行
き
た
い

か
ら
同
行
し
て
呉
れ
と
の
事
、

早
速
出
か
け
る
、
ル
ノ
ア
ー
ル
先
生

在
宿
、
次
の
月
曜
日
来
れ
と
の
事

昼
前
長
谷
川
君188

の
宿
を
訪
ふ

午
後
宿
に
帰
る
、
青
山
君
と

夕
食
を
支
那
料
理
店
に
行

き
十
時
過
頃
帰
る
、

�

八
月
十
五
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
本
文
欄
】

今
日
は
何
の
た
め
か
日
曜
の
如
く
休
日
て
あ
る
、

金
曜
日
た
か
ら
何
か
宗
教
上
の
祝
日

か
知
ら
、189

午
前
中
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
て
ス
ケ
ッ
チ

を
な
す

午
後
オ〔

オ
デ
オ
ン
座
〕

デ
オ
ン
の
マ〔

昼
公
演
〕

チ
ネ
を
観
る
、

（Le Graillon du fayer

今
日
も
な
か
〳
〵
の
暑
て
あ
つ
た
、

今
晩
は
早
く
就
床
し
よ
う
と
思
ふ
て

居
る
所
に
岡
田
氏
来
訪
十
二
時
過
迄
會
談

す
�

八
月
十
六
日
　
土
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

発
輸

三
宅
、
加
藤
、

発
信
三
原

加
藤
君
よ
り

〔

炉

端

の

こ

お

ろ

ぎ

〕

 

（g
rillo

n

）      

（foyer

）

186　

 

予
記
欄
に
鉛
筆
に
て
「
長
谷
川
潔
（
創
作
版
画　

エ
ッ
チ
ン
グ
）」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
児
島

の
筆
跡
で
は
な
い
。

187　

 

ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル

（Pierre -A
uguste Renoir, 

一
八
四
一

－

一

九
一
九
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

188　

 

長
谷
川
潔
（
は
せ
が
わ
・
き
よ
し
、
一
八
九
一

－

一
九
八
〇
）。
版
画
家
。

189　

 

同
日
八
月
十
五
日
は
聖
母
被
昇
天
の
祝
日
。
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190　

 

赤
木
萬
二
郎
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
と
と

も
に
「
朝
鮮
平
壌
中
学
校
校
長
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
児
島
は
前
年
の
中
国
旅
行
の
際
、

赤
木
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
日
記
（
一
九
一
八

年
六
月
十
二
日
〜
十
五
日
）
で
確
認
で
き
る
。

赤
木
は
児
島
と
同
郷
で
、
平
壌
中
学
校
校
長
、

平
城
師
範
学
校
初
代
校
長
を
務
め
た
人
物
。

発
送
さ
れ
し

藤
島
先
生

よ
り
の
托
品

来
着
す
、

【
本
文
欄
】

朝
少
し
読
書
し
て
昼
前
出
か
け
た

昼
食
後
ル
ー
ブ
ル
に
趣
く
午
後
一
時

の
開
館
に
三
十
分
ほ
と
待
ね
は
な
ら

ぬ
の
て
帰
宿
、
滋
野
氏
を
一
寸
訪
問

す
、

午
後
読
書
と
午
睡
を
な
す

夕
方
パ
ン
テ
オ
ン
の
写
生
を
試
む

夕
食
後Les Peintrees　

Im
pressionnistes

を
求
め

ル
ノ
ア
ー
ル
の
傳
を
通
読
す
、

夕
方
前
降
雨
あ
り
て
涼
気
を
覚
ゆ
、

�

八
月
十
七
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
本
文
欄
】

朝
セ〔

セ
ー
ヌ
河
岸
〕

ン
川
岸
に
て
ス
ケ
ツ
チ
を
し
た
、

午
後
読
書
し
て
居
る
内
今
日

も
又
睡
気
催
し
て
一
時
間
ほ
と

午
眠
し
た
、

夕
方
の
絵
と
夜
の
畫？

を
少
し
描

た

日
本
か
ら
一
向
発
信
か
来
ぬ
か
と

う
し
た
の
か
知
ら
、

�

八
月
十
八
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信

小
林
、
金
山
、

今
関
、
伊
仙
、

疋
田
、
足
立
、

笹
川
、
赤
木
萬190

小
林
寿
、
自
宅

来
信

原
、

【
本
文
欄
】

朝
青
山
君
来
訪
先
日
約
せ
し

如
く
ル
ノ
ア
ー
ル
先
生
の
寓
を
訪

問
す
先
生
昨
日
曜
日
田
舎
に
趣
き

た
る
ま
ゝ
帰
ら
す
と
云
ふ

長
谷
川
氏
の
寓
に
立
寄
り

支
那
飯
を
食
し
て
帰
宿

青
山
君
夕
方
迄
在
宿
、

夕
方
パ
ン
テ
ン
オ
ン
の
写
生
を

な
す
、

�

（P
e

in
tr

e
s

）
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八
月
十
九
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
輸
吉
田
、

中
尾

発
輸　

吉
田

西
村
、

【
本
文
欄
】

今
朝
は
早
く
床
を
出
た
、
八
時
過
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン

ク
サ
ン

ブブ
ー
ル
公
園
〕

ル
グ
に
ス
ケ
ツ
チ
に
出
か
け
た
、

ラ
モ
レ
ル
に
寄
て
ス
ケ
ッ
チ
板
と
絵
具

を
買
ふ　

午
後
モ〔

モ
デ
ル
〕

テ
ル
か
来
る
と
云
ふ

の
て
待
て
居
た
か
来
な
か
つ
た

午
後
と
夕
方
と
夜
と
写
生
を
な
す

セ〔
セ
ザ
ン
ヌ
〕

サ
ン
ヌ

191の
傳
記
を
読
だ

彼
か
殆
と
死
る
迄
畫
筆
を
握
て
居

た
位
彼
は
絶
へ
さ
る
勉
励
家
て

あ
つ
た
、

�

八
月
二
十
日
　
水
曜

【
寒
暖
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信
加
藤
、

山
田

D
r Le Goff

178 rue du
Faubg, Saint
H

onoré

【
本
文
欄
】

朝
窓
の
下
の
ル〔

ル
ソ
ー
〕

ー
ソ
ー
の
肖
銅
像
を
写
生

し
か
け
た
ら
二
時
間
近
く
過
き
た
、

昼
食
後
藤
島
先
生
よ
り
の
托
送

品
か
三
四
日
前
ロ
ン
ド
ン
の
加
藤
君
に

預
て
置
た
の
か
着
た
の
て
ゴ
ッ
プ
氏192

の
処
に
持
参
す
不
在
、

直
に
帰
宅
、
夕
方
頃
、
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
〕

ク
サ
ン
ブ
ロ
に

一
寸
出
か
け
た
、

パ
ン
テ
オ
ン
の
夕
照
の
写
生
を
つ
ゝ
け
る

僅
の
間
し
か
写
生
す
る
事
か
出
来
ぬ

�

八
月
二
十
一
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
輸
、
藤
島

満
谷
、

発
信

太
田
、
栗
川

加
藤
、
青
の

岡
崎
、
岡
本

関
、
須
藤

発
信

平
塚

〔Faubourg

〕

191　

 

ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
（Paul Cézanne, 

一
八

三
九

－

一
九
〇
六
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

192　

 

同
日
予
記
欄
に
あ
る
「D

r. Le Goff

」
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
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【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

珍
ら
し
く
朝
来
降
雨
て
あ
る
し
ょ

ぼ
〳
〵
雨
の
間
を
絵
具
箱
を
携

へ
て
セ〔

セ
ー
ヌ
〕

ン
ヌ
の
川
岸
に
出
た
其
間

に
雨
は
霽
た
川
岸
に
土
砂

運
ふ
馬
車
と
労
働
車（

者
）の

ス
ケ
ッ

チ
を
試
た
る
帰
途
を
シ
ャ
ル
タ
ン

ド
プ
ラ
ン
ト
に
廻
り
□
石
の
標
本
室

を
観
る
化
石
の
面
白
き
も
の
多
く

あ
り
二
時
過
昼
食
午
後
窓
外
の

写
生
を
な
す
、「
少
し
頭
重
し
涼
気

の
勢
に
や

古
布
を
買
て
洗
濯
を
し
た
、

�

八
月
二
十
二
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

来
信　

Goff

中
尾

廣
瀬

発
輸

Goff

【
本
文
欄
】

朝
ギ〔

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
美
術
館
〕

ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
の
ミ
ユ
セ
を
見

に
出
か
け
昼
迄
、
午
後
読
書
、

夕
方
パ
ン
テ
オ
ン
の
写
生

ギ〔
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
〕

ユ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
の
専
心
研
究

の
深
か
り
し
事
何
処
迄
も
自

分
の
藝
術
を
自
分
か
満
足
す
る

迄
遂
行
し
て
居
る
、
テ
ク
ニ
ッ
ク

も
如
何
な
る
事
て
も
試
み
て
居
る

モ〔
モ
ロ
ー
〕ロの

描
た
様
に
裸
体
を
取
扱

て
構
図
を
試
て
見
た
い
あ
ん
な
気

韻
の
あ
る
裸
体
は
同
感
て
あ
る
、

�

八
月
二
十
三
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

ブ〔

ブ

リ

ス

ト

ル

〕

リ
ス
ト
ー
ル

ホ
テ
ル
に
行
て

自
分
の
巴
里
着
以

前
に
来
て

居
た
、
青
野

兄
と
矩
一
か
ら

の
一
通
づ
ゝ

の
手
紙
を

受
取
た

【
本
文
欄
】

午
前
中
パ
ン
テ
オ
ン
の
夕
方
画
を

修
し
た
、

昼
食
後
岡
田
氏
の
宅
を
一
寸
訪

れ
てGoff

氏
の
所
か
今
日
は
午

後
来
て
呉
れ
な
い
か
と
の
事

に
て
出
か
け
た
、

夕
方
写
生
出
よ
う
と
思
ふ

た
か
今？

朝
か
ら
又
腹
の
加
減
か

〔J
a

r
d

in
 

d
e

s

P
lantes 

植
物
園
〕
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よ
く
な
い
の
て
加
藤
君
か
ら
来
た

新
聞
を
読
た
、

�

八
月
二
十
四
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

（
川
口
儀
平
氏
の
知
友
）

中
沢
彦
吉193

氏
等

【
本
文
欄
】

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
写
生
に
出
る

今
日
日
曜
日
な
る
も
人
尠
な
し

四
五
の
画
人
池
の
周
り
に
写
生
を

な
す
、

昼
食
頃
よ
り
青
山
君
日
本
よ
り
の
来
遊

者
三
人194

連
に
て
今
余
の
宿
を
訪
ひ
た
る
所

な
り
と
云
ふ
、
路
上
に
て
出
會
す
、

午
後
ル
ー
ブ
ル
を
共
に
参
観
す
、

�

八
月
二
十
五
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

青
山
君
早
朝
来
訪
昨
日
中
沢
氏
ル

ノ
ア
ー
ル
の
作
品
一
枚
買
受
た
け

れ
は
と
の
事
三
人
同
伴
し
て

ル
ノ
ア
ー
ル
氏
を
訪
問
、
中
沢
氏

七
千
法
を
支
拂
、
一
ヶ
月
ル
ノ
ア
ー
ル

カ
ン
ヌ
ニ
ス
に
帰
宅
し
た
る
上
送
品
す
る

事
を
約
す195

、

午
後
再
び
額
縁
の
件
に
て
ル
ノ
ア

ー
ル
氏
を
訪
問　

正
金
に
て
調
製

の
事
を
依
頼
す

夜
半
氏マ

マ

中
沢
氏
の
ホ
テ
ル
に
て
語
る
、

�

八
月
二
十
六
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
趣
く
、

写
生

午
後
中
沢
氏
の
依
頼
に
よ
り
、

ル
ー
ブ
ル
、
セ
ー
ブ
ル
を
案
内
す
、

夕
方
巴
里
に
帰
り
、
古
董
屋

に
ペ
ル
シ
ヤ
の
陶
器
を
数
点

求
め
ら
る

青
山
君
に
案
内
な
と
頼
た
れ
は
、

同
君
の
作
品
を
譲
受
る
様

約
せ
ら
る
、

�

八
月
二
十
七
日
　
水
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

木
村
、

発
信

193　

 

中
沢
彦
吉
〔
二
代
目
〕。
実
業
家
、
銀
行
家
。

194　

 

同
日
予
記
欄
に
青
山
（
熊
治
）
が
連
れ
て
き
た

「
日
本
よ
り
の
来
遊
者
」
の
ひ
と
り
と
し
て
、
中

沢
彦
吉
の
名
を
記
し
て
い
る
。

195　

 

一
九
二
〇
年
、
再
興
第
七
回
日
本
美
術
院
展
覧

会
の
特
別
陳
列
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
仏
国
近

代
絵
画
及
彫
塑
展
覧
会
」
に
中
沢
彦
吉
所
蔵
の

ル
ノ
ワ
ー
ル
《
西
班
牙
の
女
》
が
出
品
さ
れ
て

い
る
。
同
作
品
は
同
じ
く
中
沢
所
蔵
の
ロ
ダ
ン

《
考
え
る
人
》
と
と
も
に
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

た
と
さ
れ
る
。（
下
山
肇
「
大
正
期
日
本
の
ロ
ダ

ン
蒐
集
家
群
像
：1912 -1927

」『
ロ
ダ
ン
と
日

本
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
・
愛
知
県
美

術
館
、
二
〇
〇
一
年
、
一
六
八
頁
）　

児
島
は
青

山
熊
治
と
と
も
に
同
作
の
入
手
に
関
わ
っ
て
い

る
（
九
月
末
ま
で
）
こ
と
が
わ
か
る
。
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196　

 

イ
ン
ジョジ
ア
ン
骨
董
店（A

. &
 M

. Indjoudjian 
Frères

）
の
こ
と
か
。
同
店
の
住
所
は9, rue 

Le Peletier

。

青
山

【
本
文
欄
】

朝
中
沢
氏
よ
り
依
頼
さ
れ
た
る

ま
ゝ
早
く
パ〔

パ
レ
＝
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
〕

レ
ー
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
辺
の

古（
骨
）董

屋
に
趣
く
□
□
□
ペ
ル
シ
ア

ギ
リ
シ
ヤ
辺
も？

品
多
け
れ
と
エ
ジ

プ
ト
の
も
の
尠
しRue de la Paix

の
カ
ル
ビ
ジ
ユ
ア
ン
、
フ
レ
ー
ル
の
店
に

趣
く
中
沢
氏
数
点
を
求
む
、

午
後
、
久
し
振
に
浴
湯
に
行
く

夕
方
近
日
引
越
の
た
め
籠
を

購
ふ
夜
パ
ン
テ
オ
ン
の
写
生
を

試
む
、
夕
方
青
山
君
を
訪
問
す
、

�

八
月
二
十
八
日
　
木
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

来
信

木
村
、

【
本
文
欄
】

朝
、rue la Pelelier

の
古（

骨
）董

屋196

に

趣
き
ペ
ル
シ
ヤ
陶
皿
の
破
片
を
求
む
、

（
一
五
〇
法
来
月
の
支
出
に
□
す
）

午
後
青
山
君
来
訪
夜
迄
共

に
外
出
す
、

不
在
中
、
木
村
氏
来
訪
の
由
しマ

マ

�

八
月
二
十
九
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

自
宅
大
原

三
橋　

柿
原

武
内

【
本
文
欄
】

朝
ホ
テ
ル
ミ
ラ
ボ
ー
に
木
村
氏
を
訪
問

不
在
、
エ
ル
ネ
ス
ト
ク
レ
ソ
ン
に
廻

り
コ
ン
シ
エ
ー
ル
ジ
ユ
に
明
後
日
轉

宅
の
事
を
告
く

午
後
ミ〔

パ

リ

装

飾

美

術

館

〕

ュ
ー
ゼ
デ
コ
ラ
チ
ー
ブ

を
観
る
、

夕
方
帰
宅
、

�
八
月
三
十
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信

妻
、

疋
田
、
柳
井

【
本
文
欄
】

朝
□
□
□
の
廣
瀬
氏
来
訪

明
日
轉
宅
□
予
定
な
れ
は
と
て

か
た
つ
け
を
な
す
、

昼
食
後
□
紐
を
買
求
め
に
行

く
夕
方
、
か
た
つ
け
を
な
す
、

〔K
alebdjian F

rères 

カ
レ
ブ
ジ
ア
ン
骨
董
店
〕

〔
ペ
ル
テ
ィ
エ
通
〕

（le p
eletier

）

〔c
o

n
c

ie
r

g
e

 

管

理

人
〕
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一
日
甚
た
短
き
思
し
て
暮
し
た
り

�

八
月
三
十
一
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

自
宅
、
疋
田

柳
井

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
宿
の
主
人
と
同
道
し
て
エ
ル
ネ
ス
ト

ク
レ
ソ
ン
の
画
室
に
至
り
家
具
残
金

及
一
ヶ
月
半
の
借
室
料
共
に
弐
千
法

□
の
内
三
百
法
先
月
渡
し
置
き
た
る
残

千
七
百
法
を
渡
す

夕
方
引
越
す
べ
く
僅？

荷
物
の
取
か
た

つ
け
を
な
す
、

五
時
青
山
君
来
援
さ
れ
愈
々

此
夕
よ
り
エ
ル
ネ
ス
ト
ク
レ
ソ
ン
の
画

室
生
活
に
就
く

室
内
散
乱
し
て
取
か
た
つ
け
に
な
か
〳
〵
ら？

し

荷
物
は
幸
に
宿
カ〔

ギ
ャ
ル
ソ
ン
〕

ル
ソ
ン
自
ら
取
運
ひ
呉
る
、

�

九
月
一
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

殆
と
終
日
室
内
の
掃
除
に
費
す

午
後
三
時
頃
昼
食
を
済
せ
て

大
使
館
に
宿
所
変
更
の
報
知
を

な
し
白〔

ベ
ル
ギ
ー
〕

耳
義
行
の
旅
券
の

裏
書
を
乞
ひ
直
に
白
耳
義
公

使
館
に
にマ

マ

趣
き
手
続
を
終
る
、

夕
方
帰
宅
、

途
上
青
山
君
に
會
遇
、
君
は
今
午
後

轉
宅
し
た
り
と
余
の
近
所
に
し

て
賑
か
に
な
り
た
り？

、？

風
邪
の
氣
味
に？

て
頭
重
し
、

�

九
月
二
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信

原
【
本
文
欄
】

終
日
外
出
せ
す
掃
除
に
暮
す

昼
前
青
山
君
来
訪
午
後

手
傳
呉
れ
ら
る

昼
食
夕
食
を
日
本
食
を
な
し

共
に
會
食
す
、

夜
十
一
時
頃
迄
青
山
君
と

藝
術
上
の
問
題
に
つ
き
て

語
る
、

�

九
月
三
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
九
時
過
迄
就
床
朝
の
カ
ッ
フ
ェ
を

十
一
時
前
喰（

飲
）た　

ア〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ア
ン
氏
の

所
へ
出
か
け
て
見
よ
う
か
と
考
へ
た
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197　

 

黒
板
勝
美
著
『
西
遊
二
年
欧
米
文
明
記
』（
文
会

堂
書
店
、
一
九
一
一
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
少
し
時
間
の
間
に
會
ぬ
ら
し
い
の

と
雨
て
も
降
そ
ふ
て
あ
る
、

昼
食
後
ホ
テ
ル
ト
ビ
ユ
の
マ
ガ
ザ
ン
に

買
物
に
趣
く
降
雨
□
々
た
り

午
後
五
時
帰
宅
、

夕
方
食
事
に
出
づ
、

�

九
月
四
日
　
木
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
少
し
読
書
し
た
、
十
時
半
シ〔

シ
ャ
ト
ー
＝

ヤ
ト

チテ
ィ
エ
リ
〕

エ
リ
に
趣
く
べ
く
ガ
ー
ル
エ
ス
ト
に
向
ふ

一
時
着
の
筈
の
列
車
は
や
つ
と
二
時

を
過
き
て
シ〔

シ
ャ
ト
ー
＝
テ
ィ
エ
リ
〕

ヤ
ト
チ
エ
ー
に
着
駅
前
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
て
昼
食
す
、

三
時
頃
ア〔

ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ヤ
ン
氏
を
訪
ふ
在
宅
製

作
中
、
藤
島
先
生
よ
り
の
箱
を
送

る　

夕
食
を
共
に
す
べ
け
れ
は
と
の
事
、

来
合
せ
た
る
或
画
家
と
共
に
向
の
丘
に

登
り
写
生
を
な
す
、
こ
の
辺
の
一
村
は
全
く

戦
□
に
て
破
壊
し
終
□
た
り
、

午
後
八
時
半
の
列
車
に
て
十
一
時
巴
里
着
、

�

九
月
五
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

原
、

藤
島

来
信

石
井
、

【
本
文
欄
】

朝
青
山
君
来
訪
、
昼
食
を
共
に

し
夕
方
散
歩
を
共
に
し
て
八
時

過
帰
寓
す
、
青
山
君
再
来

十
一
時
迄
話
す

青
山
君
よ
り
借
り
た
る
黒
板
博

士
の
西
遊
弐
年197

の
エ〔

エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
行

を
読
む
、

�

九
月
六
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
信　

石
井
、
木
村

都
鳥

2, chem
ises

1, chem
ise du nuit

3, cam
isoles

1, caleçon
1, fra

□
□
□l
□
□

3　

coles

□
□
□p

□r, draps V
W

【
本
文
欄
】

午
後
ア
カ
デ
ミ
ー
に
ク〔

ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ツ
キ
、

油
、
□
彩
、
ス
ケ
ッ
チ
板
な
と
を
買

求
め
帰
宅
、
夜
読
書

〔hôtel de ville 

市
庁
舎
〕

〔Gare de l'Est 

パ
リ
東
駅
〕

（cols

）
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�
九
月
七
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

来
信
、

原
、

Renoir

【
本
文
欄
】

昼
前
掃
除
の
女
来
る
、

外
出
、
長
谷
川
君
明
日
出
発

南
佛
の
地
に
病
後
を
療
養

せ
ん
と
さ
る
由
御
見
舞
に
行
く

午
後
ダ
リ
ヤ
の
花
を
買
求
め

帰
宅
、
一
時
間
ほ
と
写
生
を
な
す

�

九
月
八
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

朝
岡
田
氏
来
訪
昼
食
を
共
に
す
、

朝
と
午
後
昨
日
写
生
の
つ
ゝ
き
を

描
く
、

夕
方
セ〔

セ
ー
ヌ
〕

ン
ヌ
河
岸
を
散
歩
す

夜
壁
に
張
り
た
る
支
那
女
優
の

絵198

を
眺
め
て
修
作
の
辺
を
定
む

�

九
月
九
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、

自
宅

青
の

【
本
文
欄
】

朝Cilé

へ
花
買
に
行
く

昼
前
よ
り
写
生
す
、

タ〔
ダ
リ
ヤ
〕

リ
ヤ
、
シ
オ
ン
の
類
数
多
の
花

を
水〔

水
注
〕

つ
き
に
抑（

挿
）し

て
洗
面
臺
の

上
に
置
き
て
周
囲
を
描
く199

夕
方
迄
、

青
山
君
昼
過
き
来
り
夕
方
迄

話
す
、

昨
日
も
今
日
も
自
炊
し
て
生
活

�

九
月
十
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

昨
日
か
ら
始
め
た
花
の
写
生
を
朝
か
ら

夕
方
迄
つ
ゝ
け
た

画
室
に
計

〔
ば
か
り
〕こ

も
つ
て
毎
日
描
て
居
れ
は

巴
里
に
来
て
居
る
心
地
か
せ
ぬ
、

然
し
何
か
一
つ
試
み
て
見
ね
は
な
る
ま
い

静
物
は
か
し
描
て
居
た
と
て
何
に
も

な
る
ま
い

加
藤
君
□
か
ら
送
て
呉
れ
ら
れ
る
日
本
の

新
聞
を
通
読
す
日
本
も
糧
食
問
題

と
社
界（

会
）問

題
て
か
な
り
騒
て
居
る
様？

て？

あ
る

�

（C
ité

？
）

198　

 《
小
放
牛
》（
大
原
芸
術
財
団
所
蔵
、
所
蔵
品
登

録N
o.4127

）
の
こ
と
。
前
年
一
九
一
八
年
に

中
国
に
て
取
材
、
そ
の
後
日
本
に
て
制
作
が
進

め
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
美

術
協
会
展
に
出
品
さ
れ
た
。
出
品
前
に
パ
リ
に

て
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以

下
、「
支
那
女
優
の
絵
」「
支
那
芝
居
の
絵
」
な

ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

199　

 

モ
チ
ー
フ
や
構
図
に
つ
い
て
の
記
述
内
容
が「
児

島
虎
次
郎
画
伯
遺
作
展
覧
会
」（
大
阪
中
之
島

朝
日
会
館
、
一
九
三
六
年
）
出
品
番
号N

o.38

《
静
物
》（
所
在
不
明
）
の
図
版
と
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
同
作
ま
た
は
そ
の
関
連
作
と
考
え
ら

れ
る
。
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九
月
十
一
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
信

加
藤

【
本
文
欄
】

午
前
中
描
き
つ
ゝ
け
の
花
の
写
生

午
後
昼
食
後
ル
ー
ブ
ル
に
出

か
く
、

街
上
暑
気
烈
し
く
し
て
外

に
在
に
不
堪
、
六
時
前
帰
宅
、

先
日
よ
り
描
き
し
花
は
如
何
に
し
て

も
意
を
不
得
夕
方
八
号
に
同
し

様
な
る
も
の
一
枚
を
描
く

�

九
月
十
二
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

晴　
【
寒
暖
欄
】

暑
【
本
文
欄
】

朝
ラ
モ
レ
ル
に
絵
具
買
に？

趣
く
昨

日
よ
り
暑
気
強
し

少
し
暑
さ
に
労
れ
た
る
心
地
す

午
後
よ
り
夕
方
迄
支
那
の
女
優
の
絵
を
修

作
す

�

九
月
十
三
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

朝
岡
田
氏
の
所
に
ア
ト
リ
エ
の
話

に
て
趣
く
、
夕
方
迄
岡
田
君
留

守

�

九
月
十
四
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

終
日
支
那
女
優
の
絵
を
修
作
す
、

朝
よ
り
夕
方
迄
、
青
山
君

来
訪
、

�

九
月
十
五
日
　
月
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

来
信

山
田
芳

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

早
朝
岡
田
君
ア
カ
デ
ミ
ー
に
同
伴

し
呉
れ
と
て
来
訪
ア〔

ア
カ
デ
ミ
ー
〕

カ
テ
ミ
ー
に

行
く
、
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園

を
一
人
に
て
散
歩
す
、

街
上
子
供
を
三
人
連
れ
た
る
中
年

の
貧
し
き
婦
人
か
残
年
の
歌
を

独
唱
し
て
銅
貨
を
乞
ふ
て
居
た

余
は
簡
単
な
る
ス
ケ
ッ
チ
を
な
す
、
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正
午
後
前
帰
居
、
廣
瀬
氏
来
訪

午
後
青
山
君
とM

r Rivier
氏200

の
所
に
ル
ノ
ア
ー
ル
の
絵
を
見
に
行
く

夕
方
、
他
の
廣
瀬
（
佛
文
）
氏201

原
君202

と
来
訪

�

九
月
十
六
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

発
信

ア〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
ジ
ヤ
ン

【
本
文
欄
】

朝
ア〔

ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ヤ
ン
氏
へ
手
紙
を
書
く

昼
食
後
支
那
女
優
の
修
作

を
夕
方
迄
つ
ゝ
け
た

今
朝
は
早
く
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
公
園

に
出
か
け
て
見
よ
う
と
考
へ
た
か

空
か
曇
り
て
薄
寒
い
の
て
中
止
し

た
、

今
朝
は
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
園
は
静

か
て
浄
い
よ
い
気
持
て
あ
る
、

今
月
も
早
や
半
月
過
き
た

日
本
か
ら
一
向
手
紙
か
来
ぬ

�

九
月
十
七
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
窓
外
の
写
生
を
始
む
、
昼
食
後

ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
辺
の
散
歩
に
出
つ

壱
弐
時
間
古（

骨
）董

屋
に
過
す
、

辰
砂
の
壷
の
口
か
け
の
も
の
三
品

價
安
く
求
む

四
時
頃
帰
宅
し
て
食
事
、

夕
方
少
し
支
那
女
優
の
修
作

を
な
す
睡
気
催
し
て
力
な
し

�

九
月
十
八
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信

長
谷
川

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
、

昼
前
岡
田
君
来
訪
共
に

昼
食
す

午
後
青
山
君
来
宅
の
筈

な
る
も
不
来

岡
田
君
と
中
川
氏203

の
寓
を

訪
問

夜
シ
ネ
マ
を
観
て
夜
半
帰

宅

�

九
月
十
九
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

長
谷
川

200　

 

ジ
ョ
ル
ジュ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
（Georges Rivière, 

一
八
五
五

－

一
九
四
三
）
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
、
美
術
評
論
家
。
一
九
一
九
年
九
月
十
二
日

消
印
の
児
島
宛
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
書
簡
が
現
存
し

て
お
り
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
住
所
と
作
品
受
け

取
り
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

201　

 

広
瀬
哲
士
（
ひ
ろ
せ
・
て
つ
し
、
一
八
八
三

－

一
九
五
二
）で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
岡

山
県
出
身
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、

住
所
はW

elcom
e H

otel

（
パ
リ
五
区
）
お
よ

び
東
京
市
外
中
野
と
な
っ
て
い
る
。

202　

 

原
勝
四
郎
（
は
ら
・
か
つ
し
ろ
う
、
一
八
八
六

－

一
九
六
四
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

203　

 

中
川
紀
元
（
な
か
が
わ
・
き
げ
ん
、
一
八
九
二

－

一
九
七
二
）
か
。
洋
画
家
。
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204　

 

九
月
十
五
日
欄
参
照
。

【
本
文
欄
】

朝
ロ
ン
ド
ン
山
田
氏
よ
り
来
電
本
日

夕
方
巴
里
着
の
由

夕
方
迄
朝
よ
り
支
那
女

優
の
修
作

四
時
頃
青
山
君
とRiviér
氏

の
宅
に
て
ル
ノ
ア
ー
ル
氏
の
作
品

を
受
取
る204

ガ
ー
ル
ド
ノ
ー
ル
に
山
田
氏
久
保

氏
を
訪
問
出
迎
ふ
両
氏
三
井

の
人
と
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
就
く
、

ホ〔
フ
ォ
リ
ー
・
ベ
ル
ジ
ェ
ー
ル
〕

リ
ベ
ル
ゼ
ー
ル
を
案
内
し
て
夜
半
過
き
雨
に
降
れ

て
帰
宅
し
た
る
ハ
一
時
半

�

九
月
二
十
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

朝
リ
エ
ジ
リ
エ
ー
ジ
に
木
村

氏
を
訪
問
昼
食
を
氏
の
パ
ン
シ

ヨ宿
舎
〕ン

に
て
饗
せ
ら
れ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
置
手
紙
し
て
帰
る
、

夕
方
山
田
、
久
保
氏
来
訪
、

夕
食
を
共
に
す
、

夜
オ〔

オ
ラ
ン
ピ
ア
劇
場
〕

ラ
ン
ピ
ヤ
の
案
内
す

�

九
月
二
十
一
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

曇

【
予
記
欄
】

発
信

青
野

矩
一

Renoir

来
信

矩
一

【
本
文
欄
】

連
日
夜
晩
く
就
床
の
た
め
睡
眠

不
足
、
日
曜
な
れ
は
と
思
ひ
ゆ

つ
く
り
睡
り
、
醒
め
た
る
は
十
時
に

近
し
、
朝
ル
ノ
ア
ー
ル
氏
へ
手
紙
を

か
く
、

午
後
、
少
し
散
歩
に
出
づ
、
夕
方

支
那
女
優
の
修
作
、

夜
原
君
来
訪
、
支
那
飯
に

趣
く
、

�

九
月
二
十
二
日
　
月
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
本
文
欄
】

朝
原
君
来
訪
原
君
に
依
頼
さ
れ
て
同
道
し
て
エ
ト

ワ
ル
ト
ロ
カ
デ
ロ
の
附
近
に
趣
く

夕
方
青
山
君
の
所
に
同
道
す

午
後
エ
ト
ワ
ル
ト
ロ
カ
デ
ロ
よ
り
宿
迄
セ〔

セ
ー
ヌ
〕

イ
ン

の
河
岸
を
散
歩
す

〔G
are du N

ord 

パ
リ
北
駅
〕

〔rue de Liège 

リ
エ
ー
ジ
ュ
通
？
〕

〔pension
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�
九
月
二
十
三
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
本
文
欄
】

朝
、
ク〔
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
〕

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
山
田
氏
へ
の

電
報
を
持
参
す
、

恰
も
見
物
に
出
か
け
の
折
に
て
夕

方
迄
自
働
車
に
て
引
廻
す
、

風
邪
の
氣
味
な
れ
は
早
く
就

床
す
、

�

九
月
二
十
四
日
　
水
曜

【
天
気
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

中
沢
、

山
田
氏
へ
の
電
報
来
る
、

【
本
文
欄
】

朝
九
時
離
床
よ
く
眠
り
た
る
た
め

に
か
頭
少
し
軽
く
な
る

瓦
斯
ス
ト
ー
ブ
を
焚
き
て
暖
房

す
、

昼
前
都
鳥
氏
来
訪
夕
方

迄
談
合
す
、

�

九
月
二
十
五
日
　
木
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

発
信

山
田
、

発
電

山
田

【
本
文
欄
】

夜
発
汗
し
た
れ
は
朝
少
し
心
地

よ
し
、
中
沢
氏
よ
り
巴
里
に
帰

着
の
由
は
か
き
受
け
た
れ
は
依
頼

さ
れ
居
る
額〔

額
縁
〕椽

屋
に
出
か
く
、

午
後
支
那
劇
の
修
作
を
な
す
、

�

九
月
二
十
六
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

自
宅
、
三
通

柳
井
、
岡
崎

来
電
山
田
氏
へ
の
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205　

 

松
永
津
志
馬
（
ま
つ
な
が
・
つ
し
ま
、
一
八
九

三

－

一
九
六
六
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

発
信

山
田
氏

自
宅
、
柳
井

成
羽
、
大
原
（
輸
）

太
田

【
本
文
欄
】

朝
中
沢
氏
ホ
テ
ル
に
帰
着
の
事
と

考
へ
向？

た
れ
と
尚
巴
里
に
帰

ら
れ
さ
る
様
子

諏〔
諏
訪
ホ
テ
ル
〕

訪
に
廻
り
古（

骨
）董

屋
に
寄
り

昼
支
那
飯
に
趣
く
、

風
邪
の
心
地
よ
し
、

夜
手
紙
を
か
く
、

�

九
月
二
十
七
日
　
土
曜

【
天
気
欄
】

雨
曇

【
予
記
欄
】

発
輸

自
宅
、
斉
藤

信柳
井
、
岡
崎

来
信

山
田
芳

「
山
田
氏
へ
の

手
紙
二
通

【
本
文
欄
】

朝
九
時
迄
睡
る
、
午
前
中
洋
服
の

r 〔
ア
イ
ロ
ン
が
け
〕

epassage

を
な
す
、

昼
食
を
山
口
氏
の
所
に
て
御
馳
走

に
な
る
、

午
後
青
山
君
、
松
永
君205

山
口
氏

の
所
に
て
来
語（

談
）す

夕
方
一
寸
外
出
す
冷
気
な
か
〳
〵

に
強
し
、

�

九
月
二
十
八
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
中
沢
氏
よ
り
来
電
、
直
に
ホ
テ
ル

に
趣
く
、
別
に
何
の
用
事
も
な
く

日
曜
日
に
て
用
達
も
出
来
ず

昼
食
を
御
馳
走
に
な
り
て
夕
方

迄
遊
て
帰
る
、

�

九
月
二
十
九
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

D
uthe

、
妻

金
沢
、
岡
崎

【
本
文
欄
】

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
写
生
に
行

（D
uthu

）
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くエ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
の
板
画
一
五
〇206

を
購
む
、

ク〔
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー
ミ
エ
ー
ル
〕

ラ
ン
シ
ヨ
ー
ミ
エ
ー
と
ラ
モ
レ
ル
に

寄
る
、

午
後
中
沢
氏
来
訪
、

�

九
月
三
十
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

Goff

【
本
文
欄
】

朝
青
山
君
と
中
沢
氏
の
宿
に

趣
く
、
額〔

額
縁
〕椽

屋
に
て
ル
ノ
ア
ー
ル
の

作
品
に
對
す
る
木
彫
の
椽〔

縁
〕を

撰

ふ207午
後
同
道
し
てRue de la Paix

の

古（
骨
）董

屋
に
て
中
沢
氏
新
に
ギ
リ
シ

ヤ
の
品
数
点
を
求
め
ら
る
、

�

十
月
一
日
　
水
曜

【
天
気
欄
】

晴
夕
雨

【
予
記
欄
】

発
信

Goff

長
尾
建
吉

額〔
額
縁
〕椽

代
の

事
を
申
送
る

【
本
文
欄
】

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
久
振
り
に

ス
ケ
ツ
チ
に
趣
く
池
の
側
に
て
子
供

の
噴
水
を
描
く

午
後
ガ
ー
ル
ド
リ
オ
ン
に
時
間
表

を
買
求
む
后
ル
ー
ブ
ル
に
エ〔

エ
ジシ

ププ
ト
〕ト

の
墓
標
を
観
る

�

十
月
二
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信

小
笠
原
、

小
林
、

岡
本
、

発
信

自
宅
、

D
uthu

【
本
文
欄
】

先
般
中
か
ら
中
沢
氏
に
依
頼
さ
れ
た

用
事
て
殆
と
数
日
を
費
し
た
し
か
も
其
の

用
便
か
至
極
不
愉
快
千
萬
て
あ

つ
た
た
め
か
頭
か
な
ん
と
な
く
嫌
て
た
ま

ら
ぬ
、
何
所
か
田
舎
へ
飛
出
し

〔G
are de Lyon 

リ
ヨ
ン
駅
〕

206　

 「
一
五
〇
フ
ラ
ン
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

207　

 

八
月
十
四
日
、
二
十
五
日
、
九
月
十
五
日
、
十

九
日
欄
参
照
。
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208　

 

小
柴
錦
侍
（
こ
し
ば
・
き
ん
じ
、
一
八
八
九

－

一
九
六
一
）
か
。
洋
画
家
、
版
画
家
。

209　

 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ベ
ル
ネ
ー
ム
画
廊
。

210　

 

ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン

ヌ
（Pierre Puvis de Chavannes, 

一
八
二

四

－

一
八
九
八
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

て
来
て
見
た
く
も
あ
る
し
今
日
モ
ン

チ
ニ
ー
辺
に
遊
て
見
よ
う
か
と
考
へ
た
ら

又
思
直
し
た
、
朝
大
使
館
に
手
紙
の

事
て
出
か
け
て
帰
途
を
都
鳥
氏
の
寓
に

寄
て
四
時
頃
迄
話
し
た
夕
方
小
柴
君208

の
所
を
訪
れ
て
帰
つ
た
、

�

十
月
三
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

ホ
テ
ル

Grand H
om

m
es

発
信

小
笠
原
、
加
藤
、

小
林
、

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
〜
欄
外
下
側
】

十
時
五
十
五
分
ガ
ー
ル
ド
リ
オ
ン
よ
り
モ
ン
チ

ニ
ー
に
絵
具
箱
を
携
へ
て
十
年
振
り

に
ロ〔

ロ
ワ
ン
川
〕

ア
ン
の
清
流
に
見
ん
と
す
、

十
二
一
時
半
前
着
、
停
車
場
前
に
て
昼
食
川
岸

に
降
り
て
橋
上
よ
り
一
枚
写
生
す
降
雨
に

會
す
陶
器
屋
に
帰
り
て
壷
一
個
を
求
む
、

□
グ
レ
の
方
へ
の
道
を
ほ（

と
ぼ
？
）ど〳

〵
と
歩
た
雨
に
濡

れ
た
緑
葉
の
鮮
さ
と
て
も
都
に
て
は
見
ら
れ

ぬ
色
な
り
紅
と
燃
る
蔦
の
羨
し
き
ほ
と
の

美
し
さ
よ
、
町
は
づ
れ
に
て
一
枚
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み

た
五
時
僅
か
過
き
七
時
迄
の
汽
車
を
待
つ
に
は
あ

ま
り
時
間
あ
れ
は
モ
レ
ー
迄
歩
行
き
見
む
林
道
を
急
行
し
た

恰？

た
三
四
キ
ロ
行
た
所
て
馬
車
か
馳
て
来
た
御
者
か
同
乗
を

す
ゝ
め
る

の
て
車
上
の
人
と
な
る
、
六
時
半
少
し
過
き
停
車
場
着
、
巴

里
へ
空
腹
の

ま
ゝ
十
時
帰
寓
飯
を
炊
て
食
事
し
た

�

十
月
四
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
池
を
十
五
号
に
画

室
て
描
直
し
た

午
後
デ
ユ
ラ
ン
ル
エ
ル　

□
リ
ユ
ド

ボ
ヘ
ッ
チ
ー
のBernehaim

e

209な
と
に
タ
ブ

ロ
ー
を
見
る　

シ
ヤ
バ
ン
ヌ210

の
パ
ス
テ
ル

十
号
程
の
も
の
六
万
五
千
法　

か
な
り

よ
い
品
て
あ
つ
た

夕
方
迄
歩
み
通
し
て
労
れ
て
帰
寓

青
山
君
来
訪

�

十
月
五
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

来
信

矩
一
、
青
野
、

柿
原
、
金
沢

〔G
are de Lyon 

リ
ヨ
ン
駅
〕

↖↖

〔Rue La Boétie 

ボ
エ
シ
ー
通
り
〕

（B
e

r
n

h
e

i
m

）
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発
信

矩
一
青
野

柿
原
金
沢

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
昨
日
の
夜
画
を
少
し
つ
ゝ
け
る

午
後
、
外
出
ホ〔

オ
テ
ル
・
デ
・
グ
ラ
ン
・
ゾ
ム
〕

テ
ル
ク
ラ
ン
ト
ホ
ム
の

主
人
を
訪
ふ

夕
方
帰
宅
、
諸
氏
へ
の
手
紙
を

夜
迄
か
く

人
生
に
最
も
発
達
し
つ
ゝ
あ
る
も
の
ハ

虚
偽
を
以
て
第
一
と
す

�

十
月
六
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

山
本　

久
保
田

【
本
文
欄
】

朝
山
本
氏
ロ
ー
マ
よ
り
明
朝
帰
巴

す
べ
け
れ
は
ス〔

諏
訪
ホ
テ
ル
〕

ワ
ホ
テ
ル
に
宿
を
求

め
呉
れ
と
の
手
紙
を
受
取
る

昼
前
ス
ワ
に
趣
く　

午
後
少
し

朝
顔？

の
絵
を
修
作
す211

�

十
月
七
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信？

中
沢
、

【
本
文
欄
】

朝
ガ
ー
ル
ド
リ
オ
ン
に
山
本
氏
を

迎
ふ　

午
後
同
導
し
て
山
本

氏
の
買
物
を
な
す
、

夜
カ〔

カ
ジ
ノ
・
ド
・
パ
リ
〕

ジ
ノ
ド
パ
リ
を
観
る
、

�

十
月
八
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
ス〔

諏
訪
ホ
テ
ル
〕

ワ
ホ
テ
ル
に
趣
く
山
本
氏

正
午
の
汽
車
に
て
ロ
ン
ド
ン
に
出

発
さ
る
、

午
後

�
十
月
九
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信

加
藤

【
本
文
欄
】

朝　

朝
顔
の
画
を
修
作
す
、

夕
方
ポ
ル
ト
オ
レ
ア
ン
の
城

外
を
散
歩
す

�

〔G
are de Lyon 

リ
ヨ
ン
駅
〕

〔Porte dʼO
rléans 

オ
ル
レ
ア
ン
門
〕

211　

 《
朝
顔
》（
大
原
芸
術
財
団
所
蔵
、
所
蔵
品
登
録

N
o.4050, 4111, 4112

）の
こ
と
。
三
点
が
日
本

で
制
作
さ
れ
、
う
ち
二
点
が
一
九
二
〇
年
の
国

民
美
術
協
会
展
に
出
品
さ
れ
た
。
出
品
前
に
パ

リ
に
て
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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212　

 

関
野
貞
（
せ
き
の
・
た
だ
し
、
一
八
六
八

－

一

九
三
五
）。
建
築
史
・
美
術
史
家
、
考
古
学
者
。

十
月
十
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
写
生
に

出
か
け

グ
ラ
ン
パ
レ
に
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
の

の
エ
キ
ス
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
を
観
る

夕
方
よ
り
室
内
の
写
生
を

始
め
た

�

十
月
十
一
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信

平
塚

発
信

平
塚

岡
本

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
午
後
グ〔

グ
ラ
ン
・
ブ
ー
ル

ラ
ン
ブ
ル

ババ
ー
ル
〕ーに

趣
き
シ〔

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ
画
廊
〕

ョ
ー
ジ
プ
チ
に
水

彩
画
展
覧
會
を
観
る

夕
方
帰
宅
、

大
使
館
に
寄
り
満
谷
氏
よ
り
の

手
紙
を
受
取
る

�

十
月
十
二
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

来
信

妻
、
吉
田

柳
井
青
の

小
林
上
田
、

中
尾

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
午
後
ミ〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術

ユ
セ
ク
リ

ニ館
〕

に
行
く
館
中
、
廣
瀬
、
関
野

博
士212

に
會
遇
す
、
夕
方
迄
両
氏

の
ホ
テ
ル
に
寄
る
博
士
よ
り
印
度

旅
行
の
物
語
及
数
多
の
写

真
に
を
示
さ
る
つ
き
教
示
を
得
、

夜
日
本
へ
の
数
多
の
返
信
を
認

む　

夜
半
過
就
床

�

十
月
十
三
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
輸

自
宅
、
妻

青
の
、
柳
井

上
田
、
小
林
、

吉
田
、

妻来
信
、

〔e
x

p
o

s
it

io
n

 

展

覧

会
〕
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小
野
、
木
村

妻
よ
り
写
真

来
る

【
本
文
欄
】

朝
渡
欧
の
時
同
船
し
た
る
小
野
氏213

来

巴
し
た
れ
は
遊
ひ
に
来
て
呉
れ
と
の
手
紙

を
受
け
午
後
ク
リ
シ
ー
の
ホ
テ
ル
に

訪
ひ
夕
方
迄
同
道
し
て
市
中

を
散
歩
す
、

午
前
室
内
の
デ
ツ
サ
ン
を
五
十
号

に
描
く
、

�

十
月
十
四
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信

中
沢
、

青
の

妻
、

三
宅
、

【
本
文
欄
】

朝
ク〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

リ
ニ
ー
に
出
か
け
よ
う
か
ア〔

ア
マ
ン
＝

マ
ン

シジ
ャ
ン
〕

ヤ
ン
の
シ〔

シ
ャ
ト
ー
＝
テ
ィ
エ
リ
〕

ヤ
ト
ー
ウ
チ
エ
リ
ー

に
出
か
け
よ
う
か
と
色
々
考
へ
た
末

シ〔
シ
ャ
ト
ー
＝
テ
ィ
エ
リ
〕

ヤ
ト
ウ
チ
エ
リ
ー
行
は
日？

延？

と
し
た

午
後
ク〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

リ
ニ
ー
に
ペ
ル
シ
ヤ
の
テ
ツ

サ
ン
を
模
写
に
出
か
け
た

夕
方
暮（

暗
）く

な
つ
て
三
時
半
退

出
し
た

カ〔
カ
レ
ブ
ジ
ア
ン
骨
董
店
〕

ル
ブ
ジ
ア
ン
か
ら
ギ
リ
シ
ヤ
の
テ
ー
ル

キ
ュ
イ
の
少（

小
）な

の
を
二
個
届
け
て
よ
越

し
た
先
日？

の？

礼？

な
ら
む

�

十
月
十
五
日
　
水
曜

【
予
記
】

発
信

中
沢
、

三
宅
、

長
谷
川

【
本
文
欄
】

午
後
ミ〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

ユ
ゼ
ク
リ
ニ
に

R 〔
ロ
ー
ド
ス
〕

hodes

の
皿
を
模
写
に
趣
く

夕
方
帰
宅
、

白〔
ベ
ル
ギ
ー
〕

耳
義
に
行
て
来
た
い
の
と

ア〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
ジ
ヤ
ン
氏
の
宅
を
訪
れ

た
い
の
と
モ
デ
ル
を
描
き
た
い

し
の
三
つ
の
問
題
か
毎
日
頭
の

中
を
支
配
し
て
然
し
かマ

マも
毎
日

三
つ
の
何
一
つ
も
出
来
な
い
の
て
あ
る

奮
起
を
要
す

�

十
月
十
六
日
　
木
曜

【
予
記
】

来
信

〔terre cuite

赤

陶

〕

213　

 

小
野
輝
男
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ

り
、
住
所
は
ロ
ン
ド
ン
と
な
っ
て
い
る
。
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214　

 

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
（Paul Gauguin, 

一
八

四
八

－

一
九
〇
三
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

215　

 

サ
ン
ト
ノ
レ
の
バ
ル
バ
ザ
ン
ジ
ュ
画
廊
で
開
催

さ
れ
て
い
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
個
展
を
観
覧
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

 Paul G
auguin: E

xposition dʼœ
uvres 

inconnues, Galerie Barbazanges, Paris, 
O

ct. 10 ‒30, 1919

久
保
田

山
田
、

【
本
文
欄
】

午
前
中
昨
日
ク〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

リ
ニ
ー
に
て
描
写
し
た
る

皿
の
絵
を
修
正
す
、

午
後St. H

onore

の
店
に

ゴ〔
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
〕

ガ
ン

214の
展
覧
会
を
見
る
、

夕
方
帰
宅
、　

ゴ〔
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
〕

ガ
ン
の
作
品

ブ〔
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
〕

ル
タ
ニ
ユ
に
て
描
た
も
の
ゝ
み
ら
し
く

二
十
枚
も
あ
つ
た
か
風
景
は
ゴ

〔
ゴ
ー

ガギ
ャ
ン
〕ンの

も
の
と
は
思
へ
ぬ
様
な
穏

雅
な
よ
い
も
の
か
あ
つ
た215

�

十
月
十
七
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

久
保
田

山
田
、

満
谷

【
本
文
欄
】

午
前
中
室
内
の
写
生
を
な
す
、

五
十
号
に
先
日
来
デ
ッ
サ
ン
を
描

き
置
し
も
室
内
に
子
供
の
モ〔

モ
デ
ル
〕

テ
ル
を
置

く
積
り
な
る
も
一
向
モ〔

モ
デ
ル
〕

テ
ル
来
ら
ず

昼
食
を
支
那
飯
に
行
く
途
中

岡
田
君
に
會
遇
す
食
後
共
に

ミ〔
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
〕

ユ
セ
ル
ク
サ
ン
ブ
ル
グ
を
観
る
、
岡
田
君

の
寓
に
帰
り
日
暮
過
迄
話
す

中
川
君
も
来
合
す
、

ア
ラ
ブ
製
？
の
大
幕
を
購
ふ
價
非

常
に
安
價

�

十
月
十
八
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

午
前
中
昨
日
の
続
き
に
室

内
を
描
く

午
後
□Rue Royale

に
展
覧

會
を
観
る

夕
方
、
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
近
く
の

古
道
具
屋
に
入
る
一
弐
時
間
を

費
す
、

朝
来
霧
深
く
し
て
町
余
と
辨

せ
ぬ
位
な
り
、

�

十
月
十
九
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

加
藤

【
本
文
欄
】

朝
九
時
迄
睡
眠
す　

此
頃
暁
頃
？

よ
く
醒
め
て
朝
起
の
際
頭
痛
む

〔
サ
ン
ト
ノ
レ
〕

（H
onoré

）

〔
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
通
り
〕
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寒
さ
加
り
た
る
た
め
？

午
後
ミ〔

ギ

メ

美

術

館

〕

ュ
ゼ
ギ
ユ
メ
に
趣
き
新
に

エ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
の
室
と
印
度
の
室
を
観

る
ル
ー
ブ
ル
の
そ
れ
に
比
し
て
遜
色
な

き
の
み
か
模
写
な
と
す
る
の
は
非

常
に
都
合
よ
し
、

夕
方
帰
宅
、

今
日
は
□
春
先
の
如
く
暖
気
心
地
よ
し

大
陸
な
れ
は
支
那
の
如
く
三
寒
四
温

の
存
す
る
に？

や？

、

�

十
月
二
十
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

長
谷
川

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

午
前
中
シ
ン
カ
□
ペ
ナ
ン
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
来
た

子
供
の
構
図
を
描
て
見
た
、216

午
後
支
那
飯
か
ら
セ
ン
ヌ
川
の

岸
の
方
に
散
歩
し
て

帰
途
、
□
エ
ジ
プ
ト
のSarcophage

の
破
片
を
買
求
め
て
来
た

美
術
学
校
に
て
羅〔

ロ
ー
マ
賞
〕

馬
賞

217の
彫
刻
□
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
陳
列
を
観
る
、

�

十
月
二
十
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
よ
り
少
し
風
邪
の
気
味

な
り
し
か
今
朝
は
熱
も
か
な
り
あ
り

喉
も
痛
む
し
気
分
も
悪
し

終
日
一
寸
買
物
に
出
た
る
の
み
に
て

ス
ト
ー
ブ
の
側
に
て
セ
ザ
ン
ヌ
を

読
む
、

外
は
あ
ま
り
暖
か
そ
う
ふ
て
も
な
し

�

十
月
二
十
二
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

来
信

小
野
、

加
藤

都
鳥

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
室

昨
夜
よ
り
風
邪
の
氣
味
な
り
し

た
め
発
汗
さ
せ
む
と
昨
夜
ブ（

ブ
ド
ー
酒
？
）

ー
酒

を
熱
し
て
飲
し
も
き（

き
ゝ
め
）めな

し
九
時
迄

就
床
、

昼
前
花
の
絵
を
描
始
む

昼
過
ラ
モ
レ
ル
迄
用
達
に
行
く

吉
田
君
へ
ブ〔

絵
具
の
シ
ル
バ
ー
ホ
ワ
イ
ト
〕

ラ
ン
ダ
ル
ジ
ャ
ン
を
九
本
発

送
を
依
頼
す

午
後
□
□
青
山
君
来
談
、

〔
サ
ル
コ
フ
ァ
ー
ジ
ュ
、石
棺
〕

（S
a

r
c

o
p

h
a

g
e

）

216　

 

五
月
二
十
四
日
欄
参
照
。

217　

 

ロ
ー
マ
賞
。
芸
術
分
野
の
学
生
を
対
象
と
し
た
、

フ
ラ
ン
ス
国
家
に
よ
る
奨
学
金
付
留
学
制
度
。



（139）139

夜
手
紙
を
か
き
読
書
（
セ〔

セ
ザ
ン
ヌ
〕

サ
ン
ヌ
）

�

十
月
二
十
三
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
信

大
原
、
加
藤

【
本
文
欄
】

午
前
中
鉢
花
を
描
く
矢
張
暁

寒
冷
を
感
し
て
熟
睡
不
能

風
邪
の
気
減
退
せ
す
、

午
後
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
園
に

写
生
に
出
か
く

室
内
の
ス
ト
ー
ブ
の
傍
に
居
る
よ
り

外
出
し
て
日
光
に
少
し
て
も
浴
す

る
事
か
非
常
に
快
よ
い

夜
久
し
振
り
に
シ
ネ
マ
に
行
く

今
晩
は
よ
く
睡
ら
れ
て
明
日
は

す
つ
か
り
氣
分
の
直
る
事
を
祈
る

�

十
月
二
十
四
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

来
信

岡
本

【
本
文
欄
】

午
前
中
花
の
写
生
を
つ
ゝ
け
た
、

午
後
ル
ー
ブ
ル
に
埃

〔
エ
ジ
プ
ト
〕

及
の
壁
画
の

一
部
を
模
写
に
行
た

面
積
の
大
な
る
も
の
か
描
け
ぬ

た
め
三
部
に
劃
分
し
て
写
し

た
、

�

十
月
二
十
五
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、

柿
原
、

岡
本

【
本
文
欄
】

午
前
中
花
の
写
生
を
な
す
、

午
後
ル
ー
ブ
ル
に
昨
日
の
模
写
の

つ
ゝ
き
を
な
す

夜
国
民
新
聞
を
読
む

柿
原
君
に
送
金
の
事
に
つ
い
て
問
合
す

�

十
月
二
十
六
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

午
前
青
山
君
来
訪

昨
日
、
ル
ー
ブ
ル
に
て
模

（
模
写
／
写
生
）

生
せ
し

エ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
壁
画
の
破
片
を

の
絵
を
修
作
す

午
後
一
寸
ル
ー
ブ
ル
に
覗
く

夜
山
口
、
松
永
氏
と
支
那
飯

に
趣
く
、

�
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十
月
二
十
七
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信

青
の

妻
【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
中
、
シ
ュ
ー
と
ト
マ
ト
を
机
の

上
に
置
て
写
生
昼
迄
に
描
き
終

へ
ら
れ
す

午
後
美
術
学
校
に
コ（

コ
ン
ク
ー
ル
）

ン
ク
ル
ー
の

成
績
を
見
物
に
行
く

夕
方
迄
方
々
散
歩
し
て
又

エ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
のs 〔

サ
ル
コ
フ
ァ
ー
ジ
ュ
、石
棺
〕

arcophage

の
破

片
を
買
た

夜
松
永
氏
来
話
さ
る
、

来
月
の
分
へ
か
き
延
す218

�

十
月
二
十
八
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
中
静
物
を
描
く

午
後
美
術
学
校
に
絵
画
部

の
競
技
成
績
を
参
観

に
行
く
、

夕
方
帰
宅
、

�

十
月
二
十
九
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

来
信

小
野

【
本
文
欄
】

昼
前
外
出
、
午
後
ル
ー
ブ
ル

に
行
く
、

今
朝
モ
ン
チ
ニ
ー
に
写
生
に
出

か
け
る
積
に
て
写
生
の
支
度
な

と
し
て
居
る
間
に
、
と
て
も
十
時

五
十
分
の
汽
車
に
乗
る
間
に
會
ぬ

様
に
な
つ
た
の
て
断
念
し
た

今
モ
ン
チ
ニ
ー
に
は
都
鳥
氏
か

滞
在
中
秋
の
盛
な
る
由
報

せ
ら
る
、

 

〔chou 

キ
ャ
ベ
ツ
〕

218　

 「
エ
ジ
プ
ト
のSarcophage

〜
」
の
上
よ
り
引

出
線
を
つ
な
い
で
い
る
。
同
作
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
出
納
帳
の
来
月
分
の
欄
へ
記
入
す
る
と

い
う
意
で
あ
ろ
う
。
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1

十月三十日　木曜
【本文欄～欄外下】
午後小

（少女）

女のモ
〔 モ デ ル 〕

テル来る筈にて
夕方迄待たるに終に来らず

夕方□□Croquiに行く、
montignyに行たきも天気
毎日曇り勝にて時に小雨
なとあり此の陽気にては田
舎に出かけても画興とこ
ろか腸を害する様なるもな
きある見合勝となる、
画室の東北の窓に窓幕を懸たの
て夜中暁室中の寒冷さほと強□
□□なる、

�
十月三十一日　金曜
【予記欄】
来信　原

【本文欄】
午後ミ

〔 ギ メ 美 術 館 〕

ュセギユメに行く

エ
〔 エ ジ プ ト 〕

シプトX
219

IX－XXdinastie
のT

〔 墓 〕

ombeauxの内より支那の
明時代の香水瓶の小なるもの
数個発掘されたるもの陳列
さる
夕方散歩して帰宅

今日は天長節なり大使より
通知来らず
日本より送金に接せず

�
十一月一日　土曜
【予記欄】
発信、山田、

【本文欄】
朝サロンSalon dʼautomne

220

の開会されたるを観る館中スチー
ムなく非常の冷気にて腹痛を催
一廻大急きにて観て帰る
1914よりこの方久振りにて

221

面
白きもの尠からす、
午後市中を散歩して夕方帰
宅、

�
十一月二日　日曜
【本文欄】
朝中川君を訪れ昨日都鳥
氏なと□□留守に来訪されたる
時同導

（道）

ならさりしかとと
ママ

尋ぬ

午後musée Clinyを一寸
□く　夕方帰宅、
雪細く降る樹木の白く染
り来る、

〔クロッキー〕
（croquis）

〔モ ン チ ニ ー〕

〔 王 朝 〕
（dynasties）

〔サ ロ ン・ド ー ト ン ヌ〕

〔クリュニー美術館〕
（Musée de Cluny）

219 前行頭からここまでは縦書きになってい
る。

220 サロン・ドートンヌ。フランス芸術家協
会展をはじめとする既成公募展の保守性
に反発して、1903年に創設された公募
展。

221 第一次世界大戦の影響により、1914年以
降サロン・ドートンヌが展覧会開催を休
止していたことを述べている。
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昨日の寒さも今は降雪のためな
るか気さほ□□強からす

一時間ほと□Toussant
の人通出の町を散歩す、

�
十一月三日　月曜
【予記欄】
来信
矩一
中尾、

【本文欄】
朝の中salon dʼAutomneを
参観す、
午後、松永氏来訪夕方迄
夜外出シネマを見る

�
十一月四日　火曜
【予記欄】
来信、書留、
（大阪倉紡、松尾）
三宅専、
Duthu
────────
発輸
大原、柿原、青の
山田、松尾、

発信
山田小林、
都鳥

【本文欄】
朝、書留来る、
九月二十二日の投函なれは
延着にあらすして発信の遅れ
たるなり、三千圓 11,120fcs.
午前中書簡を認む

午後、カタログmusee Guimet
を求に市中に出て冬の□ラ

？

ン
？

シ
？

を買求めて帰る、
�
十一月五日　水曜
【予記欄】
来信矩一

【本文欄】
朝ル
〔リュクサンブール公園〕

クサンブルに写生に行く
降雨にて雨宿して描く行人
稀に秋色清□たり、
午後より夕方迄ア

〔アカデミー〕

カデミにて雇た
る小
（少）

女を室内の画中に加へ
て描く

�

〔 万 聖 節 〕
（T o u s s a i n t）

〔サ ロ ン・ド ー ト ン ヌ〕

〔 ギ メ 美 術 館 〕
（M u s é e  G u i m e t）



（
14
3）

14
3

十一月六日　木曜
【予記欄】
来信笹川

【本文欄】
朝室内の画を描く午後モ

〔 モ デ ル 〕

テル
来らす
夕方、関野博士を訪問し
松永氏等と支那食を共にして
帰宅、

�
十一月七日　金曜
【天気欄】
曇

【予記欄】
来信　林、
柿原、妻、
石井、小村、
都鳥、

【本文欄】
朝より室内写生中、都鳥氏
中原氏

222

来訪、
昼食を共に自炊して
午後散歩して夕食を日本人
倶楽部に趣き十時頃帰宅、

�

十一月八日　土曜
【天気欄】
雨

【予記欄】
発信、妻、
石井熊夫

223

、林

来信、
中尾、岡崎

【本文欄】
午前少し室内の写生を続く
昼前松永氏と同道してp

〔 パ レ ・

alais
R
ロワイヤル〕

oyalの古
（骨）

董屋に行き後

Musée Guiméに趣く
夕方過帰宅、

�
十一月九日　日曜
【天気欄】
快晴

【予記欄】
発信、
三宅克、□原、
小林笹川
矩一
岡崎石井日向

224

青の

〔 ギ メ 美 術 館 〕
（Guimet）

222 中原實（なかはら・みのる、1893‒1990）。
洋画家、歯科医師。

223 大原孫三郎の義兄。倉敷紡績に勤めた
ほか、倉敷商工会議所会頭などを務め
た。

224 「日向（宮崎）の石井」の意であろう。
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来信山田、
【本文欄】
午前中室内写生
午後より関根

（野）

博士の印度旅
行講演あるため先生の宿に
趣く集まるもの七八名

都鳥廣瀬諸氏と夕食を共にし
て帰宅、十時、

�
十一月十日　月曜

225

【予記欄】
来信中尾

？

モ
〔 モ デ ル 〕

テル
【本文欄】
十一月十日

午前室内を描く
午後外出

�
十一月十一日　火曜

226

【天気欄】
曇

【予記欄】
来信原

【欄外上側】
十一月十一日

【本文欄】
朝室内の絵を少し修製す
午後Salon dʼAutomneを
観る　場合

（内？）

都鳥氏に會遇

此頃はよく支那料理に行く
今日昼、夕、共に支那料理て
済した

�
十一月十二日　水曜

227

【天気欄】
曇

【予記欄】
昨夜降雪
僅少
寒氣強し

【本文欄】
午前中自画像を描くNo15

228

午後ル
（リュクサンブール公園）

クサンブルーをスケッ
チス
（す）

夜食事に出て活動に寄る

久し振りにバイオリンを出して
見た、壁の傍に箱を置てあつたの
て　濕氣のために一部糊か
離れて板か割れかけて居た
今少しの事てすつかり駄目に

〔サ ロ ン・ド ー ト ン ヌ〕

225 11月10日の日記は、11月12日欄に印刷さ
れた日付を訂正して記入されている。

226 11月11日の日記は、11月10日欄に印刷さ
れた日付を訂正して記入されている。

227 11月12日の日記は、11月11日欄に印刷さ
れた日付を訂正して記入されている。

228 「15号カンヴァス」の意であろう。
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なる所てあつた
【欄外下側】
十一月十二日

�
十一月十三日　木曜
【予記欄】
来信
金山、妻、
直平

229

、太田
発輸、
太田、妻、直平

【本文欄】
午前中自画像を描く
午後食事を兼ねて外出して紅葉し
たる樹枝を買めて帰り自画像

の fontとして写生す
230

、夕方
迄
夜　花の静物を夜半過迄
描く、

�
十一月十四日　金曜
【予記欄】
午後大に雪
降る、

【本文欄】
朝洋服を着するのを少しくづ ～

＊

したら又腹工合か変になつた、
午前中自画像を少し描た
午後大使館に金山君からの為
替か着しては居ぬかと出かけたか

未着（腹工合悪し）St. Honnore　に
C
〔 ク ー ル ベ 〕

ourbetの lʼatelier de peintre
を観た大作のみならず自画像に加ふる
自分の知己親友と他に自分の會遇した印象
ある人物（貧民なと）をうまく構図してあつた

231

ベ
〔ベルネーム＝ジュヌ画廊〕

ルネームにM
〔 モ リ ゾ 〕

orisotの
232

展画をも見る
233

見るほとのものなし夕方帰宅
�
十一月十五日　土曜
【予記欄】
発信
Delvin
Claus
来信
金山
柿原　妻、
三原、

【本文欄】
昨夜よりの降雪、尺に近し、
朝起出て、直に二十五号に窓外の
写生をなす、
午後二時過にて

？

やつと終る

〔背 景〕
（f ond）

〔 サ ン ト ノ レ 〕
（ H o n o r é）

〔《 画 家 の ア ト リ エ 》〕

229 児島直平。児島虎次郎の甥、山陽新聞
記者。のちに、『児島虎次郎略伝』（児島
虎次郎伝記編纂室、1967年）を著した。

230 紅葉した樹枝が背景にある自画像に該当
するものとしては、《自画像》（大原芸術
財団所蔵、所蔵品登録No.4003）がある。
同作またはその関連作のことと考えられ
る。

231 ギュスターヴ・クールベ《画家のアトリ
エ》はこの当時サントノレのバルバザン
ジュ画廊の所有であった。同作品は翌
1920年にルーヴル美術館に収蔵されてい
る。

232 ベルト・モリゾ（Berthe Morisot, 1841‒ 
1895）。フランスの画家。

233 当時、ベルネーム＝ジュヌ画廊ではベル
ト・モリゾの個展が開催されていた。 
Cent Oeuvres de Berthe Morisot 
(1841‒1895), Galerie Bernheim-Jeune, 
Paris, Nov. 7-22, 1919
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昼食を昨夜の残飯を食す、
夕方来信多し　返事をかく
夜十一時迄

金山君よりカ
〔カンヴァス〕

ンパス代
？

取換金
九百四十五法の所
千法切手にて来る、

234

�
十一月十六日　日曜
【予記欄】
発信妻
金山、柿原、
吉田、三橋、
三原、
橋本、青の、

【本文欄】
昨日の雪は少しも消へ解て居ない
朝日か美しく白雪に輝て居る、
昨夜少し腹か痛てよく睡られ
なかつた　九時頃起きてから
八号に昨日と同じ位置て雪
の町を写生した　昼頃終る
昼食のために外出したか腹工合は
矢張よくない運動不足と、消化
不良ならむと中

（昼）

昼を見合して川岸の
雪景を眺めなから散歩した、
夕方一寸活

〔映画〕

動を観て同じく工合あしけれ

は帰寓、
�
十一月十七日　月曜
【予記欄】
発信　吉田、
Aman Jean、
Comllar

235

来信　吉田、
吉田君より
帝展入選の
報来る、

【本文欄】
朝ル
〔リュクサンブール公園〕

クサンブールのFontain de

quatre mondesの傍に残雪
のスケッチに行く

236

今は雪の後てさほと寒さ強
からす、午後松永氏とベル
Belle Jardinierに買物に
行く、

夕食の支度中　□□□水の入

たgrand caseroleを引くり返
？

して頭か痛くなつた
�

（Comllard？）

〔世 界 四 地 域 の
（ F o n t a i n e  d e s

噴 水（天 文 台 噴 水）〕
Quatre Parties du Monde）

〔ベル・シャルディニエール百貨店〕

〔大 鍋（キ ャ セ ロ ー ル）〕
（ g r a n d e  c a s s e r o l）

234 予記欄に書かれた「金山」からの引出線
が、以上3行の頭の部分につなげられて
いる。また、以上3行は縦書きとなって
いる。

235 児島のアドレス帳には「Comllard」とい
う名前がみえ、住所は「Samoreau par 
Vulaines-sur-Seine」となっている。

236 《ルクサンブール公園の噴水》（府中市美
術館所蔵）の制作に関わるスケッチと考
えられる。
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十一月十八日　火曜
【予記欄】
発信青の
来信青の

【本文欄】
朝ルクサンブールに出た、今日も雪
の写生に出かける筈てあつたか
昨日からの暖気て今朝はすつ
かり雪か消て終た、
セ
〔sénat 元老院〕

ナの前て鼈甲の香合を買求めた
ラモレルに廻て黒田先生へ絵具
を送付する事を依頼した、
夕クロツキーに行き支那食後

？

、

o
〔オデオン座〕

deonでChapau de paile 

dʼItalieを観た、
�
十一月十九日　水曜
【予記欄】
発信青の

【本文欄】
午前中、在宅何をするともなく
過した

午後Musée Rodanを観る
弐回なり
R
（ R o d i n）

odanの作品よりもR
（ R o d i n）

odanの
c
（ c o l l e c t i o n）

orectionしたエジプトのレ
〔 レ リ ー フ 〕

リエフ

とか彫像なとに面白いものか
あつて矢

？

張R
（ R o d i n）

odanも自らの作品
を作る事よりも往

？

古の作品に接す
るの慰めを味た事の潔かりし事
を思ふ　夕方入浴して帰る、
湯に浴すれは気持よし、

�
十一月二十日　木曜
【予記欄】
来信、C

（Coml l a rd？）

omllar
加藤、小笠原、

【本文欄】
午前十時頃迄在室　隣の女の所に
又早くから男かやつて来□た、騒
て居る　こんな響の中て仕事の
手につく筈はあるまい、
金山君から送

？

つて来た金を銀行

に取に趣く、Societé Generale,
D
〔デュラン＝リュエル画廊〕

urand-Ruelに廻てAlbert
André

237

氏の作品を観る南欧マル
セーユ辺の小品面白きもの尠からす

Belle Jardinierに洋服の假縫に

寄り夕方迄活
〔映画〕

動てManon Escaut
を観た

�

〔『イ タ リ ア の 麦 わ ら
（U n c h a p e a u d e  p a i l l e

帽 子 』〕
d ʼ I t a l i e）

〔 ロ ダ ン 美 術 館 〕
（ M u s é e  R o d i n ）

〔ソシエテ・ジェネラル銀行〕
（ S o c i é t é  G é n é r a l e）

〔ベル・シャルディニエール百貨店〕
（B e l l e  J a r d i n i e r e）

〔『マ ノ ン・レ ス コ ー』〕
（M a n o n  L e s c a u t）

237 アルベール・アンドレ（Albert André, 
1869‒1954）。フランスの画家。
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十一月二十一日　金曜
【予記欄】
発信加藤
小笠原
来信
Aman-Jean
Delvin
発信
黒田先生、

【本文欄】
朝の内くづ ～

＊

した
先夜O

〔オデオン座〕

deonて観た□舞臺面
238

を小なものに描て見た、
午後ラモレルに行き、
黒田先生への絵具及送料を支拂
ふ205frs
満谷氏へ送るべきト

〔 画 布 〕

ワルを注文し
自分もトワル枠なとを買求む

夕方parc Mon□□□□迄絵具
箱を携へて出かけた夕方の風か少
し身に泌

（沁）

む写生をせすに帰寓した
ア
〔 ア マ ン ＝ ジ ャ ン 〕

マンシヤン氏□□来信　一週間程前
より巴里に在りと

�

十一月二十二日　土曜
【予記欄】
矩一に
彫刻の
写真を郵
送す、

【本文欄】
朝より二時頃迄噴水の雪のスケ
ツチを十五号に写した

239

昼飯も食
たべ

す
ず

につゝけたら何たか
終た時ぼんやりとした様て
あつた、
三時頃一寸外出したか雨か
ほしよ ～

＊

と降て居る　夕方迄夕食
に外出する迄読書した、

食後Sarah Bernarrdtに

La Damme aux Camelias
を観る、

�
十一月二十三日　日曜
【予記欄】
発信
矩一

【本文欄】
朝の中に昨夜観たLa Dame

aux Cameliasの舞臺面を

〔 モ ン ソ ー 公 園 ？ 〕
（ P a r c  M o n c e a u ？ ）

〔サ ラ・ベ ル ナ ー ル 座〕
（ S a r a h  B e r n h a r d t）

〔 『 椿 姫 』 〕
（ L a  D a m e  a u x  C a m é l i a s ）

〔 『 椿
（ L a  D a m e

姫 』 〕
a u x  C a m é l i a s）

238 児島はしばしば「舞臺面（舞台面）」と
いう語を用いる。それらの使用例から、
「セットも含めた舞台の（一）場面」と
いう意であると解釈できる。

239 前掲注236参照。《ルクサンブール公園の
噴水》（府中市美術館所蔵）の画面サイ
ズは51.3×62.8cm、15号相当である。
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スケッチ板に描た
午後昼食に門の所迄出ると
岡田君に會遇同道して日本人
倶楽部に昼食に趣きく　吉江
孤厂氏

240

に會す、夕方迄話す　岡田君の
所へ□夕食前一寸寄て支那
飯に同道して帰宅、

�
十一月二十四日　月曜
【予記欄】
発信、
中山巍

【本文欄】
昨夜とうも夜半に度々醒めて
熟睡か出来なかつた発汗を度
々して今朝は身体の骨か少
し痛む様た午前中何もせすに
加藤君から送られた新聞を読む
午後ア

〔 ア マ ン ＝ ジ ャ ン 〕

マンシヤン氏を訪問す、
錦絵の板

（版）

集を贈る
日本から持来た作品を携示した
支那劇の絵はさほとの出来てないか
他の作品は皆面白い明年是非
サロンに出品せよと勧告さるゝ

241

�

十一月二十五日　火曜
【予記欄】
来信
青の小林、
重成、妻、柳
井、矩一

【本文欄】
昨日身体の痛みは少しは□□た、
朝Musée Cernuschi
を参観に出かけたら来年の春迄は
整理のため開館せすとの事昼食

後rue Boetheを雨に
濡れ ～

＊

歩んだ　ル
〔ルーヴル美術館〕

ーブールに
一時間ほと寄て夕方R

〔ラスパイユ大通〕

aspail
の古道具店に1時間ほと話して
帰つた

�
十一月二十六日　水曜
【天気欄】
曇

【予記欄】
発信、
妻小林
柳井矩一
青の、重成
Delvin、

〔セ ル ヌ ス キ 美 術 館〕

〔ラ・ボエシー通〕
（Rue l a Boé t i e）

240 吉江孤雁〔喬松〕（よしえ・こがん〔た
かまつ〕、1880‒1940）。フランス文学者、
作家。

241 「支那劇の絵」は《小放牛》のこと（前
掲注198参照）。翌1920年の国民美術協
会展には、《小放牛》《秋》および2連画
として《朝顔》が出品されている。（サ
ラ・デュルト「児島虎次郎のサロン出品
について」『生誕130年児島虎次郎―あな
たを知りたい』展図録、大原美術館、
2011年、160‒170頁）



（
15
0）

15
0

【本文欄】
昼一寸前Salon dʼAutomneを
観に行く
午後Musée Clunyに寄る
夜松永君とモンマルトルの

小芝居に出かけた（Theâtre Arlequin）

les Verges du Nil
ク
〔クロッキー〕

ロッキを少し試た
�
十一月二十七日　木曜
【天気欄】
小雨

【本文欄】
朝昨夜の芝居を板に描た
午後、Musée Clynie Cluny
新らしき室か今日から開館
をさ□2me etageて□く□□□ル
や布のものか多いAntinoie
の布も少しあつた、

�
十一月二十八日　金曜
【予記欄】
来信
原、

【本文欄】
朝、セ

〔sénat 元老院〕

ナの前の古道具屋に行

き昨日買たエ
〔 エ ジ プ ト 〕

シプトの首飾
の残を買た
午後ル

〔ルーヴル美術館〕

ーブルを一寸見物して
帰つた
夜O
〔オデオン座〕

deonにMons
？

ieur

D
（d ʼA s s o u c y？）

assoucyのdernièr repetition

generaleを見物に行つ
ママ

なか ～

＊

面白い能書てある
舞臺面もかなり美し

�
十一月二十九日　土曜
【予記欄】
来信矩一
岡崎
発信原

【本文欄】
午前中雪の絵を少し直した

今日は珍らしく朝来の晴天
？

て
雨後の陽光輝き鮮なり
昼食後箱を携へて郊外
に出かけんと思たか都合
よく電車が来ぬのと、
少し寒くなつたのでルクサン
ブールに行てginyole
キ
〔Guignol ギニョール人形〕

ニヨルの芝居を少し佇て観

〔サ ロ ン・ド ー ト ン ヌ〕

〔クリュニー美術館〕

〔ア ル ル カ ン 劇 場？〕
（ T h é â t r e  A r l e q u i n）

〔『ナ イ ル の 川 岸』？〕
（L e s  B e r g e s  d u  N i l？）

〔 ク リ ュ ニ ー 美 術 館 〕

〔 3 階 〕

〔 最 終 舞 台
（ d e r n i è r e  r é p é t i t i o n

稽 古 〕
g é n é r a l e）
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た、見物の子供の動作になか ～

＊

面白いものかある、
�
十一月三十日　日曜
【本文欄】
午前中在宅、
□正午都鳥氏来訪、夕方迄
食迄話し合ひて支那
飯に趣く、

�
十二月一日　月曜
【本文欄～欄外下側】
朝、Gare Orleanに西班牙
旅行検べのため時間表を買求
めに行く
午後松永君と郊外F

〔フォントネー〕

ontenayに
写生に行く、
夕方迄一枚スケッチして
帰る
夕方迄丘上風の当る所にて
写生しても少しも寒さを覚へ
ぬ位てあるこれなら冬も苦
くなし然し陰

？

鬱は少しも明らむ
事かない

�

十二月二日　火曜
【予記】
発信
岡崎、矩一
成羽、柳井

【本文欄】
昼前□ラモレルに行く、
午後松永氏とMusée
Moreauに趣く、
モンマルトルの絵具屋と
ベ
〔ベル・ジャルディニエール百貨店〕

ルシヤルテニエの洋服の
仕立合せに寄り夕食して帰る、

�
十二月三日　水曜
【予記欄】
来信
中尾、
西村

【本文欄】
朝サ
（サン・ミシェル）

ンミセルの本屋に注文の
LʼEspagne i

（ i l l u s t r é）

llustresを取に
行く　未着
方々の書籍店を探し廻つたか
何れも持合せなし
午後ウ

？

ル
？

ース
？

の本店に行つて
求めた
夕方前帰宅、一通り通覧した

〔オルレアン鉄道のことか？〕

〔 モ ロ ー

美 術 館 〕
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夜□旅行案内を少□し検
べた

�
十二月四日　木曜
【天気欄】
晴

【予記欄】
来信　妻、藤島
吉田、足立
武内、三橋
小笠原
青の、岡崎
松尾、

【欄外左側】
発信西村

【本文欄】
昨日 lʼart Decorativsを

買たらBaertsme氏
242

かジョー
ジプチて展覧会をして居る
様の□に記載してあつた
但し十一月号
朝同所へ出かけた十日ほ

ママ

前
に終た期間一ヶ月なりとバ

〔バール

ル
ツ
トソン〕

ン先生か来巴して居た事なと
聞た実に失望し尽した
午後Fontaneyにスケッチに行

く
【欄外下側】
夜西村の用事て諏訪ホテルに趣く
本日
去る二日ルノアール永眠の報新聞に出づ

�
十二月五日　金曜
【予記欄】
発信、
妻、松尾
吉田足立
岡崎　武内

【本文欄】
朝、銀行に至り先日来りし為替を
受取る、
午後シヤツなとの買物をして夕
方帰宅
日本への数通の通

（返）

事をかく
本日の新聞に西班牙貨幣の
佛貨に弐倍余價する事
を掲けられたるに驚く
伊太利は殆と同價格なり
夜も手紙をかくに深す

�
十二月六日　土曜
【予記欄】
来信　妻

（ L ʼ a r t  d é c o r a t i f？）

〔バールトソン〕
（B a e r t s o e n） 〔ジョルジュ・

プティ画廊〕

242 アルベール・バールトソン（Albert 
Baertsoen, 1866‒1922）。ベルギーの画
家。児島と同じくゲントの王立美術アカ
デミーでデルヴァンの教えを受けたこと
から、児島は第一次滞欧時にバールトソ
ンのアトリエを何度か訪れている。



（
15
3）

15
3

【本文欄】
昼前アカデミーに諸君を訪れ
昼食を日本人倶楽部に行く、夕方迄
諸氏と會談す、

夜松永氏とChatl□に
芝居を観る、

�
十二月七日　日曜
【天気～寒暖欄】
曇風雨

【予記欄】
来信
太田、上田

【本文欄】
終日在寓、
西
〔スペイン〕

班牙の案内を検へて読
書す、

久し振りにバイオリンを出して
松永君と合奏をして見た

�
十二月八日　月曜
【予記欄～欄外下側】
発信太田
上田妻
来信青の

【本文欄～欄外下側】
昼前ラモレルに絵具代支拂
に趣く、
午後ア

〔 ア マ ン ＝ ジ ャ ン 〕

マンシヤン氏を訪問す、
藤島先生と余とにパステル
画十号のもの　しかも額

〔額縁〕

椽
の付きたるものを恵まる

243

余は藤島先生に對して何なり
と紀念のため御送り下さる事を乞
ひ余に對しても何の受くる所なき事
を以て辞したるに終に一枚恵與
さる事となりたり先生の眞情賛
美に絶するものあり、

�
十二月九日　火曜
【予記】
発信
大原　書留
ア
〔 ア マ ン ＝ ジ ャ ン 〕

マンシヤン
作品購入の事
申送る

青の
【本文欄】
午前中支那芝居の幕の辺を少
し直した
午後EspagneのConsulat

〔シャトレ劇場〕
（Châte let？）

〔 ス ペ イ ン 領 事 館 〕

243 児島旧蔵のアマン＝ジャン作品《二人の
女》か。パステル画でサイズは50×
33.9cm、10号相当。
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の所に旅券の事て出かけた、

夜晩く食事に趣く
�
十二月十日　水曜
【予記欄】
来信　岡崎
発信　都鳥

【本文欄】
午前中旅行の下検に過した
午後ラモレルに絵具代支拂
及藤島先生に荷物発送の
事につき相談に行つた
夕方迄旅行の買物なとし
て過した
早く旅行を終へて勉強に
かゝら

？

ねは駄目てある
�
十二月十一日　木曜
【本文欄】
朝、C

〔クック旅行社〕

ookに
244

行て西
〔スペイン〕

班牙行の汽
車賃を聞た、戦前百八十法□□□□
のものか六百九十幾法たと云ふたの
て一寸考へるため帰つた
午後西

〔スペイン〕

班牙の鉄道會社に趣
たか西

〔スペイン〕

班牙国内のものしか賣
らぬと云ふC

〔クック旅行社〕

ookのより少し安

い様たか大差はない
�
十二月十二日　金曜
【予記欄】
発信、藤島
岡崎

�
十二月十三日　土曜　（記入なし）
�
十二月十四日　日曜　（記入なし）
�
十二月十五日　月曜
【予記欄】
発信
自宅、青の

【本文欄】
午前ク

〔クック旅行社〕

ツクに趣き西
〔スペイン〕

班牙
廻遊切符を注文す、
午後四時旅行支度を終て
て
ママ

ク
〔クック旅行社〕

ツクに趣く、
単に仏蘭西の切符のみ渡して
西
〔スペイン〕

班牙のものは、国境にて
求めよとて不親切千萬驚く
に堪へたり、

午後五時、Gar dʼOrleans
Quai dʼOrsayを発し南下

〔オルレアン鉄道のことか？〕
（G a r e  d ʼ O r l é a n s）

〔オ ル セ ー 河 岸 駅〕

244 旅行会社トーマス・クック・アンド・サ
ン（Thomas Cook & Son）。
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の旅に就く
�
十二月十六日　火曜
【本文欄～欄外下側】
昨夜は夕食後直に睡に就く
寝
＊

臺を求めたるにあらされは、
熟睡する能す、
七時国境イルンに下□に下車
荷物の

ママ

旅券の検べあり
再ひ暫時にしてイ

〔Irun イルン〕

ロンに下車
此所は已に西

〔スペイン〕

国にして切符を
やつと求むるの時間ありたり
終日□明空の下に起伏多き
高原内支那の風光に似たる
村落なと眺めつゝ同室の客の話
なと聞きつゝ夜七時半過　セゴビヤ
に下車停車場前に泊す、

�
十二月十七日　水曜
【欄外上側】

Hotel Biarritz Victoria de Madrid
【天気～寒暖欄】
　快晴
【予記・本文欄】
早朝カッフェを済して市中見物に趣く
町の中央迄約二キロ程あり、巾廣き往来
両側の人家、驢馬上の村夫婦なと如

何にしても支那の風光に似たりと云ふ
外なし、城砦に近に従て右側遥に
高くローマン水道の橋梁を仰ふ廣大
大
ママ

な□驚嘆の外ならず、
午後、再ひ宿より市外を散策す終日
逍遥してスケッチ数枚を描く少し
尚寒さ感すれとも写生欲□なり、然し
先を急けは□夕夕方七

？

時半の急行にてマ
〔 マ ド

ド
リ
リード〕 

ドに向ふ延
？

着十時過に着く
�
十二月十八日　木曜
【天気欄】
快晴

【本文・予記欄】
朝早く須田氏

245

の寓を訪た幸に在
宅、初対面なるに関せす親切に案内の労を
諾せらる　午前先つ旅券のため日本公使館
に趣く、新美術館、午後、プラド美術館
に閉館迄停れと殆□□をも観る不
能す其の数多なる傑作に驚く
ベラスケス

246

とゴヤ
247

の非常の□□なり
ル
〔 ル ー ベ ン ス 〕

ーベンク等
248

ベ
〔ヴェネツィア派〕

ニス派等南陽
世界有数の美術館として推賞するべ
し夕方寄席に西

〔スペイン〕

班牙のタ
〔 ダ ン ス 〕

ンスなとを観る、
夜案内書を検す、

�

245 須田国太郎（すだ・くにたろう、1891‒
1961）。洋画家。

246 ディエゴ・ベラスケス（Diego Velázquez, 
1599‒1660）。スペインの画家。

247 フランシスコ・デ・ゴヤ（Francisco de 
Goya, 1746‒1828）。スペインの画家。

248 ピーテル・パウル・ルーベンス（Peter 
Paul Rubens, 1577‒1640）。フランドル
の画家。
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十二月十九日　金曜
【天気～寒暖欄】
快晴

【本文・予記欄】
朝須田氏来宿同道して佛国
領事館に趣き旅券の表書を

？

乞
ふべく托し置く午後再ひP

〔 プ ラ ド

rade
の
美 術 館 〕  

Musée残部を観る、各派
の初期の作品になか ～

＊

観る
べきものあり、
夕方前芝居に同道せらる
午前中Musée Archeologiqueを観る
ゴヤの壁画あ
る小寺院を
町端れに
訪ふ至極小
なるものなれとゴ
ヤ壁画は壁の色
に調和して心地よき作たり
夕方佛国領事館に出かけ旅
券を受取る、

�
十二月二十日　土曜
【天気欄】
快晴

【本文欄～予記欄】
午前須田氏を訪問し同道　差支を訪問同道

してMusée ArcheologiqueMusée Archeologiqueを
観る羅

〔ローマ〕

馬朝の遺品なか ～

＊

多く
エ
〔 エ ジ プ ト 〕

シプトの集品もさほと貧弱な
らす、メキシコの蒐集見るべき
もの多し
午前中再ひPradoを観る、
各室を通観す、
ク
〔エル・グレコ〕

レコの
249

強みは見るを重ねて
愈少しベラスケスの気品高
きもの優れて餘りあり

夜
Rubinstein

250

のピアノ独奏
を聞く傑出したる
楽家なり

�
十二月二十一日　日曜
【寒暖欄】
快晴

【本文欄】
午前須田氏差支あれはとの事
にてP

〔プラド美術館〕

radoの終
（最後？）

後の通観
をなす
午後市中を散歩す、

夕方六時発の列車にて須田氏

〔 考 古 学 博 物 館 〕
（ M u s é e  a r c h é o l o g i q u e ）

249 エル・グレコ（El Greco, 1541‒1614）。ク
レタ島出身、イタリアおよびスペインで
活動した画家。

250 アルトゥール・ルービンシュタイン（Arthur 
Rubinstein, 1887‒1982）か。ポーランド
出身のピアニスト。
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とEscorialに趣く八時頃
着、一泊す

�
十二月二十二日　月曜
【天気欄～寒暖欄】
快晴

【本文欄～予記欄】
昨夜よりの風愈々烈しく殆
と出會したる事なきほとの烈風
なり
午前、午後にてこの大建築の内部
を殆と通観す
Palaisの各室は感興深き
ものありコ

〔ゴヤ〕

ヤの下画なるゴブラン
織の壁懸は見事なるものなり
Panteon内の構造精美にして驚くべし
グレコの各作品は総て霊妙なるも
のなり、夕方汽車に投し七時マ

〔 マ ド

ド
リ
リ ー ド 〕 

ッドに着す、
夜九時発、
トレドの汽車あ
りと思ひ停
車場迄出て
たるに、日曜日
のみの列車にて
翌日を待つべく
再ひ投宿す、

�
十二月二十三日　火曜
【寒暖欄】
快晴

【予記欄】
来信、
自宅

両三日前
より少し風邪
の気味あり
この日も少し頭
重し

【本文欄】
午前七時宿を発し午前八時過
発の列車に投しトレドに向ふ
車中二時間、十時過トレドに着
此日頃日の如く快晴鮮
光の美云はん方なし、
此辺朝霧と白霜にて車中よりの
眺めは全く煙の中を通る
心地せり
昼前昼後、案内書により参観　ク

〔エル・

レ
コ
グ レ コ 美 術 館 〕

の住宅後のミューセは最も感深し
外砦の周囲を観散歩す、

�

〔El Escorial エル・エスコリアル〕
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十二月二十四日　水曜
【寒暖欄】
曇

【欄外左側】
発信須田氏松永

【予記欄】
昨夜よく眠
り過きたれは
殆と睡眠を
催せず

知人へ二十
枚ほと

？

発信
251

【本文欄～欄外下側】
午後朝室内眞暗なれは点燈して
時計を観るに十二時にて止まり居
る様なれは今何時なるを知す、然
し氣かゝりのまゝ窓を開く最早起き
てもよさそふの時なり着衣してコーヒー
を命すべく食堂に入れは一時半なり
驚くべし余の止まり居りしを信ぜし
時計は正午なりしなり
霧深くして今尚一日止りて写生
にても試むべかりしも断念して
午後少し散歩し夕方六時発、
A
〔アルゴドル〕

lgodorにて二時間B
〔 バ ダ ホ ス 〕

adajoz行の汽車
を待合せて車中の客となる、

�
十二月二十五日　木曜
【寒暖欄】
曇

【本文欄】
A
〔アルゴドル〕

rgodorより十三時間、
午前十一時、B

〔 バ ダ ホ ス 〕

adajozに着く
Hotel de Palaisに寄る、
昼食前一通り案内記に従
ひ馳廻る、
午後絵具の用意をして砦に
そ
？

ふ
？

たる辺にて一枚スケッチを
なす、五時になりて已に暮れに
近し宿に帰る、
明日は空の晴れ輝かむ事を
切望す、

�
十二月二十六日　金曜
【本文欄】
朝八時過B

〔 バ ダ ホ ス 〕

adajoz発車午前十

時過Merida着　荷物を宿へ置
きて早速羅

〔ローマ〕

馬朝遺跡を探る、
A
（ A l c á z a r ）

rcazarと
252

長橋を観る空晴れ
やらす寒さ強し劇場の遺跡を
見る今尚発掘を終らさるものなら
む？発掘されし石柱石像所狭

？

（H ô t e l  d u  P a l a i s？）

〔メ リ ダ〕
（Mér ida）

251 以上2行を線で四角く囲っている。
252 Alcazaba（アルカサバ、要塞）の誤り

か。



（
15
9）

15
9

き迄に地上に列せあり　この様はとて
も伊太利にても見る事不能さらむ？
幸に此地に来りたる甲斐ありたると喜ぶ
夕方、郊外水道梁を写生す、

�
十二月二十七日　土曜
【本文欄】
朝郊外の水道梁を写生に出づ
十一時発車S

〔セビリア〕

evillaに向ふ
午後八時着のもの壱時間余延着
Hôtel Oriente

253

に泊す、
夜は矢張り宿につきて昼間窓外
の風光を眺めつゝ旅するに限
る、なるほと時間と費用は少
しかゝる問題てある、

�
十二月二十八日　日曜
【欄外上側】

Sevilla
【本文欄】
例の如く案内記により終日見
物、朝、Muséeに趣くム

〔 ム リ

ユ
ロ
リ ョ 〕

ーの
254

作数多あれと感するもの
なし、Archeologiqueのコレクシヨ
ン面白きものあれと貧弱たるを
まぬかれ□　A

（ A l c á z a r）

lcazarの建築完
美と云ふべし　然し其庭園の

快感を感したるは限なし
午後 C

〔Hospital de la Caridad　慈善病院〕

a r l i d a d のム
〔 ム リ リ ョ 〕

ユローを観る
川向に渡りT

〔トリアナ〕

rianaを散歩
す、

�
十二月二十九日　月曜
【欄外上側】

Sevilla
【予記欄】
絵はかき、
二十余枚を
発信す、

【本文欄】
午前七時半発車、C

（ C a r m o n n a）

armona
に趣く九時過着（途中乗換）
N
（ N e c r ó p o l i s

écropole R
R o m a n a ）

omaine迄は僅か弐
十分（土地の中流の人懇

？

々
？

案内して同所迄
導かる）George Ronsor氏（英人）
の発掘にかゝる（案内人はRonsor氏は画
家なりと云ふ）同氏は□発掘され
たる数多の遺跡の中央に住宅兼小
Muséeを建て、数多の遺物を陳列
されて居る見るべきもの尠からす、
汽車遅延六時頃Sevilla帰着、

�

253 現存する領収書（1919年12月31日付）に
よれば、ホテル名は「Gran Hotel de 
Oriente」。

254 バルトロメ・エステバン・ムリリョ
（Bartolomé Esteban Murillo, 1617‒
1682）のこと。スペインの画家。同日本
文欄9行目参照。
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十二月三十日　火曜
【欄外上側】

Sevilla
【本文欄】
朝A
（ A l c á z a r）

lcazarの庭に写生に趣く
午後五時迄油絵スケッチと鉛
筆のデッサンをつゝく
Sevillaは気持のよい所なり
然し至る所土地に慣れ宿に親
しみかけれは直に他に轉す
る事の

（に）

なるのてある、
明日は引揚て南の方に趣くべ
きか或は尚留りて何か一枚
描て見るか、さても心急しき旅
なり

�
十二月三十一日　水曜
【本文欄】
午前十時Sevilla発、M

（M á l a g a）

alaga
に向ふ例の如く二時間余汽車
延着、五時半のもの八時頃着、
Hotel S

（ S i m ó n）

imonに泊す
Sevillaよりは路沿

？

道
カンラン シ

〔 サ ボ テ ン 〕

ヤボテン等赤土の畑
を飾る事美し、密

（蜜）

柑レモン
の尚色つかぬものあり　□葉の
尚散残りたるものありバラ咲

く園ジ
〔 ゼ ラ ニ ウ ム 〕

エラユーム咲く停車場の
庭なと南国の□美し
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日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

青木君 不明（外務省関係者） 4/4
青野

青野君 青野俊一郎 1/16, 3/5, 3/14, 3/20, 5/4, 7/13 注8
青野兄 　〃 4/30, 5/2, 5/3, 5/5, 8/1, 8/23
青野 　〃 1/5, 9/21, 10/5
青の 　〃 3/20, 3/21, 3/22, 3/26, 3/29, 4/7, 

5/11, 5/22, 5/24, 6/15, 7/5, 7/11, 
7/12, 7/13, 7/22, 7/23, 8/11, 8/21, 
9/9, 10/12, 10/13, 10/14, 10/27, 11/4, 
11/9, 11/16, 11/18, 11/19, 11/25, 
11/26, 12/4, 12/8, 12/9, 12/15

青野兄の室 青野俊一郎夫人 5/1
青野氏 不明（静岡丸乗船者） 6/19-21

青山
青山君 青山熊治 7/6, 7/12, 7/19, 7/20, 7/28, 8/14, 

8/18, 8/24, 8/25, 8/26, 8/27, 8/28, 
8/31, 9/1, 9/2, 9/5, 9/9, 9/14, 9/15, 
9/18, 9/19, 9/22, 9/27, 9/30, 10/4, 
10/22, 10/26

注154

青山 　〃 8/27
赤木萬 赤木萬二郎 8/18 注190
足立 8/18, 12/4, 12/5
阿藤君 阿藤秀一郎？ 1/30 注30
跡見（君） 跡見泰？ 3/20 注65
アマン＝ジャン 　－ →Aman-Jean, Edmond-François

アマンシアン氏／アマンジヤン氏／アマンシヤン／
アマンシヤン氏／アマンジヤン／アマンヂヤン

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

有島
有島君・有島（君） 有島生馬 3/30 注84
有島 　〃 4/4, 4/21

石井
石井日向 石井家（石井十次遺族） 11/9
石井熊夫 石井熊夫 11/8 注223
石井 1/27, 2/23, 9/5, 9/6, 11/7

伊仙　 　－ →伊藤
磯谷 磯谷商店 2/18, 3/18, 3/21, 3/30, 4/3, 4/5, 4/9, 

4/10
注33, 
46

伊藤
伊藤仙君 伊藤仙三郎 3/6 注57
伊仙 　〃 8/18
伊藤 　〃 5/6
伊藤夫婦 伊藤仙三郎夫妻 5/5
伊藤（氏） 5/11
伊藤 5/10

井上
井上額縁店？の主人 不明 4/14
井上 4/28, 4/29

今関
今関氏 今関天彭？ 3/25 注77
今関 　〃 8/18

岩村

人名索引
・本表は、児島虎次郎日記（1919年）に登場する人名と日付をまとめたものである。
・一部、特定個人と関わる商店名を加えている。
・「氏」「君」などの敬称は人物の特定に役立つ場合があるため、日記中で敬称が用いられている場合は敬称もあわせて示した。
・日記の前後や関係資料から得られた情報をもとに人物の特定・推定を試み、「氏名等」欄に示した。これらは、更なる精査を要する段階のものであることをご了承頂きたい。
・「氏名等」欄は、該当する可能性のある人物が複数考えられる場合は、特定を避けて空欄とした。ひとりの人物であるが氏名がわからないものは「不明」、空見出しの場合は「－」とした。
・日記に記された名前を五十音順に示し、続いて、欧米人のみ姓のアルファベット順に示した。ただし、名前の漢字の読みが誤っている可能性があることをご了承頂きたい。
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日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

岩村氏 岩村悦郎 2/17 注45
岩村 　〃 2/25
岩村愛子 岩村愛子 2/24
岩村悦郎夫人 　〃 2/19
岩村 8/6

上田
上田尚 不明 4/23
上田 不明 1/27, 5/9, 5/24, 10/12, 10/13, 12/7, 

12/8
エル・グレコ 　－ →El Greco

クレコ／グレコ
遠藤 不明 4/28
王統一氏 王統一 5/11
欧文堂 　－ →林欧文堂
太田

太田君 太田喜二郎 3/15 注48
太田 　〃 2/22, 2/25, 4/23, 5/6, 8/14, 8/21, 

9/26, 11/13, 12/7, 12/8
大庭

大庭氏 大庭猛 4/8 注93
大庭夫人 大庭猛夫人 4/8

大原
大原氏 大原孫三郎 1/16, 1/26, 2/22, 3/17, 4/23, 5/4 注17
大原 　〃 1/17, 5/10, 5/11, 5/22, 5/24, 6/15, 

7/21, 8/11, 8/29, 9/26, 10/23, 11/4, 
12/9

大原 大原家（大原孫三郎） 3/5, 3/7
大原（宅） 　〃 3/12
大原氏先代 大原孝四郎 4/20
大原夫人 大原壽惠子 3/26 注78

岡崎
岡崎君 不明 4/6
岡崎 不明 8/21, 9/26, 9/27, 9/29, 11/8, 11/9, 

11/29, 12/2, 12/4, 12/5, 12/10, 12/12

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

小笠原
小笠原子爵 小笠原長丕 6/19-21 注127
小笠原 　〃 5/22, 6/28, 6/29, 10/2, 10/3, 11/20, 

11/21, 12/4
岡田

岡田先生 岡田三郎助 3/17 注43
岡田（先生） 　〃 2/17
岡田君 岡田毅 9/13, 9/15, 9/18, 10/17, 11/23 注185
岡田氏 　〃 8/12, 8/15, 8/23, 9/8, 9/13

岡野（氏） 岡野栄？ 3/23 注72
岡本 不明 8/21, 10/2, 10/11, 10/24, 10/25
奥原 不明 2/22, 2/25
乙骨 乙骨安昌？ 5/6 注115
小野

小野氏 小野輝男 10/13 注213
小野 　〃 10/13
小野 4/1, 10/22, 10/29

小野田 小野田鉄弥？ 5/6 注117
柿原

柿原得君 柿原得一 2/24 注39
柿原得 　〃 2/16
柿原君 　〃 2/16, 10/25
柿原政君 柿原政一郞 2/24 注42
柿原政 　〃 2/17
柿原氏 柿原得二または政一郞 3/14 注39, 

42柿原 　〃 2/23, 8/29, 10/5, 10/25, 11/4, 11/7, 
11/15, 11/16

筧博士 筧繁 5/1 注113
片岡 不明 4/1
加藤

加藤虎之助氏 加藤虎之助 6/19-21 注128
加藤君 　〃 8/10, 8/16, 8/20, 8/23, 9/10, 11/24
加藤 　〃 5/22, 9/11



（
16
3）

16
3

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

加藤 加藤虎之助？ 7/19, 7/20, 8/1, 8/9, 8/10, 8/16, 8/20, 
8/21, 10/3, 10/9, 10/19, 10/22, 10/23, 
11/20, 11/21

加藤 不明 1/18
金沢

金沢氏 金沢巌 2/16, 3/20, 4/7, 4/17 注36
金沢 　〃 2/14, 2/15, 4/1, 9/29, 10/5

金山
金山君 金山平三 1/24, 7/10, 7/21, 11/14, 11/15, 11/20 注26
金山（氏） 　〃 3/27
金山 　〃 5/5, 5/6, 7/21, 8/18, 11/13, 11/15, 

11/16
カロリュス・デュラン 　－ →Carolus-Duran

カルルスデユラン
川合玉堂

川合玉堂氏 川合玉堂 2/16 注41
玉堂 　〃 2/24

川口儀平氏 川口儀平 8/24
河原

河原賀市君 河原賀市 6/25 注50
河原氏 　〃 3/15
河原 　〃 2/23

関雪 　－ →橋本関雪
木村

木村氏 木村半蔵 6/29, 7/1, 7/25, 8/28, 8/29, 9/20 注144
木村 　〃 6/28, 6/29, 8/1, 8/27, 8/28, 9/6, 10/13

ギュスターヴ・モロー 　－ →Moreau, Gustave
ギュスターブモロー／ギュスターブモロ

松旭斎天勝？
天勝 松旭斎天勝？ 1/7 注12

玉堂 　－ →川合玉堂
矩一 　－ →児島矩一
クールベ 　－ →Courbet, Gustave
楠木正行

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

正行 楠木正行 2/20
久保氏 不明 9/19, 9/20
久保田 不明 10/6, 10/16, 10/17
栗川 不明 8/21
黒板博士 黒板勝美 9/5 注197
黒田

黒田先生 黒田清輝 1/16, 2/15, 3/23, 3/25, 4/6, 8/8, 
11/18, 11/21

注18

黒田（先生） 　〃 2/17
黒田 　〃 4/21

虓一郎 　－ →児島虓一郎
ゴーギャン 　－ →Gauguin, Paul

ゴガン
小柴君 小柴錦侍？ 10/2 注208
ゴップ氏 　－ →Le Goff
児島

矩一 児島矩一 1/18, 3/18, 3/29, 4/1, 5/11, 5/22, 
7/23, 7/24, 8/7, 8/23, 9/21, 10/5, 
11/3, 11/5, 11/9, 11/22, 11/23, 11/25, 
11/26, 11/29, 12/2

注19

虓一郎 児島虓一郎 5/19 注124
妻 児島友 3/26, 7/11, 7/13, 8/30, 9/29, 10/12, 

10/13, 10/14, 10/27, 11/7, 11/8, 
11/13, 11/15, 11/16, 11/25, 11/26, 
12/4, 12/5, 12/6, 12/8

注79

直平 児島直平 11/13 注229
成羽 児島家（児島徳太郎） 9/26, 12/2

小林
小林寿 小林寿美太 8/18 注10
小林君 　〃 1/7, 1/23, 2/11, 2/13, 2/21, 3/14, 

3/15, 4/9, 4/21, 4/23, 5/5, 5/6
小林（君） 　〃 4/22
小林兄 　〃 5/2
小林 　〃 1/5, 1/6, 3/21, 3/22, 3/25, 3/26, 3/29, 

4/14, 4/15, 4/17, 5/6, 5/7, 7/5, 10/12, 
10/13, 11/25, 11/26
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日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

小林 8/18, 10/2, 10/3, 10/12, 11/4, 11/9
小林氏 小林寿美太または

寿美太の義父？
4/9

小林萬吾氏 小林萬吾 3/24 注75
小村 不明 11/7
ゴヤ 　－ →Goya, Francisco de

ゴヤ／コヤ
小山健三（氏） 小山健三 4/16 注102
コラン

コラン先生 　－ →Collin, Raphaël
コラン先生の妹さん 　－ →Collin, Blanche

斉藤
斉藤豊 斉藤豊作 4/21 注37
斉藤君 　〃 2/15
斉藤 　〃 4/4, 7/13, 9/27
斉藤渓舟 斉藤徳太郎（渓舟） 3/21 注35
斉藤氏 　〃 3/14, 3/22, 4/9
斉藤 　〃 2/12, 4/21
斉藤 斉藤豊作または

斉藤徳太郎
1/18, 3/20, 3/29 注35, 

37
坂田

坂田（氏） 坂田一男？ 3/27 注81
坂田 　〃 4/1

笹川 不明 8/18, 11/6, 11/9
皿井

皿井氏 皿井立三郎 1/23 注24
皿井 　〃 3/15

重成 不明 11/25, 11/26
滋野

滋野男爵 滋野清武 8/8 注184
滋野氏 　〃 8/16

ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ →Puvis de Chavannes, Pierre
シャバンヌ

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

庄 不明 4/28
甚三郎 不明 5/10
須田氏 須田国太郎 12/18, 12/19, 12/20, 12/21, 12/24 注245
須藤

須藤氏 須藤祐七（または五百
三、新六）

5/10 注34, 
121

須藤（氏） 　〃 5/11
須藤君 須藤祐七または新六 5/10
須藤 須藤新六または祐七 2/11, 4/15, 5/6, 8/21
須藤兄弟 須藤祐七、新六、また

は五百三
5/10

砂田
砂田君 砂田正二？ 3/27 注80
砂田 　〃 3/29

炭谷 炭谷小梅？ 5/6, 7/27 注116
諏訪 諏訪秀三郎 7/1 注148
関 不明 2/23, 5/24, 8/21
関野博士 関野貞 10/12, 11/6, 11/9 注212
セザンヌ 　－ →Cézanne, Paul

セサンヌ
妹尾 不明 5/6, 5/10, 5/11, 5/24
武内

武内君 武内潔眞 1/2 注6
武内 　〃 7/23, 8/29, 12/4, 12/5

田中
田中印刷所 田中印刷所 3/16, 3/20
田中 　〃 3/21
田中の主人 田中印刷所の主人 3/19
田中氏 不明（『黄薇之友』関係

者）
3/26

田辺至氏 田辺至 3/23 注73
佃

佃 佃武昭または佃政道 3/29, 4/1 注82
佃兄弟 佃武昭、政道 3/28
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日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

辻氏 辻永？ 3/22 注71
都志

都志氏 都志太郎 4/27 注110
都志 　〃 7/23

筒井
筒井氏 不明 4/4
筒井 不明 4/5

妻 　－ →児島友
デュトゥ 　－ →Duthu, Jean Baptiste Laurent

デュス先生
天勝 　－ →松旭斎天勝？
天主教の先生 →Duthu, Jean Baptiste Laurent
ドガ →Degas, Edgar
都鳥

都鳥氏 都鳥英喜 9/24, 10/2, 10/29, 11/2, 11/7, 11/11, 
11/30

注157

都鳥（氏） 　〃 7/12, 7/20, 7/23
都鳥 　〃 9/6, 10/22, 11/2, 11/4, 11/7, 11/9, 

12/10
富永

富永君 富永勝重？ 4/7 注67
富永（氏） 　〃 3/27
富永 　〃 3/21, 4/4, 5/24

内藤博士 内藤湖南 4/16 注101
直平 　－ →児島直平
中尾

中尾氏 中尾優 8/1, 8/6, 8/7 注147
中尾（氏） 　〃 8/8
中尾 　〃 6/29, 7/9, 7/26, 8/19, 8/22, 10/12, 

11/3, 11/8, 11/10, 12/3
長尾

長尾建吉 長尾建吉 10/1 注33
長尾氏 長尾建吉（または一平） 4/12, 4/13, 4/14, 4/17, 4/18
長尾（氏） 　〃 4/18

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

長尾 　〃 2/10, 2/25
中川

中川君 中川紀元？ 10/17, 11/2 注203
中川氏 　〃 9/18

中沢
中沢彦吉氏 中沢彦吉 8/24 注193
中沢氏 　〃 8/25, 8/26, 8/27, 9/25, 9/26, 9/28, 

9/29, 9/30, 10/2
中沢 　〃 9/24, 10/7, 10/14, 10/15

中村
中村先生 中村勝治郎 2/17 注44
中村 不明 4/29

中原氏 中原實 11/7 注222
中山

中山巍 中山巍 11/24 注27
中山君 　〃 1/25
中山 　〃 4/1

成羽 　－ →児島家（児島徳太郎）
西村

西村氏 西村磯右エ門 6/19-21, 6/25, 8/2 注139
西村（氏） 　〃 7/9, 8/1
西村 　〃 6/29, 7/7, 8/8, 8/12, 8/19, 12/3, 12/4

橋本
関雪 橋本関雪 2/24 注52
橋本 不明（三越関係者） 4/10
橋本 不明 11/16

長谷川
長谷川君 長谷川潔 8/14, 8/18, 9/7 注188
長谷川 　〃 9/18, 9/19, 10/15, 10/20

林
林源 林源十郎〔甫三〕 5/22 注3
林氏 　〃 1/1
林氏（の）母堂 林清 1/1, 1/4, 1/16 注4
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日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

林夫人 林浦 1/1 注5
林杉造 林杉造 3/9 注58
林杉 　〃 4/21, 5/24
林欧文堂 林欧文堂 4/9 注58, 95
林君 2/12, 3/14, 4/13, 4/15
林 4/15, 5/6, 11/7, 11/8
林弟 4/15

正行 － →楠木正行
原

原氏 原富太郎（三渓） 4/8
原君 原勝四郎 9/15, 9/21, 9/22 注202
原 原澄治 3/22 注69
原 原勝四郎または原澄治 7/28, 8/18, 9/2, 9/5, 9/7, 11/11, 

11/28, 11/29
注69, 
202

原九郎？ 原九郎？ 8/9
原田

原田善吉氏 原田善吉 2/24, 2/28
原田氏 　〃 2/23
原田 原田善吉？ 7/23
原田瓊生氏 原田瓊生 5/11 注122
原田氏 　〃 5/11

バールトソン 　－ →Baertsoen, Albert
バルツン先生

バルトロメ 　－ →Bartholomé, Paul-Albert
バルトロメ氏

疋田 疋田直太郎または
疋田家

2/23, 5/7, 8/18, 8/30, 8/31 注49

平井君 不明（光風会関係者） 3/20
平塚

平塚氏 平塚英吉 5/31 注131
平塚農学博士 　〃 6/19-21
平塚 8/10, 8/21, 10/11

廣瀬

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

廣瀬氏 広瀬勝平 7/12, 7/20, 7/23, 8/30, 9/15 注158
廣瀬 　〃 7/24, 8/22, 10/12, 11/9
廣瀬（仏文）氏 広瀬哲士 9/15 注201

藤 藤彦衛？ 4/1 注88
藤島

藤島先生 藤島武二 2/15, 2/17, 2/19, 3/17, 3/24, 3/28, 
3/29, 3/30, 4/4, 4/7, 8/16, 8/20, 9/4, 
12/8, 12/10

注38

藤島（先生） 　〃 2/17
藤島 　〃 8/21, 9/5, 12/4, 12/12

二村光三氏 二村光三 6/19-21
佛先生 　－ →Duthu, Jean Baptiste Laurent？
ブラングイン 　－ →Brangwyn, Frank
ベラスケス 　－ →Velázquez, Diego
正木

正木校長 正木直彦 3/18, 4/6 注60
正木 　〃 4/21

正行 　－ →楠木正行
マダムルロア 　－ →Leroy (Madame Arthur Leroy de 

Borgard)
松尾

松尾氏 松尾哲太郎？ 3/5 注56
松尾 11/4, 12/4, 12/5

松方
松方幸太郎 松方幸次郎？ 4/16 注103
松方氏 　〃 4/16

松永
松永君 松永津志馬 9/27, 11/26, 12/1, 12/7 注205
松永氏 　〃 10/26, 10/27, 11/3, 11/6, 11/8, 11/17, 

12/2, 12/6
松永 　〃 12/24

松原
松原氏 不明（美術旬報関係者） 3/22
松原氏 松原三五郎 4/9 注96
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日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

松原□ 　〃 4/15
松原 松原三五郎？ 4/21

三木令嬢 3/4
ミケランジェロ 　－ →Buonarroti, Michelangelo 
満谷

満谷氏 満谷国四郎 2/16, 2/18, 3/6, 3/8, 3/9, 3/10, 3/11, 
3/12, 10/11, 11/21

注40

満谷（氏） 　〃 3/5
満谷 　〃 8/21, 10/17

三橋
三橋兄 三橋玉見 5/1, 5/3 注2
三橋氏 　〃 1/1, 1/27, 3/6
三橋 　〃 1/17, 7/23, 8/29, 11/16, 12/4

三原
三原（氏） 不明 4/18
三原 不明 4/14, 4/15, 8/16, 11/15, 11/16

三宅
三宅克 三宅克己 11/9 注70
三宅（氏） 　〃 3/22
三宅専 不明 7/23, 11/4 注171
三宅 8/16, 10/14, 10/15

村田
村田君 不明

（中国民報関係者？）
3/20

村田氏 　〃 3/16, 3/22, 3/23, 3/24, 3/25, 3/26, 
3/28, 4/4, 4/5, 4/6

村田 　〃 2/23, 4/1
ムリリョ 　－ →Murillo, Bartolomé Esteban

ムユロー
桃田氏 不明 1/27
モロー 　－ →Moreau, Gustave

モロ
屋代（矢代？） 矢代幸雄？ 4/4, 4/21 注90
柳井

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

柳井君 柳井新太郎 1/5, 1/6, 1/7, 1/8, 4/12, 4/13, 4/29, 
5/5, 5/6

注9

柳井（君） 　〃 5/5
柳井氏 　〃 4/18
柳井 　〃 1/18, 1/28, 2/25, 4/15, 4/17, 4/28, 

4/29, 5/6, 5/7, 5/11, 6/15, 7/13, 8/6, 
8/30, 8/31, 9/26, 9/27, 10/12, 10/13, 
11/26, 12/2

山内
山内愚僊 山内愚僊 1/23 注25
山内 　〃 4/21

山口
山口嬢 不明 7/29, 8/9
山口女史 　〃 7/26, 8/7
山口氏 不明 9/27
山口（氏） 　〃 10/26
山口 不明 7/28

山下
山下君 山下新太郎 3/30 注85
山下 　〃 4/4, 4/21

山田
山田国民記者 山田毅一 6/19-21 注126
山田氏 　〃 5/21, 6/19-21, 7/25, 7/26
山田（氏） 　〃 7/9
山田 　〃 6/28, 6/29, 7/7, 8/1, 8/20
山田 山田毅一？ 7/22
山田芳 山田芳三郎（高田商会） 7/5, 9/15, 9/27 注151
山田氏 　〃 9/19, 9/23, 9/24, 9/26, 9/27
山田（氏） 　〃 9/20
山田 9/25, 10/16, 10/17, 11/1, 11/4, 11/9

山谷氏 不明 3/28
山本

山本（君） 山本森之助 3/20 注64
山本氏 　〃 3/27
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氏名等 日記に記された名等 日記の日付 参照先
Aman-Jean, Edmond-François（エドモン＝フランソワ・アマン＝ジャン） 注14

Aman-Jean 1/12, 11/21
Aman Jean 11/17
アマンシアン氏 9/3, 9/4
アマンジヤン氏 10/15
アマンジヤン 9/16
アマンシヤン氏 9/16, 11/21, 11/24, 12/8
アマンシヤン 10/14, 12/9
アマンヂヤン 7/24

André, Albert（アルベール・アンドレ） 注237
Albert André氏 11/20

Bartholomé, Paul-Albert（ポール・アルベール・バルトロメ） 注16
Barthoromé 1/12
バルトロメ氏 7/15
バルトメ氏 7/20

Baertsoen, Albert（アルベール・バールトソン） 注242
Beartsme氏 12/4
バルツン先生 12/4

Brangwyn, Frank（フランク・ブラングィン） 注146
ブラングイン 6/28

Buonarroti, Michelangelo （ミケランジェロ・ブオナローティ） 注183
ミケランシロ 8/6

Carolus-Duran（カロリュス＝デュラン） 注160
カルゝスデユラン 7/13

Cézanne, Paul（ポール・セザンヌ） 注191
セサンヌ 8/19, 10/22

Claus, Emile（エミール・クラウス） 注20
Claus 1/18, 11/15

Collin, Blanche（ブランシュ・コラン） 注177
コラン先生の妹さん 8/1

Collin, Raphaël（ラファエル・コラン） 注176
コラン先生 8/1

Comllard？ 注235
Comllar 11/17, 11/20

日記に記された名 氏名等 日記の日付 参照先

山本君 山本森之助？ 3/17
山本氏 10/6, 10/7, 10/8
山本 10/6
山本□ 4/23

結城氏 不明 3/17
ユゴー 　－ →Hugo, Victor

ユーゴー
柚木

柚木君 柚木久太 5/5 注83
柚木 　〃 3/29, 5/6

横見 不明 4/15
吉江孤厂氏 吉江孤雁 11/23 注240
吉田

吉田君 吉田苞 1/3, 1/5, 1/6, 1/26, 2/22, 3/2, 3/3, 
3/7, 3/17, 3/18, 3/19, 3/24, 3/29, 
4/15, 4/24, 5/4, 10/22, 11/17

注7

吉田（君） 　〃 4/21
吉田 　〃 4/21, 5/22, 8/19, 10/12, 10/13, 11/16, 

11/17, 12/4, 12/5
吉田君夫妻 吉田苞夫妻 3/4

ルーベンス 　－ →Rubens, Peter Paul
ルソー 　－ →Rousseau, Jean-Jacques

ルソー／サンジヤクルロー
ルノワール 　－ →Renoir, Pierre-Auguste

ルノアール／ルノアール氏／ルノアール先生
ルロア君 　－ →Leroy？
ロダン 　－ →Rodin, Auguste

ロダン／ロタン
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氏名等 日記に記された名等 日記の日付 参照先

Courbet, Gustave（ギュスターヴ・クールベ） 注167
Courbet 11/14
クールベ 7/21, 8/6

Degas, Edgar（エドガー・ドガ） 注150
ドカ 7/4

Duthu, Jean Baptiste Laurent（ジャン・バティスト・ローラン・デュトゥ） 注13
Duthu 10/2, 11/4
Duthe 9/29
デュス先生 5/4
天主教の先生 1/10
佛先生 2/28

El Greco（エル・グレコ） 注249
グレコ 12/22
クレコ 12/20, 12/23

Gauguin, Paul（ポール・ゴーギャン） 注214
ゴガン 10/16

Goya, Francisco de（フランシスコ・デ・ゴヤ） 注247
ゴヤ 12/18, 12/19
コヤ 12/22

Hugo, Victor（ヴィクトル・ユゴー ） 注163
ユーゴー 7/19

Janssen？
Janssen？ 7/28

Le Goff（ル・ゴフ）
Dr Le Goff 8/20
Goff氏 8/23
Goff 8/22, 9/30, 10/1
ゴップ氏 8/20

Leroy (Madame Arthur Leroy de Borgard)（ルロア夫人） 注175
マダムルロア 7/30

Leroy？
ルロア君 8/10

Moreau, Gustave （ギュスターヴ・モロー） 注155

氏名等 日記に記された名等 日記の日付 参照先

ギュスターブモロー 7/11
ギュスターブモロ 8/22
モロ 8/22

Morisot, Berthe（ベルト・モリゾ） 注232
Morisot 11/14

Murillo, Bartolomé Esteban（バルトロメ・エステバン・ムリリョ） 注254
ムユロー 12/28

Puvis de Chavannes, Pierre（ピエール・ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ） 注210
シャバンヌ 10/4

Renoir, Pierre-Auguste（ピエール＝オーギュスト・ルノワール） 注187
Renoir 9/7, 9/21
ルノアール氏 8/25, 9/19, 9/21
ルノアール先生 8/14
ルノアール 8/14, 8/16, 8/18, 8/25, 9/15, 9/30, 

12/4
Rivière, Georges（ジョルジュ・リヴィエール） ? 注200

Riviér氏 9/19
Mr Rivier氏 9/15

Rodin, Auguste（オーギュスト・ロダン） 注180
Rodan 11/19
ロダン 8/4, 8/6
ロタン 8/4, 8/6

Ronsor, George？
George Ronsor氏（英人） 12/29
Ronsor氏 12/29

Rousseau, Jean-Jacques（ジャン＝ジャック・ルソー） 注179
ルーソー 8/3, 8/20
サンジヤクルロー 8/3

Rubens, Peter Paul（ピーテル・パウル・ルーベンス） 注248
ルーベンス 12/18

Rubinstein, Arthur（アルトゥール・ルービンシュタイン）？ 注250
Rubinstein 12/20

Velázquez, Diego（ディエゴ・ベラスケス） 注246
ベラスケス 12/18, 12/20




